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年
讓
の
挨
拶

道
路
局
長

宮
田

年
耕

平
成
一
九
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
は
平
素

よ
り
道
路
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
道
路
行
政
に
と
っ
て
、
激
動
の
時
代
の
集
大
成
と
い
っ
た
年
に
な
り

そ
う
で
す
。
有
料
道
路
制
度
と
一
緒
に
こ
れ
ま
で
道
路
行
政
を
支
え
て
き
た
道
路

特
定
財
源
制
度
が
大
き
な
転
換
を
迎
え
る
年
だ
か
ら
で
す
。

一
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
検
討
に
つ
い
て
は
、
昨
年
一

二
月
八
日
に

｢道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
関
す
る
具
体
策
｣
が
閣
議
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
①
真
に
必
要
な
道
路
整
備
は
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
と

し
、
地
方
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
つ
つ
一
九
年
中
に
中
期
的
な
計
画
を
作
成
す
る

こ
と
。
②
二
〇
年
度
以
降
も
現
行
税
率
を
維
持
す
る
こ
と
。
③
国
の
特
定
財
源
全

体
に
つ
い
て
、
特
定
財
源
と
し
て
自
動
的
に
道
路
整
備
に
充
て
ら
れ
る
仕
組
み
を

改
め
る
こ
と
。
④
高
速
料
金
の
引
き
下
げ
な
ど
、
既
存
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効

率
的
活
用
等
の
た
め
の
新
た
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

一
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九
年
は
、
こ
の
具
体
策
に
基
づ
く
見
直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
関
係
公
団
改
革
に
つ
い
て
は
、
昨
年
四
月
よ
り
新
会
社
に
よ
る
本
格
的
な

高
速
道
路
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本
年
は
民
営
化
の
効
果
が
問
わ
れ
る
重

要
な

一
年
と
な
り
ま
す
。
既
に
、
各
種
E
T
C
割
引
や
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
お

け
る
人
気
店
の
出
店
や
生
鮮
野
菜
直
売
所
の
オ
ー
プ
ン
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
出
店
な
ど
民
営
化
の
効
果
と
呼
べ
る
も
の
も
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
さ

ら
に
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
は
現
行
の
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
締
め
く
く
り
の
年
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
道
路
行
政
の
反
省
と
、
こ
れ
か
ら
の
道
路
行
政
の
方
向
性
を
し
っ
か
り

と
議
論
す
る
年
に
な
り
ま
す
。
最
近
は
、
道
路
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
様
々
な

意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
私
も
地
方
で
の
経
験
を
通
し
て
痛
感
し
た
よ
う
に
、
基
本

的
な
イ
ン
フ
ラ
、
道
路
整
備
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
地
域
が
多
々
あ
る
と
い

う
の
が
実
態
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
そ
れ
ら
の
真
に
必
要
な
道
路
に
つ
い

て
、
い
つ
か
は
つ
く
る
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
五
年
と
か

一
〇
年
で
必
ず
つ
く
る
と

い
う
責
任
も
っ
た
道
路
行
政
を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
道
路
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用

の
徹
底
や
急
速
な
ス
ト
ッ
ク
の
高
齢
化
に
対
応
し
つ
つ
、
道
路
の
果
た
す
役
割
を

最
大
限
発
揮
す
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感
、
連
携
、
協
働
と
い
っ
た
三
つ
の
観
点
を

基
本
に
、
新
し
い
激
動
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
原
点
に
立
ち
返
っ
た
道
路
行
政

を
目
指
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

を
雑
務
嶽
拶
怒易
壜
耗教
務
辞雑
務
盛れ梛努
漫馨
婢
寮
務
擬
装
籍
寮
猿
努
玖琥
房
潟
鉾
警
護
猿
婢教
務
蕩
鉾
寮
葬
搦
琵
髯
教
寮
努
努
め潟
落
鉾
護
許
葬
嶺
発
髭
贅
脅
鉾
錠
搦
琵
贅
教
寮
窃
拷
す

2 道行セ 2007,1



道ネテセ 2007,l

剛
薹
縦鬮
鬮
鬮
鴬
薄

葉
/
通
り
艦
需
道
案
内

榊
釀
釀
孃
釀
釀
釀
釀
孃
臘釀
釀
釀
釀
麗
麗釀
釀
釀
圏麗
癩
釀
繊麗
髓釀
響薹

3

道
路
局
企
画
課

の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①

通
り
名
標
識

②

位
置
番
号
表
示

③

通
り
名
マ
ッ
プ

④

そ
の
他
、
各
店
舗
チ
ラ
シ
へ
の
住
所
書
き
込
み
な

ど
ま
ず
は
、
目
的
地
を

『通
り
名
』
と

『位
置
番
号
』
で
表

わ
す
た
め
、
①
と
②
を
地
域
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

『通
り
名
標
識
』
は
、
『道
路
の
通
称
名
』
と
い
う
案
内
標
識

で
標
識
令
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
既
に
現
地
で
設
置
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
新
た
に
標
識
を
設
置
し
な
く
て
も
よ
い
。

た
だ
し
、
地
域
で
協
議
会
を
設
置
し
て
、
景
観
に
配
慮
し
て

新
た
な
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
す
る
地
域
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
標
識
令
に
位
置
付
け
ら
れ
た

『道
路
の
通
称
名
』
の

デ
ザ
イ
ン
を
必
ず
し
も
適
用
す
る
必
要
は
な
い
。

饉

『通
り
名
で
道
案
内
』
と
ば

｢通
り
名
で
道
案
内
｣
の
狙
い
は
、
通
り
名
と
位
置
番

号
を
使
っ
て
目
的
地
を
う
ま
く
特
定
で
き
る

『
ル
ー
ル
』

を
作
り
、
地
域
に
不
慣
れ
な
人
に
対
し
て
分
か
り
や
す
く

道
案
内
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

『ル

ー
ル
』
の
基
本
は
、
ま
ず
通
り
に
名
称
を
付
け
て
、
そ
の

通
り
の
起
点
か
ら
概
ね
の
距
離
を
位
置
番
号
と
し

(
一
0

m
単
位
)、
起
点
を
背
に
右
側
に
奇
数
、
左
側
に
偶
数
を

表
示
す
る
こ
と
。
そ
れ
自
体
は
複
雑
な
も
の
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
あ
る
目
的
地
が
、
0
0
通
り
の
起
点
か
ら
見
て

左
手
に
あ
り
、
約
六
0
m
の
地
点
に
あ
る
場
合
は

『0
0

通
り
6
』
に
な
る

(図
1
)
。

現
在
の
日
本
は
、
区
画
さ
れ
た
地
域

(町
名
な
ど
)
と

そ
の
地
域
内
の
建
物
に
付
け
ら
れ
る
番
号

(丁
目
な
ど
)

で
住
居
を
表
示
す
る

『街
区
方
式
』
(例
え
ば
総
理
大
臣

官
邸
の
住
所
は
、
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
三
丁
目
三

一
)
を
採
用
し
て
い
る
が
、
土
地
に
不
慣
れ
な
人
に
と
っ

て
は
、
仮
に
人
に
尋
ね
て
も
う
ま
く
目
的
地
に
た
ど
り
着

く
こ
と
は
難
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
欧
米
の
一
般
的
な
方
法

で
あ
る
、
通
り
名
と
沿
道
に
振
っ
た
番
号
で
表
示
す
る

『道
路
方
式
』
だ
と
、
土
地
に
不
慣
れ
な
人
で
も
住
所
を

聞
く
だ
け
で
目
的
地
に
た
ど
り
着
き
や
す
い

(図
2
)。

前
述
の
ル
ー
ル
は

『道
路
方
式
』
の
考
え
方
に
近
い
。
な

お
参
考
ま
で
に
、
住
居
方
式
を

『道
路
方
式
』
と
し
て
い
る

欧
米
の
通
り
名
標
識
と
位
置
番
号
表
示
の
例
を
写
真
1
に
示

す
。二

必
要
な
ア
イ
テ
ム

当
シ
ス
テ
ム
で
道
案
内
す
る
場
合
、
地
域
に
必
要
な
も



　

　
　

　

/

~

位
置
番
号
の
畿
示

　

率右側に寄職
‐

l

起点から概ね燧om
掴鰤
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＼
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図 1 場所を特定するルール

騨
　　　
~
襲 撃

｣妻 瘢大馴　　　
艶増

道路方式 (欧米で一般的) 街区方式 (日本のほとんどの箇所で採用)
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図 2 住居表示の種類

◆ アメリカ ◆

メノ

歎
ぜピ

写真 1 欧米の通り名標識と位置番号表示
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『位
置
番
号
表
示
』
は
、
い
わ
ば
通
り
の

『地
点
標
』
の

機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
0
m
お
き
に
精
密
か
つ

大
量
に
設
置
す
る
必
要
は
な
く
、
現
地
の
道
路
ユ
ー
ザ
ー
が

現
在
地
を
確
認
で
き
る
程
度
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
良
い
。
む

し
ろ
あ
ま
り
付
け
す
ぎ
る
と
、
景
観
的
に
も
悪
い
影
響
を
与

え
る
場
合
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
参
考
ま
で
に
、
当
方
で

『位
置
番
号
表
示
』
と
し
て
利
用
で
き
そ
う
な
材
料
サ
ン
プ

ル
を
作
成
し
た
一
例
を
写
真
2
に
示
す
。
各
管
理
者
は
、
コ

ス
ト
、
デ
ザ
イ
ン
、
耐
久
性
な
ど
の
中
か
ら
何
を
優
先
さ
せ

る
の
か
を
決
め
、
ど
の
タ
イ
プ
の
表
示
板
が
適
当
で
あ
る
の

か
を
検
討
し
、
タ
イ
プ
を
選
択
す
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
、

位
置
番
号
の
表
示
に
つ
い
て
は
、
位
置
番
号
が
路
線
番
号
と

混
同
さ
れ
な
い
よ
う
に

(例
え
ば
、
国
道
1
号
の

『1
』
と

位
置
番
号

『1
』
が
混
同
)、
番
号
の
前
に

『#
』
を
付
け

る
こ
と
を
、
社
会
実
験
を
実
施
す
る
全
て
の
地
域
で
統
一
す

る
こ
と
と
し
た

(例
え
ば
、
位
置
番
号
が
1
番
の
場
合
は

『#
1
』)。

こ
れ
ら

『通
り
名
標
識
』
と

『位
置
番
号
表
示
』
を
設
置

首行セ 2007.1 5

写真2 位置番号表示のサンプル

し
た
場
合
の
イ
メ
ー
ジ
を
図
3
に
示
す
。

さ
ら
に
ソ
フ
ト
的
な
取
組
み
と
し

て
、
通
り
名
を
書
き
込
ん
だ

『通
り

名
マ
ッ
プ
』
を
現
地
で
配
布
し
た
り
、

沿
道
の
店
舗
が
本
シ
ス
テ
ム
の
住
居

表
示
を
チ
ラ
シ
に
印
刷
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
よ
り
本
案
内
シ
ス
テ
ム
の

実
効
性
が
あ
が
り
、
道
路
ユ
ー
ザ
ー

に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
『通
り
名
マ
ッ
プ
』
に
つ

い
て
は
、
欧
米
で
通
り
名
を
書
き
込

ん
だ
地
図
が
市
販
さ
れ
活
用
さ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
、
よ
り

分
か
り
や
す
い
地
図
に
な
る
よ
う
検

討
す
る
べ
き
で
あ
る
。

三

経
緯

｢通
り
名
を
利
用
し
た
道
案
内
｣
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
は
、

長
崎
市
の
事
例
紹
介
の
ペ
ー
ジ
で
述

【アルミ複合板】 (¥ 100,oooハ oo枚)

(厚さ ; 3皿1)

【ステンレス】 (¥ 5,ooo/ 1枚)

《正 面》

【ポリプロピレン】 (¥ 35,ooo/ loo枚)

【素焼き風陶器】 (¥ &085/ 1枚)

《側 面》

(厚さ : 1皿1)

　　　　　　　　　　　　　
(厚さ :0.3皿I)

(厚さ : 16卿)
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既
通

園

べ
ら
れ
る
が
、
偶
然
に
も
、
当
時
長
崎
市
が
街
全
体
を
パ

ビ
リ
オ
ン
に
見
立
て
て
、長
崎
の
個
性
的
な
街
を
歩
い
て
、

学
ん
で
、
食
べ
て
楽
し
む
と
い
う
全
く
新
し
い
タ
イ
プ
の

博
覧
会
で
あ
る

『長
崎
さ
る
く
博
誓

の
開
催
へ
向
け
て

準
備
し
て
い
る
最
中
だ
っ
た
こ
と
も
、
本
施
策
を
試
行
す

る
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
う
。

四

今
後
へ
向
け
て
の
取
組
み

長
崎
市
で
の
実
験
期
間
中
に
、
国
土
交
通
省
長
崎
河
川

国
道
事
務
所
が
、
実
験
エ
リ
ア
を
歩
く
約
三
0
0
人
を
対

象
に
し
て
行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
取

組
み
に
つ
い
て
約
九
割
の
人
が
｢良
い
取
組
み
だ
と
思
う
｣

と
評
価
し
、
約
七
割
の
人
が

｢他
の
地
域
で
も
こ
の
取
組

み
を
展
開
し
て
欲
し
い
｣
と
期
待
感
を
示
し
た
よ
う
で
あ

る
。
国
土
交
通
省
と
し
て
も
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
有
効
に

機
能
す
る
地
域
が
他
に
も
沢
山
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

年
度
、
社
会
実
験
の
募
集
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
に

『通
り
名

で
道
案
内
』
を
位
置
付
け
て
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
長
崎
と

同
様
の
取
組
み
を
申
請
し
、
後
に
続
こ
う
と
い
う
自
治
体

が
現
れ
た
。
『社
会
実
験

(第
一
次
募
集
)』
で
は
、
堺
市
、

和
歌
山
市
、
出
雲
市
、
隠
岐
の
島
町
が
、
『ま
ち
ナ
ビ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
は
、
福
岡
市
、
佐
賀
市
が
、
社
会
実
験

の
実
施
地
域
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
『社
会
実
験
』

に
つ
い
て
は
八
月
~
九
月
に
第
二
次
募
集
が
行
わ
れ
、
新

た
に
新
潟
市
、
豊
岡
市
、
西
条
市
、
島
原
市
、
鹿
児
島
市

が
選
定
さ
れ
、
現
在
、
計
一
二
地
域
で
実
施
、
ま
た
は
実

施
の
た
め
の
準
備
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
基

本
的
に
、
前
述
し
た
道
案
内
に
お
け
る
最
低
限
の

『ル
ー

ル
』
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
除
け
ば
基
本
的
に
地
域
特

性
に
応
じ
た
や
り
方
で
、各
自
治
体
に
お
任
せ
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
実
施
事
例
を
蓄
積
す
る
こ
と
に

よ
り
、
本
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
を
抽
出
し
、
当
施
策
が
持

続
的
に
利
用
さ
れ
て
い
く
た
め
の
改
善
点
を
と
り
ま
と

め
、
全
国
へ
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
当
施
策
が
、

現
在
の
案
内
標
識
等
に
よ
る
案
内
シ
ス
テ
ム
を
補
完
し
、

さ
ら
に
地
域
の
観
光
、
ま
ち
お
こ
し
を
も
支
援
す
る
有
効

な
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
、
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

《通り名標識》

を

　

　
　
　

　　　　
　　　

独の
識

路
標

道
の

　
　
　
　
　

　
　

《位置番号表示》



藁
盤榊
鬮
鬮
薹
鞭
特

簾
/
通
り
名
で
道
案
内

鷲
麗
釀
釀
麗
麗
釀
釀
釀
釀
釀
撥麗
穰
釀
釀
麗
麗釀
釀
釀釀
釀圏麗
癩圓圏響薹

週
稟
内
ブ
圃
ジ
元
タ
ト

九
州
地
方
整
備
局
長
崎
河
川
国
道
事
務
所

E

は
じ
め
に

｢歩
く
人
へ
の
道
案
内
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
｣
｢歴
史
と
由
緒
あ
る
町
名
や
通
り
を
十
分
に
活
か
さ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
｣

こ
の
よ
う
な
発
想
か
ら
、
歴
史
と
由
緒
あ
る
通
り
を
十

分
に
活
か
し
た
、
新
た
な
道
案
内
の
仕
組
み
を
提
案
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
域
住
民
と
一
緒
に
、
進
め
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

二

取
組
み
の
内
容

1

モ
デ
ル
地
区
の
選
定

こ
の
地
区

(図
1
)
は
、
昔
な
が
ら
の
町
並
み
を
残
し

た
地
区
で
あ
り
、
歩
く
人
に
と
っ
て
は
魅
力
あ
る
通
り
が

あ
る
地
区
で
す
。

ま
た
、
昔
な
が
ら
の
通
り
を
挟
ん
で

(背
割
り
)、
一

つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
今
で
も
保
ち
続
け
て
い
る
地
区

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
｢旧
町
名
の
復
活
｣

を
強
く
願
っ
て
い
る
地
区
で
も
あ
り
ま
す
。

“

ず
さ
が

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
区
を
選
定
す

′

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

-
-川
蝉
縦

2

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
の
選
任

こ
の
取
組
み
は
、
地
域
の
協
力
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
の

地
区
の
連
合
会
長
を
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と

し
、
自
治
会
長

一
〇
名
、
商
店
街
組
合
長

一
名
と
、
道
を
舞
台
に
様
々
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る

｢道
守
長
崎
会
議
｣
の
代

表
世
話
人
を
含
め
、
一
三
名
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
〆

ン
バ
ー
に
よ
り
進
め
ま
し
た
。

図 1 モデル地区範囲



3

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
は
、
計
五
回
開
催
さ
れ
、
路
面
及

び
路
側
表
示
の
デ
ザ
イ
ン
決
定
や
マ
ッ
プ
原
案
作
成
ま
で

に
三
回
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
直
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
及
び
半
年
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
報
告
に
二

回
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
回
は
平
成
一
八
年
一
月
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

目
的
や
メ
ン
バ
ー
の
紹
介
、
モ
デ
ル
地
区
の
決
定
、
通
り

名
の
確
認
を
行
い
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
ま

し
た
。
こ
の
時
、
話
に
で
た
の
は
｢こ
の
地
域
の
人
に
は
、

必
要
な
い
の
で
は
ー
。
｣
と
の
意
見
の

一
方
で
、

｢地
域
の
人
だ
け
が
歴
史
や
由
緒
あ
る
通
り
名
や
町
名
を

知
っ
て
い
る
だ
け
で
良
い
の
か
。
こ
の
地
区
以
外
の
人
に

も
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
で
は
な
い
か
｣
と
意
見
が
分

か
れ
ま
し
た
が
、こ
の
地
区
で
の
試
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

第
二
回
は
二
月
に
開
き
、
案
内
表
示
の
検
討
を
重
点
的

に
検
討
し
ま
し
た
。
実
際
の
通
り
に
示
し
、
色
、
大
き
さ
、

表
示
内
容
等
目
で
見
て
決
定
し
ま
し
た
。
特
に
意
見
が
分

か
れ
た
の
は

｢色
｣
に
つ
い
て
で
す
。

こ
の
地
区
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
と
石
畳
等
通
り
毎

に
舗
装
面
が
違
う
こ
と
に
よ
り
、
｢見
映
え
｣
｢雰
囲
気
｣

が
違
い
、
路
面
表
示
に
つ
い
て
は
、
一
番
落
ち
着
い
た
色

の

｢茶
色
系
｣
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
目
立
つ
よ
う
に
黄

色
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
を
入
れ
、
目
に
付
く
よ
う
に
工
夫
を

し
ま
し
た
。
路
側
表
示
に
つ
い
て
は
、
現
町
名
表
示
が
青

色
、
通
り
に
よ
っ
て
は
旧
町
名
表
示
の
緑
色
が
あ
り
、
誤

解
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に

｢レ
ン
ガ
色
系
｣
に
決
定
し

定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
開
始
時
期
を
同
じ
に
し
ま
し
た
。

た

(図
2
)。

第
三
回
は
三
月
、
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し

た
。
マ
ッ
プ
の
ベ
ー
ス
と
し
て
、
平
成

一
人
年
四
月
に
開

催
さ
れ
た

｢長
崎
さ
る
く
博
匙

で
利
用
す
る
マ
ッ
プ
を

ベ
ー
ス
に
案
を
作
成
し
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

三

取
組
み
開
始
と
実
態
調
費

三
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
開
催
し
、
案
内
表
示
及

び
マ
ッ
プ
の
製
作
を
三
月
末
に
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
四
月

一
日
に
取
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

な
ぜ
、
四
月
一
日
な
の
か
と
言
い
ま
す
と
、
｢長
崎
さ

る
く
陣
匙

が
始
ま
り
、
こ
の
地
区
に
も
四
コ
ー
ス
が
設

　

　
　
　
　

　
　　
　
　
　

　
　
　　
　

　　
　
　

　
　

　
　
　　

-
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図 面表示例

1

取
組
み
に
つ
い
て
の
反
応

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
取
組
み
開
始
か
ら
一
ヵ
月
後
の
五

月
~
六
月
と
、
半
年
後
の
一
一
月
に
道
路
利
用
者
、
地
域

住
民
、
事
業
者
を
対
象
に
調
査
を
行
い
ま
し
た

(図
3
)。

結
果
と
し
て
、
理
解
は
少
し
ず
つ
認
知
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
低
く
、
も
う
少
し
P

R
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
利
用
実
績
が
ま
だ
ま
だ

少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
｢利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
｣
と

回
答
し
た
方
の
利
用
用
途
と
し
て
、
｢観
光
客
な
ど
人
に

道
を
尋
ね
ら
れ
た
際
に
利
用
し
た
｣
｢行
き
た
い
場
所
や

憶
え
た
い
場
所
の
目
印
と
し
て
利
用
し
た
｣
が
多
数
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
非
常
に
有
効
で
あ

る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
実
施
期
間
後
に
つ
い
て
は
、
改
良
を
必
要
と
す

る
も
の
の

｢存
置
し
て
ほ
し
い
｣
と
い
う
意
見
が
、
改
善

点
に
つ
い
て
は
、
色
合
い
や
大
き
さ
に
つ
い
て
の
要
望
が

多
く
あ
が
り
ま
し
た
。

《そ
の
他
意
見
･
要
望
･
改
善
点
》

･
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、本
当
に
、

と
て
も
便
利
な
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

･
旅
行
者
に
対
し
て
親
切
な
町
づ
く
り
と
し
て
は
よ
い

取
組
み

･
電
話
で
所
在
を
問
わ
れ
た
時
、
説
明
し
や
す
い

･
気
が
付
か
な
い
人
も
多
い
と
思
う
か
ら
、
道
案
内
シ

を首キ〒ヤ ?nn7 1

路面表示を上から見た図



《表示内容に関する理解度》
無回答

無回答5,4 % 理解している
1,8 % 理解している48.6 % 59.8 %

理解
していない

45.9 %

理解
していない

38.4 %

( 1カ月後調査 (SA、 n=368)) (半年後調査 (S A、 n=27 l))

《システムの利用実績》
無回答

利用した
無回答 利用した

2.7 % ことがある
2.7 % ことがある

17･0 %

利用した
ことがない

87,0 %
利用した
ことがない

79,3 %

( 1カ月後調査 (SA、 n=368)) (半年後調査 (SA、 n=27 1))

《実験期間後の設置について》
無回答 そのまま 無回答 そのまま
2.2 % 設置してほしい 15.8 % 設置してほしい

設置して 52.0 % 42.6 %

しくない
設置して
ほしくない

改良して
設置してほしい

34.3 %

改良して
設置してほしい

30,7 %
(地域住民 (S A、 n=271)) (事業所 (SA、 n=96))

《路面表示》 《路側表示》

圓圓三一璽遼爵ここ醸贓讓 譫枚数 璽戴翠その話建 …嚢圓

圓 そのままで知り"鍼
癈釀

圓
l

大きさ 大圓暮 鑑 三 .盤
よい

一--
圓54,8%

朧猫扇円願褒圓費に色合い 明る讓
嚢蟄聽蟻嚇妻その滋よ豊 圓

　 　 　
　

讓嶬.;きざ駿溌窓眩き圓 設置場所 圓褻競霰滲もで讓鬮
100% 80% 60% 40% 20% ○% ○% 20% 40% 60% 80% ↑00%

《路側表示》
T 字路か十字路上に設置する ･目の高さより高いところ

･近すぎる ･高さが低すぎるので、目線の高さにすると
･車が通らないところ 良い
･中心 ･他の看板と重ならないところ
･道の分岐点や観光スポットのみに設置。直 ･辻ごとの電柱に設ける
線路の途中に無用に設置しない。 ･景観の煩雑さに結びつき易い。住所の番地

･範囲を広げる プレートと統一して欲しい。

図 3 アンケート調査の結果

　　　　　 　　　　　 　



ス
テ
ム
を
も
っ
と

一
般
に
広
げ
て
欲
し
い
。

住
所
と
の
混
乱
を
さ
け
て
ほ
し
い
。

路
面
表
示
は
は
が
れ
や
す
く
不
潔
な
感
じ
。
側
面
表
示

は
急
場
し
の
ぎ
の
感
が
あ
り
、
美
観
に
乏
し
く
思
う
。

側
面
表
示
は
あ
ま
り
に
も
近
す
ぎ
。

色
が
地
味
。も
う
少
し
明
る
い
色
合
い
が
い
い
の
で
は
。

通
り
の
入
口
に
し
っ
か
り

｢0
0
通
り
｣
と
、
看
板

の
よ
う
な
も
の
も
ほ
し
い
。

T
字
の
表
示
は
分
か
り
や
す
く
て
良
か
っ
た
。

2

子
ど
も
た
ち
の
理
解
度

こ
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は
理
解
し
て
く

れ
る
だ
ろ
う
か
確
認
を
行
う
た
め
、
小
学
校
及
び
地
域
の

方
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
｢
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
｣
な
ら
ぬ

｢さ
る
く
ラ
リ
ー
｣
を
行
い
ま
し
た

(写
真
)。写真 道案内を頼りにチェックポイント

(0 0 通り△△番) を目指す !
　
　
　

　　
　
　

ツ
)

秀

こ
れ
は
、
道
案
内
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
教
え
ず
に
路

面

･
路
側
表
示
と
マ
ッ
プ
の
み
で
子
ど
も
た
ち
に

｢0
0

通
り
○
番
へ
連
れ
て
行
っ
て
｣
と
い
っ
た
よ
う
に
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
人
を
誘
導
し
、
そ
の
場
所
で
地
域
の

方
が
通
り
の
歴
史
や
云
わ
れ
等
の
問
題
を
出
し
、
子
ど
も

達
に
地
域
に
つ
い
て
勉
強
し
て
も
ら
い
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
道
案
内
シ
ス
テ
ム
の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

｢さ
る
〈
ラ
リ
ー
｣
を
終
え
て
、
子
ど
も
た
ち
よ
り
感

想
を
聞
き
、
｢目
的
地
を
探
し
や
す
か
っ
た
｣
と
い
う
意

見
が
多
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
も
こ
の
取
組
み
は
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
番
号
の
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
意
見
が

多
く
で
た
こ
と
か
ら
、
今
度
は
あ
る
地
点
を
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
て
確
認
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

題
し
て

｢さ
る
〈
フ
ォ
ト
マ
ッ
プ
づ
く
り
｣
(図
4
)
。

さ　
　
　
　
　
　
　

遺

ち製作の
｢通りのフォトマップ｣

國
幽
霊

こ
れ
は
、
通
り
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
が
気
付
い
た
事
な

ど
を
写
真
に
撮
っ
て
も
ら
い
、
路
面
･
路
側
表
示
で
位
置

を
確
認
し
、
子
ど
も
た
ち
の
目
で
見
え
た

｢
フ
ォ
ト
マ
ッ

プ
｣
を
製
作
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
製
作
過
程
で
そ
の
通

り
の
撮
影
写
真
の
云
わ
れ
や
疑
問
に
対
し
て
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
教
え
た
り
、
子
ど
も
た
ち

と
調
べ
た
り
、
み
ん
な
で
楽
し
く
製
作
し
ま
し
た
。

製
作
終
了
後
に
各
通
り
の
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
発
表
会
を

開
き
、
こ
の
通
り
の
イ
チ
押
し
を

｢0
0
通
り
0
0
番
｣

と
発
表
し
て
も
ら
い
、
聞
く
子
ど
も
達
に
も
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
、
｢場
所
を
確
認
す
る
に
も
分
か
り
易
い
｣
と
の
声

が
多
く
あ
が
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
も
分
か
り
易
く
、
目

的
へ
の
誘
導
や
確
認
に
も
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

四

今
後
に
つ
い
て

利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
小
学
生
の
検
証
実
験
か

ら
も
、
人
を
目
的
地
へ
道
案
内
す
る
事
や
行
き
た
い
場
所

や
億
え
た
い
場
所
の
目
印
と
し
て
利
用
す
る
事
に
つ
い

て
、
と
て
も
有
効
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
低
い
こ
と
か
ら
、

P
R
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
案
内
表

示
に
つ
い
て
も
、
改
善
を
加
え
な
が
ら
、
本
地
域
で
の
本

格
運
用
を
検
討
し
て
い
く
所
存
で
す
。
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堺
市
に
蘂
捗
る

週
案
内
シ
ス
テ
ム
⑭
実
施
に
つ
い
て

堺
市
建
設
局
土
木
部
土
木
監
理
課

酒
井

隆

一

は
じ
め
に

和
泉
、
摂
津
、
河
内
の
三
国
の
境
に
位
置
し
た

｢堺
｣

は
、
京
都
相
国
寺
等
の
荘
園
と
し
て
、
ま
た
大
阪
湾
に
面

し
た
商
港
、
環
濠
に
囲
ま
れ
た
中
世
の
自
治
都
市
と
し
て

歴
史
に
刻
ま
れ
、
古
く
か
ら
都
市
機
能
を
有
し
て
い
た
。

日
本
風
景
街
道
に
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
て
い
る
最
古
の
官

(国
)
道

｢竹
内
街
道
｣
を
は
じ
め
と
す
る
五
街
道
の
起
点

通
過
点
、
ま
た

｢堺
｣
の
名
前
の
お
こ
り
に
も
な
っ
た
摂
津

国
･
堺
北
荘
と
和
泉
国
･
堺
南
荘
の
境
界
、
さ
か
い
目
で
あ

る

｢大
小
路
｣
な
ど
、
堺
に
お
け
る
道
路
は
地
点
と
地
点
を

結
ぶ
線
と
し
て
の
機
能
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
道
路
空
間

と
し
て
、
面
と
し
て
そ
の
存
在
を
示
し
て
き
た
。

本
稿
で
は
、堺
市
の
旧
市
街
地
の
道
路
を
舞
台
に
し
て
、

国
土
交
通
省
道
路
局
の
社
会
実
験
と
し
て
昨
年
一
0
月
に

実
施
し
た

｢堺
大
小
路
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
賑
わ
い
社
会
実

験
｣
の
実
施
項
目
で
あ
る

｢通
り
名
に
よ
る
道
案
内
｣
に

つ
い
て
概
要
を
報
告
す
る
。

二

実
験
地
区
の
歴
史

環
濠
に
囲
ま
れ
た
南
北
約
三
節
、
東
西
約
一
･
五
如
の

ま
ち
な
み
の
原
形
は
、
室
町
時
代
に
は
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
の
街
区
形
成
は
徳
川
家
康
に
よ
る

｢元
和
の
町

割
｣
(
一
六
一
五
年
)
に
よ
り
碁
盤
目
状
に
再
建
さ
れ
、

幅
員
五
間

(約
九
m
)
東
西
の

｢大
小
路
｣
、
南
北
に
延

び
る
紀
州
街
道
の
一
部

｢大
道
｣
を
基
に
町
割
り
が
な
さ

れ
た

(図
-

･
2
)。

堺
市
の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
で
あ
る

｢大
小
路
筋
｣
と
阪
堺

電
気
軌
道
が
走
り
、
与
謝
野
晶
子
生
家
跡
の
あ
る
｢大
道
筋
｣

は
、
市
民
に
よ
く
知
ら
れ
た
歴
史
を
持
つ
道
路
で
、
大
小
路

筋
と
大
道
筋
の
交
差
点
は
平
安
時
代
の
陰
陽
師
･安
倍
晴
明

が
占
い
書
き
を
埋
め
た
場
所
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
環
濠
内

に
は
、
千
利
休
屋
敷
跡
や
寺
院
な
ど
の
歴
史
資
産
が
あ
り
、

名
所
旧
跡
巡
り
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

三

実
験
概
嚢

1

目
的

実
施
地
区
で
平
成
一
五
年
か
ら
活
動
し
て
い
る
地
元
の

自
主
活
動
団
体
で
あ
る

『大
小
路
界
隈

｢夢
｣
倶
楽
部
』

は
、
活
性
化
活
動

(南
蛮
ガ
ラ
ク
タ
市
の
開
催
、
商
店
街

の
空
き
店
舗
利
用
、
道
路
美
化
運
動
、
歩
道
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
等
)
を
行
っ
て
き
た
が
明
確
な
効
果
が
現
れ
ず
、

ま
た
様
々
な
関
係
住
民

(居
住
者
、
商
業
者
、
事
務
所
、

店
舗
等
)
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
活
性
化
へ
の
理
解
度

に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
と
の
認
識
を
持
っ
て
お
り
、
視
点
を



変
え
た
来
街
者
を
増
や
す
何
ら
か
の
方
策
が
な
い
も
の
か

と
検
討
し
て
い
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
本
実
験
は
、歴
史
的
か
つ
市
民
に
耳
慣
れ
、

親
し
ま
れ
て
い
る
通
り
名
に
よ
る
道
案
内
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
住
民
の
地
元
へ
の
愛
着
や
観
光
客
へ
の
分
か

り
易
い
街
案
内
を
実
施
し
、
来
街
者
を
呼
び
込
む
こ
と
で
ま

図 2 大小路と大道 ←都拡大)

ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
。

2

実
施
体
制

『大
小
路
界
隈

｢夢
｣
倶
楽
部
』
と
活
動
当
初
か
ら
技

術
的
支
援
を
行
っ
て
き
た
『拙
大
阪
建
築
士
事
務
所
協
会
』

に

『堺
市
』
を
加
え
て

『堺
大
小
路
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
賑

わ
い
協
議
会
』
を
設
立
し
実
施
し
た
。

3

実
施
期
間

集
客
機
会
の
あ
る
毎
年
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
合
わ
せ

て
、

一
〇
月
中
と
し
た
。

4

実
施
範
囲

堺
市
の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
で
あ
る

｢大
小
路
筋
｣
、
及

び
交
差
す
る

｢大
道
筋
｣
を
主
に
し
て
、
大
小
路
筋
に
並

行
す
る
北
側
の

｢禅
通
寺
筋
｣
、
南
側
の

｢目
口
筋
｣
の

東
西
約
一
･
二
皿
と
、
大
道
筋
の
南
で
交
差
す
る
国
道
二

六
号

(通
称
=
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
通
り
)
ま
で
の
南
北
約

--

温
海
湿
T
1
組
甘
｢

刹滅盤
鰔
肥
皿
脚
彌

蟯
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糺
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0
･
五
蝋
の
範
囲
約
二
五
m
を
実
施
範
囲

(実
施
延
長
"

三
、
七
三
0
m
)
と
し
た

(図
3
)。

四

塀
の
道
案
内
シ
ス
テ
ム

通
り
名
に
つ
い
て
は
、
｢大
小
路
筋
｣
と

｢大
道
筋
｣

は
市
民
に
良
く
知
ら
れ
て
い
る
道
路
で
あ
り
、
｢禅
通
寺

筋
｣、
｢目
ロ
筋
｣
も
昭
和
五
〇
年
代
ま
で
は
広
く
地
元
で

使
わ
れ
て
お
り
、
当
該
世
代
の
住
民
に
は
慣
れ
親
し
ん
だ

通
り
名
で
あ
る
。

ま
た
今
回
の
実
施
で
は
、
一
〇
月
一
日
の
社
会
実
験
初

日
の
み
で
は
あ
る
が
、
地
元
商
店
街
等
の
協
賛
店
舗
で
の

買
い
物
特
典
を
つ
け
る
こ
と
で
地
元
の
方
々
に
も
体
験
し

て
い
た
だ
こ
う
と
、
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
の
｢山
之
口
筋
｣

を
加
え
た
、
五
つ
の
道
路
を
対
象
と
し
た
。

道
案
内
シ
ス
テ
ム
が
今
後
各
地
で
実
験
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
考
慮
し
、
各
地
で
異
な
っ
た
ル
ー
ル
の
道
案
内
を
実

施
す
れ
ば
道
路
利
用
者
の
混
乱
を
招
く
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
の
で
極
力
共
通
ル
ー
ル
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
、
先
行

事
例
の

｢長
崎
さ
る
く
博
｣
会
場
で
の
実
施
に
習
い
、
位

置
番
号
に
つ
い
て
は

｢通
り
の
起
点
か
ら
一
0
m
単
位
の

概
ね
の
距
離
を
位
置
番
号
と
し
、
起
点
を
背
に
右
側
に
奇

数
番
号
、
左
側
に
偶
数
番
号
を
表
示
す
る
｣
こ
と
と
し
、

か
つ
、
数
字
の
前
の

『#
』
で
位
置
番
号
で
あ
る
こ
と
を

表
し
た
。

さ
ら
に
、
堺
で
は
先
に
述
べ
た
道
路
の
成
り
立
ち
を
考

慮
し
、堺
の
独
自
ル
ー
ル
と
し
て
次
の
二
点
を
採
用
し
た
。

登を傾けに2からはじまる{国教尊
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①

大
小
路
筋
と
大
道
筋
と
の
交
点
と
な
る

交
差
点
を

｢基
点
=
起
点
｣
と
し
た
。

②

加
え
て
観
光
客
、
来
街
者
に
も
大
小
路

筋
や
大
道
筋
を
中
心
に
し
た
旧
市
街
地
の
地
理
を

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
も
込
め
て
、
大
小

路
筋
と
大
道
筋
の
交
差
点
か
ら
東
西
南
北
の
方
位
を

付
け
て
位
置
番
号
と
し
た

(図
4
)。

五

道
案
内
標
識
の
表
示

位
置
番
号
標
識
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
①
通
り
名
を
観

光
案
内
に
利
用
す
る
、
②
大
小
路
筋
が
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
で
美
装
化
し
て
い
る
、

③
連
番
で
設
置
す
る
こ
と
に
努
め
る
、
④
基
本
色
は
堺
市

が
施
設
案
内
板
等
で
使
用
し
て
い
る
通
称
『堺
市
ブ
ル
ー
』

を
使
用
す
る
、
の
四
点
を
勘
案
し
、
大
小
路
筋
に
つ
い
て

は
路
面
表
示

(図
5
)
に
加
え
、
路
線
バ
ス
停
留
所
や
住

図 5 路面表示

路面表示 (位置番号表示) 路面表示 (通り名十位置番号表示)
大小路筋と大道筋の交差点表示



図 6 側面表示

区
境
界

(交
差
占
巴
、
協
賛
店
舗
付
近
で
は
歩
道
照
明
柱

に
側
面
表
示

(図
6
)
を
行
っ
た
。
そ
の
他
の
道
路
に
つ

い
て
は
、
電
柱
、
道
路
照
明
灯
に
側
面
表
示
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
実
施
に
際
し
て
は
、
近
畿
地
方
整
備
局

大
阪
国
道
事
務
所
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
側
面
表
示
板
の

下
部
に
Q
R
コ
ー
ド
を
貼
付
し
、
携
帯
電
話
サ
イ
ト
を
利

用
し
た
情
報
提
供
を
付
加
し
た

(図
6
)。

穴

実
験
を
終
え
て

実
施
評
価
に
つ
い
て
は
、
初
日
歩
行
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
及
び
、
自
治
会
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

(実
施
中
)
結
果

を
報
告
書
と
し
て
上
梓
す
る
が
、
大
小
路
筋
で
の
一
部
を

紹
介
す
る
。

道
案
内
シ
ス
テ
ム
の
取
組
み
に
は
、
七
割
の
満
足
評
価

を
い
た
だ
い
た
。
特
に
、
｢観
光
客
等
他
の
地
域
か
ら
の

来
街
者
に
は
慣
れ
る
と
便
利
｣
、
｢高
齢
者
に
は
分
か
り
易

い
目
印
と
な
る
｣
な
ど
肯
定
評
価
を
得
た
。

積
極
意
見
と
し
て
は
、
｢店
舗
等
施
設
前
に
表
示
を
し

て
ほ
し
い
｣、
｢路
面
の
番
号
は
も
っ
と
大
き
い
表
示
が
良

い
｣
な
ど
が
あ
っ
た
が
反
面
、
指
摘
意
見
と
し
て

｢高
齢

者
に
は
分
か
り
に
く
い
シ
ス
テ
ム
｣
、
｢電
柱
番
号
と
誤

解
｣、
｢知
っ
て
い
る
人
だ
け
の
暗
号
｣、
｢設
置
場
所
の
改

善
｣、
｢目
線
に
設
置
す
べ
し
｣
な
ど
が
あ
っ
た
。

意
見
か
ら
、
路
面
表
示
の
効
果
に
つ
い
て
は
よ
り
検
証

を
要
す
る
と
し
て
実
験
を
終
了
し
た
が
、
側
面
表
示
は
継

続
し
て
表
示
し
て
い
る
。

脚 浅首斧〒セ 20071

七

お
わ
り
に

今
回
、
堺
市
で
実
施
し
た

｢通
り
名
で
道
案
内
｣
は
、

地
元
の
自
主
活
動
団
体
で
あ
る

『大
小
路
界
隈

｢夢
｣
倶

楽
部
』
が
抱
え
て
い
た
地
域
課
題
の
解
決
策
と
し
て
の
、

新
し
い
道
の
使
い
方
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

残
念
に
も
実
験
初
日
は
雨
模
様
で
、
通
り
を
歩
く
人
た

ち
も
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
地
元
の
方
々
か
ら

｢他
に
も

通
り
名
は
仰
山
あ
る
｣
、
｢あ
の
頃
は
活
気
が
あ
っ
た
｣
、

｢な
つ
か
し
い
｣
な
ど
の
声
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
も

道
案
内
シ
ス
テ
ム
が
広
く
認
知
さ
れ
、
来
街
者
に
分
か
り

や
す
く
道
案
内
が
で
き
、
ま
た
沿
道
の
方
々
に
愛
さ
れ
る

道
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
社
会
実
験
の
採
択
に
あ
た
っ
て
は
本
省
、
及

び
近
畿
地
方
整
備
局
道
路
部
の
ご
担
当
諸
氏
に
謝
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
長
崎
河
川
国
道
事
務
所
に
は
視
察
の

応
対
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に

大
阪
国
道
事
務
所
に
は
管
理
国
道
の
二
六
号
で
も
堺
ル
ー

ル
に
合
わ
せ
た
道
案
内
シ
ス
テ
ム
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
、
付
近
一
体
の
道
路
で

｢通
り
名
で
道
案
内
｣
を
実
施

で
き
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

側面表示を電柱に設置 (禅通寺筋)

側面表示
Q R コード

路線バス停留所での表示



平成噂年度道路関係予算の概要
道路局総務課

平
成
一
八
年
三
一月
二
四
日
の
閣
議
で
決
定
し
た
平
成

一
九
年
度
予
算
の
政
府
案
に
お
け
る
道
路
関
係
予
算
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

道路関係予算総括表
(単位 :百万円)

事 項 前年度予算額
(A )

平成f9年度決定額
(B )

対前年度
倍 率
(B / A )

備 考

一 般 会 計 繰 入

道 路 整 備

道路 環 境 整備

揮 発 油 税 直 入 額

小 計

N T T 一 A 型

貸 付 金償 還 金 等

2,147,294

1,610,488

536,806

739,3くめ

2,886,594

36,154

60,453

2,081,380

1,547,517

533,863

709,900

2,791,280

20,286

8L 428

0.97

0.96

0.99

0.96

0.97

0.56

1,35

1 . 道路整備には、河川
等関連公共施設整備促
進事業28,265百万円
(前年度25,400百万円)
を含む。

2 . 道路環境整備には、
住宅市街地総合整備促
進事業52,430百万円
(前年度53,l14百万
円)、都市再生推進事
業 3,000百万円を含む。

3 , 経済成長戦略推進と
して
･道路整備

73,856百万円
･道路環境整備

52 11百万円
計 79,067百万円

を含む。

合 計 2,983,201 2,892,994 0.97

(再 計)

一 般 道 路

有 料 道 路

2,842,445

140,756

2,776,724

116,270

0.98

0.83

=
道
路
関
係
郡
算
総
括
表

(参 考)
(単位 :百万円)

事 項 平成18年度当初
(A )

平成19年度当初
(B )

対前年度倍率
(B / A )

一般会計線入

道路整備

交通円滑化

三大都市圏環状道路の整備

その他一般改築等

地域連携推進

維持修繕等

有料道路

道路環境整備

2,147,294 2,081,380 0,97

道路整備

交通円滑化

三大都市圏環状道路の整備

その他一般改築等

地域連携推進

維持修繕等

有料道路

1,610,488 1,547,5l7 0.96

交通円滑化

三大都市圏環状道路の整備

その他一般改築等

360,820 373,833 1.04

三大都市圏環状道路の整備 169,467 185,877 1･10

その他一般改築等 191,353 187,956 0.98

地域連携推進 941,166 885,618 0,94

維持修繕等 203,900 192,082 0.94

有料道路 104,602 95,羨望 0.92

道路環境整備 536,806 533,863 0,99

(注 1
(注2

道路整備には、 河川等関連公共施設整備促進事業を含む。
道路環境整備には、 住宅市街地総合整備促進事業及び都市再生推進事業を含む。

1酒"〒セ 2007.1 6



平成19年度道路関係予算

地方道路整備
臨時交付金

一般財源
1 ,8 0 6

H 18 補正
1 ,4 8 0

道路整備等
2 0 ,8 1 4

(o.969)

地方道路整備
臨時交付金

7 ,0 9 9
(o .960 )

平成19年度
特定財源税収

(単位 :億円)

3 5 ,4 2 9 3 4 ,0 7 6

(注) 1 . 貸付金償還金等及びN TT‐A型事業を除く。
2 . 河川等関連公共施設整備促進事業を含む。
3 . 四捨五入の関係で、 各計数の和が合計と一致しないところがある。

3 4 ,0 7 6

※ 既存高速ネットワークの効率的活用 ･機能強化に向けた弾力的な料金設定を行うため、
道路整備等の一環として行うものを含め、 360億円の社会実験を実施。

!6 道行セ 2007.l



二

主
要
事
項

※
は
新
規
制
度
等
の
項
目
番
号
と
の
対
比

1

国
際
競
争
力
の
強
化

=

国
際
物
流
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

･

三
大
都
市
圏
環
状
道
路
な
ど
高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域

高
規
格
道
路
等
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
国
際
コ

ン
テ
ナ
通
行
支
障
区
間
の
早
期
解
消
を
図
り
ま
す
。

②

空
港
･
港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

高
規
格
幹
線
道
路
等
の
I
C
か
ら
拠
点
的
な
空
港
･
港

湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
率
を
欧
米
並
み
の
水
準

(約
九
割
)
ま

で
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
ア
ク
セ
ス
道
路
等
を
重
点
的
か

つ
効
果
的
に
整
備
し
ま
す
。

【国
費

一
、
八
九
七
億
円
】

③

荷
さ
ば
き
駐
車
対
策
の
推
進

民
間
事
業
者

･
地
方
公
共
団
体
等
の
連
携
に
よ
る
荷
さ

ば
き
駐
車
対
策
を
支
援
し
ま
す
。

【関
連
制
度
】

｢貨
物
車
駐
車
施
設
の
整
備
等
に
よ
る
交
通
円
滑
化

(
一
般
会
計
)｣

【国
費

二
億
円
】
※
8

2

地
域
の
自
立
と
競
争
力
強
化

=
規
格
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

地
域
の
自
立
･
活
性
化
の
た
め
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
広
域
的
な
共
有
や
、
事
故

･
災
害
に
対
す
る
高
速
定
時

サ
ー
ビ
ス
の
信
頼
性
向
上
の
た
め
の
基
盤
と
な
る
高
規
格

幹
線
道
路
、
地
域
高
規
格
道
路
等
の
規
格
の
高
い
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

○
高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備

.高
規
格
幹
線
道
路

【国
費

八
、
0
三
三
億
円
】

･
地
域
高
規
格
道
路

【国
費

三
、
三
五
三
億
円
】

○
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備

,
有
料
道
路
方
式

【建
設
費

六
、
七
四
三
億
円
】

･新
直
轄
方
式

【国
費

一
、
六
八
四
億
円
】

②

日
常
生
活
に
必
要
な
移
動
の
確
保

日
常
生
活
を
営
む
上
で
必
要
不
可
欠
な
移
動
や
、
病
院

な
ど
の
地
域
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
重
要
な
拠
点
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
地
域
の
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
陸
路
解
消
等
の
道
路
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
特
に
、

合
併
市
町
村
の
拠
点
を
連
絡
す
る
道
路
整
備
を
重
点
的
に

支
援
し
ま
す
。

③

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上

三
大
都
市
圏
に
お
け
る
規
格
の
高
い
環
状
道
路
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
約
二
、
二
〇
〇
箇

所
等
の
対
策
と
し
て
バ
イ
パ
ス
整
備
、
交
差
点
改
良
等
を

実
施
し
ま
す
。

0
三
大
都
市
圏
環
状
道
路
の
整
備
の
推
進

【国
費

二
、
一
エ
ハ九
億
円

(対
前
年
度
比

一
.
=

(注
こ

一
般
国
道
四
六
八
号
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
等

注
…平
成
一
八
年
度
供
用
除
き

㈱

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用

自
動
車
専
用
道
路
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ
り
使
え
る

も
の
と
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
I
C
の
整
備
促
進
、
緊
急

出
入
口
の
有
効
活
用
と
更
な
る
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
I
T
S
を
推
進
し
ま
す
。

◎

多
様
で
弾
力
的
な
料
金
施
策
の
実
施

｢道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
関
す
る
具
体
策
｣
(平
成

一
八
年
一
二
月
八
日
閣
議
決
定
)に
基
づ
き
、
平
成
二
〇

年
度
以
降
、
高
速
道
路
料
金
引
下
げ
に
よ
る
既
存
高
速
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
的
活
用
･
機
能
強
化
の
た
め
の
新
た

な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
料

金
引
下
げ
に
伴
う
効
果
と
影
響
等
を
把
握
す
る
社
会
実
験

を
実
施
し
ま
す
。

【国
費

三
六
〇
億
円

(対
前
年
度
比

三
･
一
三
ご

を首矛〒セ 20074 メ7

3

安
全
･
安
心
の
確
保

の

防
災
･
減
災
等

緊
急
輸
送
道
路
等
で
特
に
優
先
的
に
耐
震
補
強
が
必
要

な
橋
梁
に
つ
い
て
、
耐
震
補
強
三
箇
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
き
緊
急
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

【国
費

六
八
〇
億
円

(対
前
年
度
比

一
･
一
0
】

②
交
通
事
故
対
策
の
推
進

幹
線
道
路
と
生
活
道
路
に
お
け
る
重
点
的
な
交
通
事
故
対

策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
通
学
路
等
に
お
け
る
歩
道
等
の

整
備
な
ど
歩
行
者
優
先
の
み
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。



◎

踏
切
対
策
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

｢開
か
ず
の
踏
切
｣
等
に
対
し
、
歩
道
の
拡
幅
な
ど
の

速
効
対
策

(約
一
、
一
0
0
箇
所
)
と
連
続
立
体
交
差
事

業
な
ど
の
抜
本
対
策

(約
一
、
四
〇
〇
箇
所
)
を
着
実
に

実
施
し
ま
す
。

【国
費

九
九
六
億
円

(対
前
年
度
比

一
･
0
五
二

4

豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造

=

地
球
温
暖
化
対
策

渋
滞
を
緩
和

･
解
消
す
る
と
と
も
に
、
車
の
利
用
方
法

の
改
善
等
を
体
系
的
か
つ
集
中
的
に
実
施
す
る

『
鮠
削
減

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
推
進
し
ま
す
。

②

集
中
的
な
道
路
環
境
対
策
の
実
施

交
差
点
改
良
･低
騒
音
舗
装
の
敷
設
等
の
沿
道
環
境
改

善
事
業
を
継
続
的
に
推
進
し
ま
す
。

③

快
適
な
生
活
環
境
の
構
築
と
活
力
あ
る
市
街
地
の
形
成

歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
無
電
柱
化
に
よ
り
、

安
全

･
快
適
･
美
し
い
歩
行
空
間
を
形
成
し
ま
す
。

○
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

【国
費

三
、
六
六
七
億
円

(対
前
年
度
比

一
･
0
三
二

㈱

美
し
い
景
観
や
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の

｢
日
本
風
景
街
道

(シ
ー
ニ
ッ
ク
･
バ
イ
ウ
ェ
イ
･
ジ
ャ

パ
ン
)｣
の
推
進

【関
連
制
度
】

｢美
し
い
景
観
や
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
促
進

(
一
般
会
計
)｣

【国
費

二
億
円
】

5

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
長
寿
命
化

⑩

戦
略
的
な
道
路
管
理
手
法
の
確
立

道
路
ス
ト
ッ
ク
の
健
全
度
の
把
握
、
予
防
保
全
の
実
施

や
橋
梁
の
長
寿
命
化
等
に
よ
る
効
率
的
な
道
路
管
理
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
が
管
理
す
る
橋
梁
の
長
寿
命
化

を
図
る
た
め
の
計
画
策
定
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

【関
連
制
度
】

｢長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定
事
業
の
創
設
｣
※
1

6

道
路
施
策
の
進
め
方

燭

事
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

用
地
取
得
と
埋
蔵
文
化
財
調
査
の
迅
速
化
、
沿
道
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
協
力
確
保
に
よ
る
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

②

様
々
な
主
体
の
協
働
に
よ
る
多
様
な
道
路
機
能
の
発
揮

道
路
の
機
能
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
重
視
し
て
き
た
自
動
車

交
通
の
一
層
の
円
滑
化
と
安
全
に
加
え
、
安
全
な
歩
行
空
間

と
し
て
の
機
能
や
地
域
の
に
ぎ
わ
い
･交
流
の
場
と
し
て
の

機
能
な
ど
道
路
が
有
す
る
多
様
な
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
、

市
町
村
や
沿
道
住
民
等
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
て
柔
軟
に
道
路
管

理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
構
築
し
ま
す
。

③

国
と
地
方
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

地
域
の
課
題
解
決
に
資
す
る
効
果
の
高
い
道
路
事
業
を

積
極
的
に
展
開
で
き
る
よ
う
、
補
助
国
道
事
業
の
制
度
拡

充
を
行
い
ま
す
。

【関
連
制
度
】

｢
一
般
国
道
小
規
模
事
業
一
括
補
助
制
度
の
創
設
｣

※
2

三

経
済
成
長
戦
略
推
進
施
策

1

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
重
点
強
化
戦
略
(四
一
三
億
円
)

国
際
標
準
コ
ン
テ
ナ
車
が
積
み
替
え
な
く
通
行
で
き
る

国
際
物
流
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
空
港

･
港
湾
ア
ク
セ
ス

道
路
を
戦
略
的
に
整
備
。
特
に
平
成
一
九
年
度
に
そ
の
効

果
の
発
現
が
期
待
で
き
る
区
間
を
重
点
的
に
整
備
。

2

観
光
地
ア
ク
セ
ス
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(三
七
八
億
円
)

観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
や
地
域
間
交
流
･
連
携
を

強
化
す
る
道
路
の
整
備
を
強
力
に
促
進
。
特
に
平
成
一
九

年
度
に
そ
の
効
果
の
発
現
が
期
待
で
き
る
区
間
を
重
点
的

に
整
備
。

四

新
規
制
度
等

1

長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定
事
業
の
創
設

今
後
高
齢
化
す
る
、
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
道
路

橋
の
急
速
な
増
大
に
対
応
す
る
た
め
、
橋
梁
の
長
寿
命
化

及
び
橋
梁
の
修
繕
･
架
替
え
に
係
る
費
用
の
縮
減
に
資
す

る
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
す
る
地
方
公
共
団
体
に
対

し
、
当
該
計
画
策
定
に
要
す
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。
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2

一般
国
道
小
規
模
事
業
一
括
補
助
制
度
の
創
設

都
府
県
及
び
政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
一
定
地
域
内
に

お
い
て
、
地
域
の
自
然
的
又
は
社
会
的
特
性
に
即
し
た
道

路
交
通
に
関
す
る
課
題
を
早
期
に
解
決
す
る
た
め
、
地
域

内
で
計
画
的
か
つ
一
体
的
に
実
施
す
る
一
般
国
道
の
小
規

模
事
業

(特
殊
改
良
事
業
、
道
路
補
修
事
業
、
災
害
防
除

事
業
が
対
象
)
に
つ
い
て
、
一
括
で
補
助
し
ま
す
。

3

直
轄
事
業
に
よ
る
高
速
自
動
車
国
道
の
維
持
、
修
繕
そ

の
他
の
管
理
に
要
す
る
費
用
の
国
と
地
方
の
負
担
割
合

平
成
一
九
年
度
以
降
、
順
次
供
用
す
る
直
轄
事
業
に
よ

る
高
速
自
動
車
国
道
の
各
区
間
に
つ
い
て
、
供
用
後
の
維

持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
国

と
地
方
に
お
い
て
下
記
の
割
合
で
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
こ

と
と
し
ま
す

(国
…
3
/
4
、
地
方
…
1
/
4
)
。

4

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
公
社
有
料
道
路
へ
の
緊
急
E
T
C

整
備
事
業
に
係
る
貸
付
制
度
の
創
設

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
地
方
道
路
公
社
の
有

料
道
路
に
つ
い
て
、
E
T
C
未
整
備
道
路
の
早
期
解
消
を

図
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
有
料
道
路
の
E
T
C
整
備
費
用
に

対
し
て
、無
利
子
貸
付
を
行
い
ま
す
(貸
付
率
…
2
/
3
)
。

す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
路
面
電
車
の
走
行
路
面
･
停
留

所
等
の
整
備

(道
路
区
域
外
の
空
間
を
活
用
す
る
も
の
を

含
む
)
を
追
加
し
ま
す
。

6

市
街
地
再
開
発
事
業
の
面
積
要
件
の
緩
和

防
災
再
開
発
促
進
地
区
内
に
お
け
る
第
二
種
市
街
地
再

開
発
事
業
の
採
択
基
準
に
つ
い
て
、
施
行
区
域
の
面
積
要

件
を
緩
和
す
る
こ
と
で
、
緊
急
に
整
備
す
べ
き
密
集
市
街

地
に
お
い
て
機
動
的
に
市
街
地
再
開
発
事
業
を
推
進
す
る

こ
と
を
可
能
と
し
ま
す
。

7

高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
的
活
用
･
機
能
強
化
に

向
け
た
弾
力
的
な
料
金
設
定
に
関
す
る
社
会
実
験

｢道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
関
す
る
具
体
策
｣
(平
成

一
人
年
一
二
月
八
日
閣
議
決
定
)
に
基
づ
き
、
平
成
二
〇

年
度
以
降
、
高
速
道
路
料
金
引
下
げ
に
よ
る
既
存
高
速
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
的
活
用
･
機
能
強
化
の
た
め
の
新
た

な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
料

金
引
下
げ
に
伴
う
効
果
と
影
響
等
を
把
握
す
る
社
会
実
験

を
実
施
し
ま
す
。

施
設
に
必
要
な
機
器
設
置
へ
の
支
援
を
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
通
し
て
荷
さ
ば
き
駐
車

場
の
効
率
的
な
設
置
方
策
の
検
討
を
行
い
ま
す

(駐
車
施

設
に
必
要
な
機
器
設
置
費
の
1
/
2
を
助
成
)。

道行セ 2007.l !9

9

自
動
二
輪
車
駐
車
シ
ス
テ
ム
導
入
促
進
(
一
般
会
計
)

機
械
式
駐
車
場
の
構
造
、
機
械
、
設
備
に
つ
い
て
、
自

動
二
輪
車
に
対
応
し
た
駐
車
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
安
全
性

検
証
を
行
い
ま
す
。

1 0

環
境
負
荷
低
減
プ
ロ
ー
ブ
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

(拡
充
)
(
一
般
会
計
)

｢環
境
負
荷
低
減
プ
ロ
ー
ブ
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
筑匹

を
拡
充
し
、
道
路
幅
員
、
曲
線
半
径
な
ど
の
道
路
の
走
り

や
す
さ
に
関
す
る
情
報
や
車
両
位
置
情
報
等
を
組
み
合
わ

せ
、
適
切
な
経
路
選
択
が
可
能
と
な
る
情
報
や
高
精
度
な

道
路
交
通
情
報
を
物
流
事
業
者
に
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
ま
す
。

8

貨
物
車
駐
車
施
設
の
整
備
等
に
よ
る
交
通
円
滑
化

(
一般
会
計
)

5

交
通
結
節
点
に
お
け
る
乗
り
換
え
円
滑
化
の
た
め
の

制
度
拡
充

交
通
結
節
点
改
善
事
業
に
、
円
滑
な
乗
り
換
え
を
確
保

荷
主
企
業
、
物
流
事
業
者
、
駐
車
場
事
業
者
、
地
方
公

共
団
体
等
が
連
携
し
て
行
う
貨
物
車
用
駐
車
場
の
設
置
な

ど
荷
さ
ば
き
駐
車
を
削
減
す
る
取
組
み
に
対
し
て
、
駐
車



会
津
で
探
す

雪
国
の
温
も
り
、

｢ゆ
き
参
ら
い
2
0
0
7

昨
冬
の

｢平
成
一
人
年
豪
雪
｣
は
全
国
的
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
雪
害
に
よ
る
死
者
は
戦
後
三
番

目
と
な
る
一
五
二
名
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
六
五

歳
以
上
の
高
齢
者
が
2
/
3
を
占
め
、
ま
た
、
地
域
別
に

見
て
も
2
/
3
は
中
山
間
地
域
で
の
被
害
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
に
応
え
る
よ
う
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除
雪
活
動
も
数
多
く
見
ら
れ
、
新
た
な

地
域
連
携
･
住
民
交
流
の
姿
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
資
本
整
備
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
特

性
を
踏
ま
え
て

｢個
性
あ
る
地
域
の
発
展
｣
を
目
指
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
東
北
地
方
の
八
割
は
豪
雪
地
帯

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
特
に
日
本
海
側
や
内
陸
の
地
域
は

全
国
有
数
の
豪
雪
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
冬
の
積
雪
等

は
地
域
活
動
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
雪
国
特
有

の
諸
課
題
の
克
服
は
、
東
北
地
方
の
将
来
を
考
え
る
上
で

不
可
欠
と
言
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
関
係
機
関
が
相
互
に
情
報
交
換
を
行

い
、
一
体
と
な
っ
て
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

雪
対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
発
信
し
、
雪
の
な
い
地
域
に

向
け
て
も
、
克
雪
、
利
雪
、
親
雪
等
の
取
組
み
や
活
動
等

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
ゆ
き
み
ら
い
は

｢平
成
一
人
年
豪
雪
｣
の
経
験

を
踏
ま
え
、
雪
国
の
課
題
や
克
服
に
つ
い
て
考
え
る
と
共

に
、
｢会
津
で
探
す

雪
国
の
温
も
り
、
ひ
と
･
絆
｣
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

克
服
･
利
雪
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
"平
成
一
九
年
二
月
八
日

(木
)

一
三
時
0
0
分
~
一
七
時
0
0
分

会
場
"會
津
風
雅
堂
公
云津
若
松
市
城
東
町
三
一!

ご

ひ
と

･
総

饉
会
津
｣
開
催

ゆ
き
み
ら
い
2
0
0
7

m
会
津
実
行
委
員
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
冬
の
魅
力
や
厳
し
さ
を
、
そ
し

て
、
厳
し
い
雪
国
の
生
活
を
乗
り
切
る
た
め
の
知
恵
な
ど

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て

｢雪
国
会

津
発
、
温
も
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
｣
に
つ
い
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム

三
一時
三
〇
分
~

開
場
･
受
付

一
三
時
0
0
分
~

開
会

一
三
時
二
五
分
~

基
調
講
演

｢美
し
い
雪
と
世
界
の
山
々
を
め
ざ
し
て
｣

登
山
家

田
部
井

淳
子

一
四
時
一
〇
分
~

基
調
講
演

｢住
み
継
げ
る
雪
国
へ
~
平
成
一
八
年
豪
雪
か
ら

見
え
て
き
た
も
の
~
｣

東
北
工
業
大
学
教
授

沼
野

夏
生

氏

田
部
井

淳
子

氏

ね20020 道イテセ 2007.1



　　　　一 五

　　
｢雪
国
会
津
発
、
温
も
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
｣

省覇業感蝿ず 鱒 圓の芝蝋れJ、 学 と 稀半

デ
ィ
ス
カ

シ

ョ
ン

　　　　　　
新滋方面 〔 増艫寢鷺車踵 郡山方面新滋方面 〔 増艫寢鷺車踵 郡山方面

　　　　　　　　

会津憲能

警穢
七目

轆

薹

赤
坂

憲
雄

東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
長

氏 氏

一
七
時
0
0
分

閉
会

会
津
大
学
学
長

角
山

ゆ
き
の
ま
ち
通
信
編
集
長

杉
山

会
津
若
松
市
長

昔
家

会津簾滝南著舩、 錮轤鰺

会津総合運動公園駐車壌 □ 1k m

　 　 　 　

蕊匿ノ槐趣嶽 字轡【縦ろうそくまっ陰蝋

図 2 ｢ゆきみらい 2 0 0 7 in 会津｣ 開催位置図
一 陣 茂
郎 子 章

氏 氏 氏
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※

な
お
、
都
合
に
よ
り
講
師
･
テ
ー
マ
等
に
変
更

東
北
地
方
整
備
局
郡
山
国
道
事
務
所
長

が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

杉
崎

2

ゆ
き
み
ら
い
研
究
発
表
会

日
時

"平
成
一
九
年
二
月
九
日

(金
)

九
時
0
0
分
~
-
七
時
0
0
分

会
場
"御
宿
東
鳳

(会
津
若
松
市
東
山
町
大
字
石
山
字

院
内
七
〇
六
)

｢ゆ
き
み
ら
い
研
究
発
表
会
｣
は
、
全
国
の
種
々
の
雪

に
関
す
る
研
究
開
発

･
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
が
、

一
堂
に
会
し
て
、
論
文
発
表
や
活
動
紹
介
を
通
し
て
情
報

提
供
、
情
報
交
換
す
る
場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
国
、
自

治
体
、
研
究
機
関
、
大
学
、
民
間
企
業
、
N
P
O
な
ど
が

論
文
を
発
表
し
ま
す
。

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム

九
時
0
0
分
~

開
会
挨
拶

九
時
一
○
分
~

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

｢平
成
一
八
年
豪
雪
か
ら
何
を
学
び
、
ど
う
活
か
す

か
｣

〈
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
〉

日
本
大
学
工
学
部
教
授

堀
井

雅
史

氏

〈
パ
ネ
リ
ス
ト
〉

長
岡
技
術
科
学
大
学
助
教
授

上
村

靖
司

氏

横
手
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
前
会
長

大
塚

春
恒

氏

大
内
宿

｢結
い
の
会
｣
顧
問

吉
村

徳
男

氏

杉
崎

光
義

氏

〈
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
〉

㈹
雪
セ
ン
タ
ー
理
事
長

酒
井

孝

氏

三

時
一
○
分
~

休
憩

三

時
三
〇
分
~
一
六
時
五
〇
分

(こ
の
間
、
昼
食
休
憩
と
休
憩
を
二
回
挟
む
)

○
研
究
発
表

･
セ

ッ
シ

ョ
ン
A

『観
光

･
景
観
･
風
土
か
ら
み
た
雪
国
の
再
評
価

と
発
見
』

キ
ー
ワ
ー
ド

…親
雪
、
雪
と
街
づ
く
り
、
冬
の
景

観
、
冬
の
観
光

(雪
国
文
化
)、
利
雪

(観
光

活
用
)、
学
雪
等

,
セ

ッ
シ

ョ
ン
B

『平
成
一
八
年
豪
雪
か
ら
学
ぶ
も
の
』

キ
ー
ワ
ー
ド

…雪
国
の
防
災
、
豪
雪
対
応
、
情
報

提
供
、
官
民
協
働
、
住
民
参
加
、
複
合
災
害
、

雪
崩
等

セ

ッ
シ
ョ
ン
C

『冬
期
道
路
管
理
を
考
え
る
』

キ
ー
ワ
ー
ド

"
路
面
管
理
、
雪
氷
対
策
、
利
雪

(エ
ネ
ル
ギ
ー
)、
環
境
、
新
技
術
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
情
報
提
供
等

一
六
時
五
〇
分
~

講
評

※

な
お
、
都
合
に
よ
り
講
師

･
テ
ー
マ
等
に
変
更

が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

3

克
雪
･
利
雪
見
本
市

日
時

…
平
成
一
九
年
二
月
八
日
(木
)
~
一
〇
日

(土
)

一
〇
時
0
0
分
~
一
七
時
0
0
分

(最
終
日
は

一
夫
時
0
0
分
終
了
)

会
場
…あ
い
づ
総
合
体
育
館

公
云津
若
松
市
門
田
町
大

字
御
山
字
村
上
一
六
四
)

克
雪

･
刺
雪
見
本
市
で
は
、
｢出
会
い
の
里
、
会
津
｣

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
雪
に
関
す
る
技
術
や
情
報
及
び

地
域
づ
く
り
の
事
例
な
ど
に
つ
い
て
企
業
や
団
体
、
行
政

の
ブ
ー
ス
展
示
に
よ
り
紹
介
し
、
併
せ
て
会
津
観
光
物
産

コ
ー
ナ
ー
、
会
津
偉
人
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、
極
上
の
会
津
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
ブ
ー
ス
、
会
津
ま
ち
の
駅
ブ
ー
ス
の

他
、
会
津

｢道
の
駅
｣
の
郷
土
料
理
な
ど
の
飲
食
コ
ー
ナ

ー
な
ど
、
全
国
か
ら
お
い
で
く
だ
さ
る
お
客
様
へ
の
会
津

の
お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
も
ご
ざ
い
ま
す
。

へ出
展
企
業
一
覧

(
三
一月
三
一日
現
在
)〉

〔企
業
･
団
体
ブ
ー
ス
〕

㈱
ア
サ
ヒ
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
大
林
道
路
㈱
東
北

支
店
、
鹿
島
建
設
㈱
東
北
支
店
、
㈱
興
和
、
㈱
シ
ン
ワ

会
津
支
店
、
住
友
ス
リ
ー
エ
ム
㈱
仙
台
営
業
所
、
世
紀

東
急
工
業
㈱
東
北
支
店
、
積
水
樹
脂
㈱
東
北
支
店
、
㈲

館
ヶ
崎
建
設
、
東
邦
技
術
㈱
･
東
京
製
綱
㈱
･
ア
サ
ヒ

産
業
㈱
、
㈱
ト
ー
テ
ッ
ク
、
㈱
N
I
P
P
O
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
東
北
支
店
、
日
本
地
下
水
開
発
㈱
、
日
本
道
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路
㈱
東
北
支
店
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
R
C
版
舗
装
協
会
、

一
〇
時
0
0
分
~
一
五
時
0
0
分

㈱
前
川
製
作
所
東
北
支
店
、
㈱
前
田
製
作
所
、
理
研
興

会
場
…会
津
総
合
運
動
公
園
駐
車
場

公
云津
若
松
市
門

業
㈱
、
㈱
カ
ゲ
サ
ワ
、
㈲
サ
ジ
ク
ラ
フ
ト
、
ス
ー
パ
ー

エ
ナ
ジ
ー
㈱
、
東
光
鉄
工
㈱
、
東
北
電
力
㈱
福
島
支
店

(北
日
本
電
線
㈱
と
共
同
出
展
)、
㈱
ド
ー
コ
ン
、
㈱
パ

テ
ジ
ソ
ン
、
平
次
建
設
㈱
、
㈱
ア
ル
ゴ
ス
、
岩
崎
電
気

㈱
、
㈱
イ
ズ
ム
、
㈱
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
、
㈱
N
T
T

デ
ー
タ
東
北
、
㈱
エ
マ
キ
、
㈱
小
糸
製
作
所
、
セ
フ
テ

ッ
ク
㈱
、
太
平
電
気
㈱
、
㈱
タ
カ
シ
ュ
ウ

(㈱
日
本
パ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
共
同
出
展
)
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
㈱
、
ミ
サ
ワ
環
境
技
術
㈱
福
島
営
業
所
、

矢
崎
総
業
㈱
、
山
田
技
研
㈱
、
会
津
建
物
管
理
㈱
、
N

P
O
法
人
北
国
の
く
ら
し
研
究
会
、
ス
ノ
ー
メ
ル
ト
㈱
、

㈱
仙
台
銘
板
会
津
若
松
営
業
所

〔主
催
者
･
行
政
ブ
ー
ス
〕

独
立
行
政
法
人
土
木
研
究
所
寒
地
土
木
研
究
所
、
国
土

交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
、
東
北
技
術
事
務
所
、
郡
山

国
道
事
務
所
、
福
島
県
、
会
津
若
松
市
、
間
雪
セ
ン
タ

ー
、
ネ
ク
ス
コ
東
日
本

※

な
お
、
事
情
に
よ
り
展
示
内
容
等

･
出
展
ブ
ー

ス
等
に
変
更
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

4

除
雪
機
械
展
示
･
実
演
会

日
時
…
平
成
一
九
年
二
月
八
日

(木
)

一
〇
時
0
0
分
~
一
六
時
0
0
分

平
成
一
九
年
二
月
九
日

(金
)

田
町
大
字
御
山
字
村
上
一
六
四
)

除
雪
機
械
展
示
･
実
演
会
は
、
調
査
研
究
･
技
術
開
発

に
よ
っ
て
高
度
化
さ
れ
た
最
新
技
術
を
活
用
し
た
除
雪
機

械
や
除
排
雪
装
置
、
雪
関
連
の
計
測
機
器
、
機
材
等
を
紹

介
す
る
と
共
に
、
安
全
で
安
心
な
雪
国
の
地
域
づ
く
り
に

欠
か
せ
な
い
除
雪
機
械
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

5

地
元
開
催
イ
ベ
ン
ト

○
会
津
給
ろ
う
そ
く
ま
つ
り

日
時
…
平
成
一
九
年
二
月
九
日

(金
)
~
三

日

(日
)

一
八
時
0
0
分
~
二
一
時
0
0
分

会
場
…

｢鶴
ヶ
城
｣

･
名
勝
会
津
松
平
氏
庭
園

｢御
薬

園
｣

(そ
の
他
会
津
若
松
市
内
各
所
に
も
ろ
う
そ
く
が
灯
さ

れ
ま
す
。
御
薬
園
は
九
日
、
一
〇
日
と
な
り
ま
す
。)

平
成
三
一年
に
始
ま
っ
た
会
津
給
ろ
う
そ
く
ま
つ
り
も

今
回
で
八
回
目
を
迎
え
ま
す
。

会
津
伝
統
工
芸
品
の
一
つ
で
あ
る
、
｢会
津
絵
ろ
う
そ

く
｣
。
一
本
一
本
に
職
人
技
が
感
じ
ら
れ
る
会
津
絵
ろ
う

そ
く
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
頂
こ
う
と
、
こ
の
ま
つ
り
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
｢約
七
、
0
0
0
本
の
蝋
燭
の
あ
か
り

に
照
ら
さ
れ
て
雪
景
色
に
浮
か
ぶ
会
津
幻
影
｣
を
お
楽
し

み
に
。

お
問
合
せ
先
…

ゆ
き
み
ら
い
2
0
0
7
m
会
津
実
行
委
員
会
事
務
局

〒
九
六
五
-
八
六
○
一

福
島
県
会
津
若
松
市
東
栄
町
三
-
四
六

会
津
若
松
市
建
設
部
道
路
維
持
課
内

T
E
L

…
0
二
四
二

(三
九
)
-
二
七
0

F
A
X

…
○
二
四
三

(三
九
)
一
四
五
六

m
-日
聟
｣
…
日
け
⑤
苫
囚
日
冨
罵
。OM
8
日

デザインされ、 ｢あいづディスティネーションキャンペーン｣ で生まれ、今年も全会津地
域で展開している ｢極上の会津キャンペーン｣ でもキャラクターとして活躍しています。

｢赤べこ｣ とは、天正年間、蒲生氏郷が殖産振興のために招いた技術者から伝わったの
が始まりで、平安時代、蔓延した疫病を払った赤い牛が由来であります。
また、赤い色は魔除けになるといわれ、赤べこを持っていた子供は災難から逃れられる

道行セ 2007.1 23

ら
地

の　　
品
生
と
た
り

芸

で

一
い
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は
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デ
戎

が

と



　

　
　

　
　　

　
　
　
　

　

　

　

　
　

鰡
自
転
車
等
駐
車
器
具
の

鰡

占
用
に
つ

　

=
劃

劃

翻

囮

覊

鬱

霞

匪

霞

國

國

副

囮

=

圀

劃

蛔

昌

勤
通
学
者
が
多
い
か
ら
危
険
よ
ね
。

圈
渡
邊
課
長

幽

二
人
と
も
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
。
今
年
も

殴

大
い
に
頑
張
っ
て
く
れ
よ
o

占
用
に
つ
い
て

ぞ
の
1
)

圈
謙
撥
壤
鰺
等
さ
い美
奎

囮

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

隧
渡
邊
課
長

盤

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

隧
渡
邊
課
長

艀
嚢

蛭

讓

露

證

題

毬

霊

醒

圃

蠅

圃

閨

=

=
囮
閨
=

蠅

圃

醒

g
護

薮

薹

翌

醸

濯

露

露

籤

霞

圏

園

蠅

閾

圏

田

=
臨

と
こ
ろ
で
大
野
君
、
ど
う
し
た
ん
だ
ね
そ
の
傷
は
。

(買
っ
た
ば
か
り
の
ズ
ボ
ン
が
破
れ
て
、
膝
か
ら
血
を
流

て
い
た
ら
、
放
置
自
転
車
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ
て
、

新
年
早
々
災
難
だ
っ
た
よ
う
だ
ね
。
坂
上
さ
ん
早
く
手

し
な
が
ら
出
勤
し
て
き
た
大
野
係
員
)

自
転
車
と
一
緒
に
将
棋
倒
し
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。
本

当
て
し
て
あ
げ
て
。

坂
上
係
員

当
に
大
変
で
し
た
。
周
り
の
人
達
が
助
け
て
く
れ
た
お

ち
ょ
つ
つ
っ
と
姓

ど
う
し
た
の
そ
の
ズ
ボ
ン
?

膝
か
ら
血
ま
で
出
て
る
じ
ゃ
な
い
。
す
ぐ
に
手
当
て
し

か
す
くふ
ら
や
。

大
野
係
員

え
~
ん
。
せ
っ
か
く
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
で
買
っ
た
ば
っ

か
り
だ
っ
た
の
に
ー
。
ま
た
や
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

坂
上
係
員

そ
う
言
え
ば
前
に
も
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
わ
ね
。

相
変
わ
ら
ず
遅
刻
し
そ
う
に
な
っ
て
、
慌
て
て
走
っ
て

ケ
ガ
で
も
し
た
ん
で
し
ょ
。ズ
ボ
ン
を
気
に
す
る
前
に
、

ま
ず
は
ケ
ガ
の
方
を
心
配
し
な
さ
い
よ
。
ま
っ
た
く
す

ご
い
血
よ
o

大
野
係
員

実
は
、
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
を
見
な
が
ら
駅
ま
で
歩
い

当
に
大
変
で
し
た
。
周
り
の
人
達
が
助
け
て
く
れ
た
お

か
げ
で
や
っ
と
起
き
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
見

た
ら
、
ズ
ボ
ン
は
破
け
て
い
る
わ
、
ケ
ガ
を
す
る
わ
で

新
年
か
ら
本
当
に
つ
い
て
な
い
で
す
よ
。
そ
う
そ
う
挨

拶
が
遅
れ
ま
し
た
。
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
頑
張
り
ま
す
の
で
ご
指
導
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

坂
上
係
員

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
。
今
年
も
ビ
シ
ビ
シ
指
導

す
る
か
ら
頑
張
っ
て
よ
。
と
言
っ
て
も
新
年
の
初
日
か

ら
こ
れ
で
は
先
が
思
い
や
ら
れ
る
わ
ね
。
ま
あ
今
回
も

自
業
自
得
だ
け
れ
ど
、
歩
道
に
歩
行
者
の
通
行
の
障
害

に
な
る
よ
う
な
自
転
車
が
放
置
さ
れ
て
い
る
な
ん
て
本

当
に
危
険
よ
ね
。
私
も
駅
前
の
放
置
自
転
車
に
ぶ
つ
か

り
そ
う
に
な
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
わ
よ
。
特
に
朝
は
通

(手
当
て
か
ら
戻
っ
て
き
た
二
人
か
ら
事
情
を
聞
い
て
)

渡
邊
課
長

私
も
放
置
自
転
車
に
は
本
当
に
迷
惑
し
て
い
る
よ
。

内
閣
府
が
各
都
道
府
県
の
市
や
三
大
都
市
圏
の
町
村
の

駅
周
辺
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
調
査
結
果

(※
)
に

よ
る
と
、
平
成
一
七
年
に
お
け
る
駅
周
辺
の
放
置
自
転

車
台
数
は
約
三
八
万
七
、
0
0
0
台
も
あ
っ
て
、
放
置

自
転
車
対
策
は
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

7

大
野
係
員

そ
う
言
え
ば
･

平
成
一
七
年
の
道
路
法
施
行
令
の
改

律　　

正
に
よ
り
、道
路
に
接
す
る
自
転
車
駐
車
場
に
加
え
て
、

"

道
路
上
の
自
転
車
駐
車
場
を
道
路
附
属
物
と
し
て
位
置

“



付
け
ま
し
た
よ
ね
。

坂
上
係
員

大
野
君
す
ご
い
わ
。
よ
く
覚
え
て
い
た
わ
ね
。
じ
や

あ
、
つ
い
で
に
聞
く
け
れ
ど
、
最
近
も
道
路
法
施
行
令

の
改
正
が
行
わ
れ
た
の
は
知
っ
て
い
る
か
な
?

大
野
係
員

当
然
で
す
よ
。
バ
カ
に
し
な
い
で
下
さ
い
。
課
長
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
道
路
上
の
放
置
自
転
車
問
題

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
路
管
理

者
以
外
の
者
が
占
用
と
し
て
自
転
車
駐
車
場
を
整
備
す

る
こ
と
が
今
年
の
一
月
四
日
か
ら
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
原
動
機
付
自
転
車
や
二
輪
自
動
車
に
つ
い

て
も
近
年
普
及
が
進
む
一
方
で
そ
の
駐
車
場
不
足
に
よ

り
、
違
法
駐
車
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
同
様

に
駐
車
場
を
整
備
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

坂
上
係
員

そ
う
ね
。
よ
く
勉
強
し
て
い
る
わ
。
た
だ
ち
ょ
っ
と

待
っ
て
。
今
、
自
転
車
駐
車
場
と
言
っ
た
わ
よ
ね
?

条
文
上
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
な
り
･

大
野
係
員

え
~
と
。
(条
文
を
見
つ
け
て
)
あ

っ
=
…

｢道
路

の
区
域
内
の
地
面
に
設
け
る
自
転
車
、
原
動
機
付
自
転

車
又
は
二
輪
自
動
車
を
駐
車
さ
せ
る
た
め
必
要
な
車
輪

止
め
装
置
そ
の
他
の
器
具
｣
と
な
っ
て
ま
す
。
何
だ
か

や
や
こ
し
い
な
~
。
僕
は
て
っ
き
り
自
転
車
駐
車
場
だ

と
思
っ
て
ま
し
た
。

坂
上
係
員

そ
う
ね
。
道
路
附
属
物
の
方
は
、
確
か
に

｢自
転
車

駐
車
場
｣
と
な
っ
て
い
る
か
ら
非
常
に
間
違
い
や
す
い

と
こ
ろ
よ
ね
。

大
野
係
員

ど
う
し
て
こ
ん
な
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す

か
?

坂
上
係
員

!
!
。
(や
っ
ぱ
り
そ
う
来
た
か
~
)
ち
ょ
、
ち
ょ

っ
と
待

っ
て
ね
!
。

渡
邊
課
長

な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
だ
ね
。
そ
も
そ
も
道
路
を

占
用
す
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
状
態
の
こ
と
を
言
う

の
か
な
?

大
野
係
員

道
路
法
第
三
十
二
条
に
は
、
｢工
作
物
、
物
件
又
は

施
設
を
設
け
、継
続
し
て
道
路
を
使
用
し
ま
う
と
す
る
｣

と
あ
り
ま
す
の
で
、
少
な
く
と
も
何
か
物
が
置
か
れ
た

状
態
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

渡
邊
課
長

そ
う
だ
ね
。
で
は
、
自
転
車
駐
車
場
っ
て
い
う
と
ど

う
い
う
も
の
を
想
像
す
る
か
な
?

大
野
係
員

え
~
と
。
ラ
ッ
ク
や
柵
が
あ
っ
た
り
し
て
、
そ
こ
に

自
転
車
を
駐
車
す
る
と
い
う
よ
う
な
!
。
あ
っ
、
駐
車

枠
の
線
を
引
い
た
だ
け
の
も
の
も
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

道
路
法
施
行
令

(道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
工
作

物
等
)

第
七
条

法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
七
号
の
政
令
で
定
め
る
工
作
物
、

物
件
又
は
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
~
七

(略
)

八

道
路
の
区
域
内
の
地
面
に
設
け
る
自
転
車

(側
車
付
き
の
も

の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
)、
道
路
運
送
車
両
法

(昭
和
二
十
六

年
法
律
第
百
八
十
五
号
)
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
動
機

付
自
転
車

(側
車
付
き
の
も
の
を
除
く
。
以
下
単
に

｢原
動
機

付
自
転
車
｣
と
い
う
。)
又
は
同
法
第
三
条
に
規
定
す
る
小
型
自

動
車
若
し
く
は
軽
自
動
車
で
二
輪
の
も
の

(い
ず
れ
も
側
車
付

き
の
も
の
を
除
く
。
以
下

｢二
輪
自
動
車
｣
と
い
う
。
)
を
駐
車

さ
せ
る
た
め
必
要
な
車
輪
止
め
装
置
そ
の
他
の
器
具

(第
六
号

に
掲
げ
る
施
設
に
設
け
る
も
の
を
除
く
。)

九
･
十

(略
)

道
路
法(道

路
の
占
用
の
許
可
)

第
三
十
二
条

道
路
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
工
作
物
、

物
件
又
は
施
設
を
設
け
、
継
続
し
て
道
路
を
使
用

し
よ
う
と
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
~
七

(略
)

2
~
5

(略
)



渡
邊
課
長

い
い
と
こ
ろ
に
気
が
付
い
た
ね
。
何
も
物
を
置
か
な

い
で
、
線
だ
け
引
い
て
、
こ
こ
は
駐
車
場
で
す
な
ん
て

い
う
の
も
あ
る
よ
ね
。
も
し
、
そ
ん
な
申
請
が
来
た
ら

ど
う
す
る
?

坂
上
係
員

何
も
物
を
設
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
占

用
許
可
の
対
象
と
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

大
野
係
員

(出
し
ゃ
ば
っ
て
き
て
何
だ
よ
ー
)
占
用
許
可
申
請

で
あ
る
以
上
、
ラ
ッ
ク
な
ど
を
設
け
る
こ
と
が
前
提
と

な
り
ま
す
し
、
歩
行
者
等
の
安
全
で
円
滑
な
通
行
を
妨

げ
な
い
た
め
に
も
、
歩
行
空
間
と
駐
車
空
間
を
明
確
に

区
分
す
る
た
め
の
柵
な
ど
も
設
け
る
よ
う
指
導
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
っ
か
、
だ
か
ら
駐
車
場
と

せ
ず
に
、
ラ
ッ
ク
、
つ
ま
り
車
輪
止
め
装
置
な
ど
の
物

件
を
規
定
し
た
の
で
す
ね
。

渡
邊
課
長

そ
の
通
り
だ
ね
。
そ
の
他
の
器
具
と
し
て
は
、
柵
、

上
屋
、
照
明
器
具
、
案
内
板
、
自
動
精
算
機
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
ね
。
補
足
す
る
と
、
高
架
の
道
路
の
路
面
下

に
駐
車
場
を
設
け
る
場
合
に
は
、
通
常
、
舗
装
な
ど
を

す
る
か
ら
駐
車
場
と
規
定
で
き
る
ん
だ
。
歩
道
上
は
こ

れ
以
上
舗
装
す
る
必
要
は
な
い
か
ら
ね
。
ま
た
、
高
架

の
道
路
の
路
面
下
に
ラ
ッ
ク
等
を
設
け
る
場
合
と
を
区

別
す
る
た
め
に
、
末
尾
で
第
六
号
に
掲
げ
る
施
設
を
除

い
て
い
た
り
、
冒
頭
で
道
路
の
区
域
内
の
地
面
に
設
け

る
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
七
号
に
掲
げ
る
施
設

と
区
別
し
て
い
る
ん
だ
。

大
野
係
員

な
る
ほ
ど
~
。
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

坂
上
係
員

(私
も
実
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
ん
だ
。
つ
い
で

に
聞
け
て
ラ
ッ
キ
ー
!
)
課
長
、
つ
い
で
と
言
っ
て
は

申
し
訳
な
い
ん
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
。

渡
邊
課
長

坂
上
さ
ん
は
勉
強
熱
心
だ
ね
。
で
も
ゴ
メ
ン
。
こ
れ

か
ら
会
議
が
あ
る
ん
だ
。
終
わ
っ
た
ら
で
い
い
か
な
。

坂
上
係
員

分
か
り
ま
し
た
。
で
は
、
後
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

大
野
係
員

(う
っ
、
僕
も
質
問
考
え
て
お
か
な
く
ち
ゃ
!
。)

※
!
内
閣
府
が
隔
年
お
き
に
実
施
し
て
る
各
都
道
府
県

(沖
縄
県
を
除

く
。)
の
市
、
東
京
都
特
別
区
及
び
三
大
都
市
圏

(東
京
駅
か
ら
概
ね

半
径
五
〇
皿
、
名
古
屋
駅
か
ら
概
ね
半
径
四
0
如
、
大
阪
駅
か
ら
概

ね
半
径
五
〇
如
)
の
町
村

(全
八
一
六
一
市
区
町
村
)
の
駅
周
辺
を

対
象
と
し
て
実
施
し
て
い
る

｢駅
周
辺
に
お
け
る
放
置
自
転
車
等
の

実
態
調
査
の
集
計
結
果
｣
(平
成
一
七
年

一
0
月
一
日
現
在
)。

(次
号
に
つ
づ
く
)

26 道行セ 20071



‐＼
ミ
裁
きぷ
いこ

現
場
の
取
組
み
事
例

で
ペ
ミ

ノ

ー
2

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
サ
ポ
ー
ト

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

鞠
蟹
鮒
セ

取
組
み
に
つ
い
て
“斌縱
蝉

中
国
地
方
整
備
局
道
路
部
道
路
管
理
課
長

西
村

元
次

　

　　
　

道
路
を
慈
し
み
、
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
き
れ
い
に
し

た
い
と
い
う
自
然
な
気
持
ち
を
、
形
あ
る
も
に
し
よ
う
と

考
え
出
さ
れ
た
の
が
、
｢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
サ
ポ
ー
ト

･

プ
ロ
グ
ラ
ム

(V
S
P
)｣
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
の
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
道
路
を
我
が
子
の
よ
う
に
面
倒

を
見
て
い
る

｢
ア
ダ
プ
ト

･
ア

･
ハ
イ
ウ
ェ
イ

･
プ
ロ
グ

ラ
ム
｣
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
ま
す
。
｢
み
ち
｣
を
き
れ

い
に
し
よ
う
と
い
う
活
動
か
ら
始
ま
っ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
国
地
方
整
備
局
で
は
、
平
成
三
一年
度
か
ら
、
｢ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
･
ロ
ー
ド
｣
の
愛
称
で
取
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

平
成
一
八
年
九
月
末
の
時
点
で
、
一
八
七
団
体
約
八
、

四
〇
〇
名
の
方
が
参
加
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の

｢ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
ロ
ー
ド
｣
は
、
地
域
住
民
、
地
元

企
業
、
協
力
者

(市
町
村
)
及
び
道
路
管
理
者
が
協
定
を

締
結
し
て
、
道
路
の
清
掃
美
化
活
動
を
主
体
に
、
地
域
住

民
共
有
の
生
活
空
間
で
あ
る
道
路
へ
の
愛
着
心
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
も
に
、
道
路
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上
を
啓
発

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
道
路
管
理
者
の
役
割

①

サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の
設
置

(写
真
1
)

②

清
掃
道
具
の
貸
与
、
支
給

③

安
全
指
導
･
保
険

④

事
務
局

◆
協
力
者

(市
町
村
)
の
役
割

･
ゴ
ミ
の
処
理
等

①

収
集
ゴ
ミ
の
回
収
、
処
理

　　
　ー丁

　
　

　

　
　

写真 1 団体の活動をP R するサインボード



②

実
施
団
体
の
連
絡
窓
口

実
施
団
体
は
協
定
に
基
づ
き
、
清
掃

･
植
樹
管
理
な
ど

を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
が
、
道
路
の
清
掃
や
美
化
活
動

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
方
の
美
化

活
動
意
識
の
向
上
、
道
路
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上
、
参
加

団
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
の
広
が
り
等
の
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
の
｢ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣

き
鱈

へ、･

が

　

　　

厭
≦
し

　薊＼写 ｢ボランティア ･ロードフォーラム2005 m 広島｣ の
様子と参加されたみなさん (上)

写真 3 米子市で行われた意見交換会の様子
活動の反省、 マンネリ防止等の意見が出されました

へ
の
参
加
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
店
舗
が
所
属
す
る
企
業
本
社
と
一
括
に
て
締
結
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
平
成
一
三
年
一
二
月
二

五
日
に

｢地
域
社
会
に
貢
献
す
る
｣
こ
と
を
企
業
理
念
の

も
と
、
地
域
の
方
々
と
と
も
に
様
々
な
社
会
貢
献
活
動
や

環
境
保
全
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
イ
オ
ン
株
式

会
社
及
び
イ
オ
ン
各
社
と
協
定
を
一
括
締
結
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
は
、
道
路
の
異
常
情
報
の

収
集
窓
口
と
し
て
、
国
道
沿
線
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

･
ス

ト
ア
と
、
｢
ロ
ー
ド

.
セ
ー
フ
テ
ィ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
｣
の

名
称
で
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
み
は
、
道
路
利
用
者
か
ら
、
道
路
の
異
常
情

報
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
情
報
を
道
路
管
理
者
へ
通
報
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
当
初
は
ロ
ー
ソ
ン
の
約

一
〇
〇
店
舗
で
し
た
が
、
現

在
で
は
c
o
c
o
ス
ト
ア
、
サ
ー
ク
ル
K
サ
ン
ク
ス
、
セ

ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
、
ポ
プ
ラ
と
も
協
定
を
締
結
し
、
約
二
六
〇
店
舗

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
六
〇
店
舗
の
う
ち
二
八
店
舗

は

｢ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
ロ
ー
ド
｣
と
し
て
も
活
動
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
成
一
七
年
一
一
月
に
、
｢ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
ロ
ー
ド
フ

ォ
ー
ラ
ム

2
0
0
5
m
広
島
｣
と
題
し
、
V
s
p
団
体

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

(写
真
2
)。
参
加
者

は
、
道
路
管
理
者

(国
･
県
)
と
V
S
P
一
四
団
体
の
総

勢
五
六
名
で
、
四
時
間
半
に
わ
た
っ
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
V
S
P
団
体
側
か
ら
は
、
｢花
の
苗
の
購
入
を
お

願
い
し
て
も
、
行
政
は
、
予
算
的
理
由
等
に
よ
り
、
な
か

な
か
対
応
し
て
く
れ
な
い
｣
な
ど
の
意
見
も
出
ま
し
た
が
、

｢国
道
事
務
所
の
調
整
に
よ
り
、
花
壇
の
水
や
り
に
郵
便
局

の
水
道
が
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
｣、
｢セ
ー
フ
テ
ィ

コ
ー
ン
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
安
全
に
作
業
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
｣
な
ど
行
政
側
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
活
動

"

環
境
の
改
善
事
例
も
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
一
八

2

年
度
は
各
事
務
所
で
意
見
交
換
会

写
真
3
)
を
春
と
秋

微

に
開
催
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
末
に
は
、
山
陰

(米
子
市
)

首

と
山
陽

(山
口
市
)
の
二
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
意
見
交

芻



換
会
を
開
催
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二

各
地
で
の
取
組
み
紹
介

ー

み
ん
な
で
花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

鳥
取
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
平
成
一
八
年
三
月
か
ら
、

多
く
の
歴
史
･
文
化
･名
勝
･
旧
跡
･自
然
な
ど
が
残
る
因

幡
地
方
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
、
地
域
の
方
々
に
道
路
に
、
も
っ

と
親
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、
国
道
沿
線
等

に
花
を
植
え
て
い
こ
う
と

｢み
ん
な
で
花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
｣
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
二
九
の
V
S

P
団
体
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
て
い
る

｢R
妙
活
性
化
委
員
△ご

は
、
当
初
三

人
で
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
子
供
か
ら
老

人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
ま
で
一
〇
〇
名
を
越
え
る
方
が
参
加
す

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た

(写
真
4
)。

写真6 都市緑化推進運動の様子
花壇に40雌本のガザニアが植えられました

道行セ 2007.1 29

2

鳥
取
県
を
含
め
た
4
者
協
定
に
よ
る
取
組
み

倉
吉
河
川
国
道
事
務
所
の

｢ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･
ロ
ー
ド

m

米
子
連
絡
協
議
会
｣
は
、
鳥
取
県
も
含
め
た
四
者
協

定
に
よ
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で

す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
米
子
市
内
の
自
治
会
や
企
業
及
び
沿

線
住
民
な
ど
で
組
織
さ
れ
、
六
0
0
名
以
上
の
会
員
を
有

し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
主
に
、
米
子
市
内
の
国
道
九

号
、
主
要
地
方
道
、
市
道
の
歩
道
清
掃
や
花
壇
の
除
草
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
一
人
年
は
都
市
緑
化
推
進
運
動
の

一
環
と
し
て
、
米
子
市
公
会
堂
周
辺
の
花
壇
に
ガ
ザ
ニ
ア

写真 5 過去には小池環境大臣 (当時)餓も活動に参加していただきまし 写真4 プロジェクトに参加されている
た ｢R 29活性化委員会｣ のみなさん (上の写真は整備された花壇)

臣
焼

もは
ごを

四
〇
〇
鉢
を
植
え
ま
し
た

(写
真
5
･
6
)。

3

癒
し
の
水
辺
*
道
ば
た
づ
く
り

浜
田
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
道
路
と
川
の
団
体
が
、

地
域
と
一
体
に
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
取
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
河
童
の
伝
説
に
基
づ
く

｢え
ん
こ
う
祭

り
｣
の
開
催
前
に
V
S
P
団
体
が
清
掃
活
動
を
行
っ
た
り
、

花
壇
を
設
置
し
て
祭
り
に
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す

(写
真

7
)。
ま
た
、
団
体
の
委
任
式
に
合
わ
せ
て
、
記
念
植
樹

や
餅
つ
き
、
紙
園
太
鼓
、
幼
稚
園
児
歌
唱
な
ど
を
行
い
、

普
段
、
交
流
す
る
こ
と
の
な
い
地
域
の
方
々
と
の
交
流
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

4

防
災
･
V
S
P
パ
ネ
ル
展
示
ラ
リ
ー

岡
山
国
道
事
務
所
で
は
、
八
月
に

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
行
事
の
一
環
と
し
て
、
｢防
災

･
V
S
P
パ
ネ
ル
展



写真 8 パネル展示ラリーの様子
(久米町文化セ 　

　

　

ク
ノ

写真 9 三原地区クリーン協議会のみなさん

示
ラ
リ
ー
｣
を
開
催
し
ま
し
た

(写
真
8
)。
阪
神

･
淡

路
大
震
災
で
倒
壊
し
た
阪
神
高
速
道
路
の
写
真
や
、
台
風

に
よ
り
冠
水
し
た
道
路
の
写
真
等
と
あ
わ
せ
て
、
管
内
の

国
道
二
号
、
三
〇
号
、
五
三
号
、
一
八
〇
号
の
沿
線
で
活

動
す
る
V
S
P
団
体
に
よ
る
清
掃
活
動
の
写
真
も
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
方
々
は
、
展
示
さ
れ
た
写
真
を
一
点

一
点
、
興
味
深
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
展
示
会
場

は
、
倉
敷
市
役
所
ロ
ビ
ー
、
久
米
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
、

津
山
市
役
所
ロ
ビ
ー
、
奈
義
町
文
化
セ
ン
タ
ー
の
岡
山
県

内
四
会
場
を
利
用
し
、
多
く
の
方
々
に
V
S
P
活
動
を
紹

介
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

写真 7 花壇の整備状況

て
い
る
工
事
施
工
者
と
道
路
管
理
者
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て

｢三
原
地
区
ク
リ
ー
ン
協
議
会
｣
と
い
う
V
S
P
団
体

を
設
立
し
ま
し
た

(写
真
9
)。
こ
れ
は
、
母
体
と
な
る

団
体
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
方
が
気
軽
に
参

加
で
き
る
環
境
を
提
供
し
、
さ
ら
な
る
活
動
の
活
性
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
第
一
、
二
回
の
活
動
時
に
は
、
一
般

市
民
の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
反
省
を

踏
ま
え
て
近
隣
の
小
学
校
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
り
、
平

成
一
九
年
一
月
に
は
、
タ
ウ
ン
誌
を
利
用
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
V
S
P
の
活
動
参
加
を
呼
び
か
け
る
予
定
で

す
。

自
分
達
で
つ
く
り
た
い
と
、
お
考
え
の
V
S
P
団
体
を

｢わ
が
道
･
わ
が
街
自
慢
の
景
観
つ
く
り
隊
｣
と
し
て
広
島

国
道
事
務
所
が
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
取
組
み
で
す
。
景

観
プ
ラ
ン
を
提
案
し
て
い
た
だ
い
た
団
体
を
、
｢わ
が
道
･

わ
が
街

自
慢
の
景
観
つ
く
り
隊
｣
と
し
て
認
定
し
、
緑

や
花
が
織
り
な
す
景
観
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

認
定
第
一
号
と
し
て

｢呉
本
通
商
店
街
女
性
部
は
な
み

ず
き
会
｣
を
認
定
し
、
現
在
は
二
団
体
が
活
動
中
で
す

(写
真
粉
、
図
)。

7

V
S
P
団
体
と
の
協
働

山
ロ
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
各
出
張
所
が
独
自
に
ァ

費

"

、

道 2007.1

5

三
原
地
区
ク
リ
ー
ン
協
議
会

6

わ
が
道
･
わ
が
街
自
慢
の
景
観
つ
く
り
隊

イ
デ
ア
を
出
し
て
、
V
S
P
団
体
と
い
っ
し
ょ
に
い
ろ
い

、

平
成
一
八
年
一
月
に
、
道
路
の
維
持
管
理
を
請
け
負
っ

道
路
の
植
栽
を
利
用
し
て
、
道
路
の
景
観
や
街
並
み
を

ろ
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
o

o



山
口
国
道
維
持
出
張
所
で
は
、
除
草
作
業
に
合
わ
せ
て

V
S
P
団
体
と
協
力
し
て
歩
道
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
写
真
椚
は
平
成
一
八
年
八
月
二
八
日
に

実
施
し
た
と
き
の
も
の
で
す
。

宇
部
国
道
維
持
出
張
所
で
は
、
一
一
月
一
八
日
に
土
木

の
日
P
R
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
V
S
P
団
体
、
宇
部
地
区

安
全
協
議
会
と
共
催
で

｢国
土
交
通
省

(う
べ
こ
く
)
土

木
d
a

y
だ
よ
!

全
員
集
合
=
二
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
出
張
所
管
内
で
は
三
一
の
V
S
P
団
体
が
活
動
さ
れ

て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
で
も
地
域
の
皆
様
に
道
路
管
理
の
重

要
性
や
役
割
を
V
S
P
団
体
と
い
っ
し
ょ
に
P
R
す
る
と

と
も
に
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
和
太
鼓
や
吹
奏
楽
な
ど
も
催
さ

れ
、
地
域
の
皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た

(写
真
g
o

三

最
後
に

中
国
地
整
で
は
、
小
学
校
を
主
に

｢道
路
管
理
に
つ
い

て
｣
の
出
前
講
座
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
活
動
を
知
っ
た
小
学
生
か
ら
、
｢絶
対
に
道
路
に

　　　

　　

　
　

　

嬢榊

麟
,

似
ば

ゴ
ミ
は
捨
て
ま
せ
ん
｣
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
事
業
で
は
、

小
学
生
が
種
か
ら
苗
に
育
て
て
、
そ
れ
を
高
齢
者
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
受
け
取
っ
て
歩
道
の
花
壇
に
植
え
る
と

い
っ
た
取
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
単
に
道
路
の
清
掃
美
化
活
動
に
止
ま
ら

ず
、
各
地
の
取
組
み
も
お
互
い
に
参
考
に
し
な
が
ら
、
県

の
団
体
等
と
の
交
流
や
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
を
さ
ら
に

深
め
な
が
ら
、
行
政
と
住
民
の
協
働
作
業
で
よ
り
良
い
道

づ
く
り
街
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
　

　

　

鬮
翳

翼

袂か
ぐ,漱

　　　
　
　

　

　

　

　

　

　
　　
　

　

　
　

　
　
　　
　
　
　

　

　
　
　　　　
　　

　

　

　　
　　
　
　　
　
　

　
、
真

写真鮒 約 1 kmのパトロールを行った後の
除草作業の様子



道
路
管
理
と
住
民
参
加

ー
茨
城
県
道
路
里
親
制
度
の
状
況
に
つ
い
て
!

茨
城
県
水
戸
土
木
事
務
所

一
は
じ
め
に

茨
城
県
は
関
東
地
方
の
北
東
に
位
置
し

(図
1
)、
東

は
太
平
洋
に
の
ぞ
み
、
中
央
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
は
関

東
平
野
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
県
の
人
口
は
約
二
九
八
万

人
で
全
国
第
一
一
位
、
面
積
は
約
六
、
一
〇
〇
蝸
で
全
国

第
二
四
位
で
す
が
、
平
坦
で
あ
る
た
め
可
住
地
面
積
は
約

四
、
0
0
0
蝸
で
全
国
第
四
位
と
広
く
、
道
路
実
延
長
は

約
五
五
、
六
〇
〇
蝿
と
全
国
第
二
位
の
長
さ
を
有
し
て
い

ま
す
。

こ
の
う
ち
、
県
都
･
水
戸
市
や
県
下
有
数
の
観
光
地
で

あ
る
大
洗
町
、
笠
間
市
な
ど
三
市
三
町
を
管
轄
す
る
茨
城

県
水
戸
土
木
事
務
所
は
、
茨
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
東
京
･

日
本
橋
か
ら
約
一
〇
〇
蹴
圏
に
位
置
し
、
太
平
洋
に
面
す

る
海
岸
部
、
関
東
平
野
部
及
び
八
溝
山
系
か
ら
な
る
変
化

に
富
ん
だ
地
勢
で
す
。
管
内
の
面
積
は
約
九
0
0
嬬
、
人

口
は
約
四
七
万
人
で
、
共
に
県
全
体
の
約
一
五
%
程
度
を

占
め
て
い
ま
す
。
道
路
に
つ
い
て
は
国
県
道
合
わ
せ
て

六
六
路
線
、
延
長
約
六
四
一
蹴
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

※

注
,.･人
口
、
面
積
は
平
成
一
七
年

一
〇
月
現
在
で
の
比
較

可
住
地
面
積
は
平
成
一
六
年
一
〇
月
現
在
で
の
比
較

道
路
実
延
長
は
平
成
一
七
年
四
月
現
在
で
の
比
較

三

茨
城
県
道
路
里
親
制
度

-

制
度
の
概
要

茨
城
県
で
は
、
県
管
理
の
道
路
を

｢里
子
｣
に
、
沿
道

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を

｢里
親
｣
に
例
え
、
道
路
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
支
援
制
度
を

｢茨
城
県
道
路
里
親
制
度
｣

と
称
し
て
い
ま
す

(以
下
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を

｢道
路
里
親
｣
と
言
い
ま
す
)。

　　

　太

図 1 水戸土木事務所の管内
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茨城県水戸土木事務所･友部町

　　　
　
　
　
　
　

窓
ふ
き
＼
せ
き

　
　　
　

　
　

　
　　

　
　

　

　
　
　
　

　

　

　
　

　

　
　
　　

-フ

、

ボ イア団体の名称入りサインボード

平
成
三
一年
度
か
ら
一
四
年
度
ま
で
の
三
年
間
を
試
行

期
間
と
位
置
付
け
、
制
度
の
評
価
や
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
か
ら
効
果
を
検
証
し
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
本
格

実
施
し
て
い
ま
す
。

道
路
里
親
制
度
の
対
象
と
な
る
活
動
は
道
路
の
清
掃

(ゴ
ミ
拾
い
)
や
除
草

･
花
壇
の
手
入
れ
な
ど
で
、
活
動
･

区
間
が
原
則
と
し
て
一
蹴
以
上
の
道
路
改
良
済
区
間
で
あ

る
こ
と
と
、
年
六
回
以
上
活
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
認

証
の
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
活
動
範
囲
は
歩

　

　

道
、
植
樹
帯
及
び
法
面
等
に
限
定
し
、
車
道
や
中
央
分
離

帯
で
の
活
動
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

県
は
こ
の
活
動
に
対
し
、

①

傷
害
保
険
加
入
費
の
負
担

②

活
動
に
必
要
な
用
具
類
の
支
給
、
貸
与

③

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
名
称
入
り
サ
イ
ン
ボ
ー
ド

の
設
置

(写
真
1
)

の
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
該
当
す
る
市
町
村
に
対
し
て
も
道
路
里
親
を
認

証
す
る
に
当
た
っ
て
意
見
を
聞
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
市

町
村
に
は
道
路
里
親
と
の
連
絡
調
整
や
道
路
里
親
が
回
収

し
た
ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
里
親
活
動
に
関
す
る
協
定
は
、
道
路
里
親
と

当
該
市
町
村
長
と
道
路
管
理
者
で
あ
る
県
土
木
事
務
所
長
の

三
者
に
よ
り
締
結
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

(写
真
2
)。

写真 2 調印式の様子

茨城県道路里親制度事後報告

団体名

代表者名

代表者連絡先 〒

電

作業日時 平成 年 月 日 ( 曜日)

作業人員 人

作業内容

事 故 等 有 ･ 無 (いずれかを0で囲んでく

貰つ粃の鯛療鰊解さ
そ
下叙鰓

娚
K

あ
げ鱒瀦

し事
で

そ の 他 *纐つ等緘館
、

適
さ鰍熟

翔
ば賄砂姥

※ 美化活動終了毎に、活動日から 1週間以内に提出して下さい。

図 2 事後報告書 ‐
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協
定
は
、
問
題
の
な
い
限
り
自
動
更
新
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
が
、
年
間
活
動
予
定
表
と
構
成
員
名
簿
は
毎
年

提
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
里
親
が
活

動
を
行
っ
た
時
は
、
作
業
終
了
毎
に
事
後
報
告

(図
2
)

を
す
み
や
か
に
県
土
木
事
務
所
へ
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

2

推
進
の
経
緯

平
成
一
五
年
度
か
ら

｢茨
城
県
道
路
里
親
制
度
｣
を
本

格
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
の
普
及

に
対
し
て
周
辺
か
ら
追
い
風
が
吹
き
ま
し
た
。

県
で
は
、
行
財
政
シ
ス
テ
ム
全
般
に
わ
た
る
抜
本
的
な



改
革
を
押
し
進
め
る
た
め
、
｢茨
城
県
第
三
次
行
財
政
改

革
大
綱
｣
を
平
成
一
五
年
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ

の
中
で
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
経
費
を

節
減
し
、
県
政
へ
の
県
民
の
参
画
･
協
働
を
進
め
る
観
点

か
ら
公
共
施
設
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
な
ど
を
積
極
的
に
活
用

す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
で
も

｢美
し
い
国
づ
く
り
政
策
大

綱
｣
(平
成
一
五
年
七
月
)
が
策
定
さ
れ
、
美
し
い
地
域

づ
く
り
に
は
地
域
住
民
個
々
人
の
自
覚
と
身
近
な
取
組
み

、ノ
n〕

しハ
n)

Û

=̂〕

Û

〔=)

′＼
｣1

RU

b̂

4『

ど̂

H 15 薹 H 17 H 18

L ] -承認団体数(団体) ;÷鍾動延長(kmテー

蝋 鞄 H14 H 15 H 16 H 17 H 18

認証団体数 撤 13 “ 第 41 “

活動延長 短 鸚 皺 郷 皺 鰍
活動者数 人 硼 “ 郊 紳 嬬

※ H 1樹幻2月時点

図 3 茨城県における道路里親の推移
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
茨
城
県
で
は
道
路
里
親
制
度
を

積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
一
四
年
度
末
時
点

で
は
一
三
団
体
が
二
四
･
三
如
で
活
動
と
い
う
状
況
で
し

た
が
、
平
成
一
人
年
一
二
月
現
在
で
は
四
七
団
体
が
延
長

約
八
二
如
を
管
理
し
、
こ
の
間
で
三
倍
を
超
え
る
伸
び
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
登
録
者
数
も
県
内
で
四
、
0
0

0
名
を
超
え
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す

(図
3
)。

当
水
戸
土
木
事
務
所
に
お
い
て
も
、
平
成
一
五
年
度
ま

H 18

如
4

2

0

′(

1

1

T

8

6

4

2

0

、)′
0

8

6

4

　

H 15 　
　

日
婢

匙にき承認団体数(団体) + 活動蟹壷口

饑 位単 H 14 H 15 H 16 H 17 H 18

認証団体数 酪 1驫 14 QJ ワ‘ RU

活動延長 知 第 蜷 " 碗 燃
活動者数 人 550 550 660 蹴 婢

※ H 1慰まl2月時点

図 4 水戸土木事務所における道路里親の推移 で
認
証
団
体
は
一
団
体
で
し
た
が
、
平
成
一
人
年
一
二
月

に
は
計
八
団
体
に
増
え
、
活
動
延
長
も
一
二
･
三
師
と
、

当
事
務
所
の
道
路
管
理
延
長
の
約
二
%
を
道
路
里
親
が
管

理
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す

(図
4
)。

三

水
戸
土
木
事
務
所
に
お
け
る

道
路
里
親
の
状
況

当
事
務
所
の
道
路
里
親
八
団
体
に
つ
い
て
特
徴
を
把
握

す
る
た
め
、そ
の
経
緯
や
活
動
内
容
を
比
較
し
て
み
ま
す
。

1

団
体
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て

①

以
前
か
ら
地
元
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
活

動
を
行
っ
て
い
た
団
体

(四
団
体
)

②

地
元
自
治
会

(二
団
体
)

③

地
元
有
志
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
団
体

(二
団
体
)

団
体
の
発
足
別
に
比
較
す
る
と
以
上
の
三
種
に

分
か
れ
ま
す
が
、
半
数
が
元
々
地
元
に
あ
る
団
体

が
里
親
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
で
、
以
前
か
ら
様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
道

路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
参
加
出

来
た
よ
う
で
す
。
地
元
自
治
会
は
二
団
体
で
す
が
、

ど
ち
ら
と
も
以
前
か
ら
道
路
や
河
川
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
実
施
し
て
い
た
地
区
で
し
た
。

そ
し
て
、
道
路
里
親
活
動
を
契
機
に
新
設
さ
れ

た
団
体
は
二
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
二
団
体
は

34 道行セ 2007.l
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3

2

1

･
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2

活
動
を
開
始
す
る
動
機
に
つ
い
て

①

市
町
村
に
制
度
を
紹
介
さ
れ
申
請
し
た
(四
団
体
)

②

県
の
広
報
な
ど
で
知
り
市
町
村
に
相
談
し
申
請
し

た

(三
団
体
)

③

道
路
整
備
の
完
成
に
合
わ
せ
県
が
働
き
か
け
た

(
一
団
体
)

市
町
村
か
ら
の
働
き
か
け
が
活
動
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
団
体
が
全
体
の
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
②
に

は
隣
の
地
区
が
道
路
里
親
の
活
動
を
開
始
し
た
た
め
誘
発

さ
れ
て
次
の
年
に
申
請
し
た
と
い
っ
た
場
合
も
含
み
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
団
体
は
す
べ
て
、
ま
ず
市
町
村
に
相
談
し
、

市
町
村
か
ら
県
に
対
し
打
診
す
る
ケ
ー
ス
で
し
た
。
③
は

前
出
の
県
庁
移
転
関
連
の
団
体
で
、
茨
城
県
初
の
道
路
里

親
で
あ
り
県
の
勧
誘
が
起
因
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
活
動
を
開
始
す
る
動
機
か
ら
見
る
と
、

地
元
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
市
町
村
の
関
与
が
道
路
里

親
の
普
及
に
大
き
く
係
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

写真4 植樹帯の花壇整備

3

活
動
内
容
に
つ
い
て

①

植
樹
帯
は
設
け
ら
れ
て
い
る
が
草
刈
が
不
十
分
で

写真5 整備された保護路肩

あ
る
場
合
や
植
樹
さ
れ
ず
に
芝
が
張
ら
れ
て
い
た
こ

35

と
か
ら
、
植
樹
帯
の
花
壇
整
備
等
を
中
心
に
周
辺
住

民
有
志
が
活
動
す
る
団
体

(五
団
体
)
(写
真
4
)

07

②

法
面
や
保
護
路
肩
等
の
除
草
が
不
十
分
で
あ
っ
た

セ

こ
と
か
ら
、
法
面
の
除
草
を
中
心
に
隣
接
す
る
居
住

断

者
の
地
元
自
治
会
が
活
動
す
る
団
体

(
一
団
体
)

(写
真
5
)

③

道
路
の
開
通
が
起
因
と
な
り
、
歩
道
に
プ
ラ
ン
タ

ー
を
設
置
し
て
草
花
の
管
理
と
歩
道
の
清
掃
を
実
施

す
る
団
体

(二
団
体
)
(写
真
6
)

以
上
の
よ
う
に
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
三
つ
の
パ
タ
ー

ン
に
分
類
出
来
ま
す
が
、
法
面
の
草
刈
を
中
心
に
活
動
す

る
自
治
会
に
つ
い
て
も
保
護
路
肩
に
コ
ス
モ
ス
を
咲
か
せ

る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
総
て
の
団
体
で
花
木
と
関
連
す

里
親
活
動
を
開
始
す
る
き
っ
か
け
が
大
き
く
異
な
り
ま

す
。
一
つ
は
荒
れ
た
植
樹
帯
を
ど
う
に
か
し
た
い
と
立
ち

上
が
っ
た
人
に
賛
同
し
た
人
々
と
で
結
成
さ
れ
た
団
体

で
、
も
う

一
つ
は
茨
城
県
庁
の
移
転
関
連
で
整
備
さ
れ
た

道
路
を
、
従
来
か
ら
あ
る
沿
道
の
企
業
と
、
新
し
く
越
し

て
き
た
県
庁
や
関
連
団
体
の
職
員
が
共
に
管
理
し
て
い
こ

う
と
生
ま
れ
た
団
体
で
す

(写
真
3
)。

写真3 茨城県庁周辺での道路里親活動状況



る
活
動
を
実
施
し
て
い
る
状
況
で
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
事
務
所
管
内
に
お
け
る
道
路
里

親
に
は
、
申
請
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
活
動
を
行
っ

て
い
た
団
体
が
、
植
樹
帯
や
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
木
の
手
入

れ
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
に
相
談
、
紹
介
さ
れ
て
里
親

活
動
を
開
始
す
る
と
い
っ
た
特
徴
が
見
受
け
ら
れ
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

四

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
我
々
は
八
団
体
の
道
路
里
親
認
証
に
係

わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い

る
団
体
で
も
道
路
の
管
理
に
は
不
慣
れ
な
こ
と
も
多
く
、

写真6 設置されたプランターに草花をを鞠植える作業をしている団体のみなさん

特
に
安
全
面
の
指
導
は
欠
か
せ
な
い
と
考
え
、
認
証
す
る

に
当
た
っ
て
は
事
前
に
制
度
を
良
く
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
出
来
る
こ
と
出
来
な
い
こ
と
を
明
確
に
説
明
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

認
証
後
に
も
道
路
里
親
か
ら
道
路
の
管
理
を
更
に
良
く

す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
や
要
望
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
要
望
に
全
て
答
え
ら
れ
て
い
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
安
全
の
観
点
か
ら
中
央
分

離
帯
の
管
理
は
県
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
県
の
道
路
管
理

頻
度
が
道
路
里
親
よ
り
劣
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
歩
道
に

は
草
が
な
い
が
、
中
央
分
離
帯
は
草
だ
ら
け
と
い
っ
た
状

況
が
発
生
し
、
そ
の
結
果
、
｢中
央
分
地
帯
の
除
草
を
さ

せ
て
欲
し
い
｣
と
の
要
望
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
今
後
、
道
路
里
親
制
度
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
も

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
規
約
の
改
正
は
必
要
で
あ
り
、
活
動
さ

れ
て
い
る
方
々
の
声
を
県
庁
主
管
課
に
届
け
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

管
理
費
の
削
減
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
先
程
述
べ
た

と
お
り
当
事
務
所
が
管
理
す
る
道
路
の
延
長
で
約
二
%
と

い
う
数
字
で
は
効
果
を
示
す
に
は
難
し
い
と
感
じ
ま
す
。

し
か
し
、
活
動
回
数
が
年
間
一
〇
0
回
を
超
え
る
団
体
も

存
在
し
、
道
路
里
親
の
活
動
箇
所
は
県
だ
け
の
管
理
箇
所

に
比
べ
、
管
理
が
行
き
と
ど
い
て
い
る
こ
と
は
様
々
な
方

か
ら
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
里
親
の
方
々
の
道
路
環
境
に
対
す
る
意
識

の
高
さ
に
驚
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
意
識
は
自
分
の
活
動

区
域
だ
け
で
は
な
く
道
路
全
般
に
向
け
ら
れ
、
道
路
里
親

の
道
路
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
の
効
果
も
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
に
加
え
、
周
辺
住
民
へ
の
影
響
も
大
き
な
効

果
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
連
鎖
反
応
と
言
う
か
、
前
出

の
と
お
り
、
隣
接
す
る
地
区
が
相
次
い
で
活
動
を
開
始
し

た
と
か
、
個
人
の
道
路
里
親
団
体
へ
の
参
加
希
望
な
ど
も

耳
に
し
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
道
路
管
理
の
質
的
向
上
や
県
民
の
行

政
へ
の
参
画
と
い
っ
た
点
で
は
、
着
実
に
効
果
を
上
げ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

《最
後
に
》

｢今
後
の
皆
様
の
活
動
に
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
が
、

場
所
は
道
路
で
ご
ざ
い
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
安
全
に
活
動

さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。｣

こ
れ
は
、
道
路
里
親
を
認
証
す
る
際
、
当
事
務
所
長
か

ら
里
親
に
対
し
、
必
ず
申
し
添
え
る
言
葉
で
す
。

当
事
務
所
で
道
路
里
親
が
活
動
を
開
始
し
、
七
年
目
を

迎
え
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
こ
れ
ま
で
道
路
里
親
に
係
る

人
身
事
故
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
弓
き

続
き
、
多
く
の
方
に
事
故
な
く
道
路
里
親
活
動
を
行
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
、
道
路
里
親
制
度
の
推
進
に
努
め
て
い
く

所
存
で
す
。



〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
六
年
一
〇
月
二
五
日

千
葉
地
方
裁
判
所

請
求
一
部
認
容(原

告
被
告
控
訴
)

〔控
訴
審
判
決
〕
平
成
一
七
年
三
月
一
〇
日

　
　

　

東
京
高
等
裁
判
所

請
求
一
部
認
容

(確
定
)

は
じ
め
に

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
の
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の

瑕
疵
と
は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て

い
る
こ
と
を
い
い
、
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
否
か
は
、
当
該
営

造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸

般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
個
別
的
に
判
断
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
事
例
紹
介
は
、
自
転
車
で
走
行
中
に
市
道
上
に

固
定
さ
れ
て
い
た
緑
石
に
衝
突
し
て
転
倒
し
、
障
害
を
負

っ
た
原
告
が
道
路
管
理
者
に
対
し
、
国
家
賠
償
法
二
条
一

‐三 者 .
　

　
　 　 　

項
に
基
づ
き
、損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
件
を
取
り
上
げ
、

道
路
の
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
に
つ
い
て
の
裁
判
所
に
お

け
る
判
断
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

事
案
の
概
要
等

1

事
案
の
概
要

本
件
は
、
自
転
車
で
走
行
中
に
市
道
上
に
固
定
さ
れ
て
い

た
緑
石

(以
下

｢本
件
緑
石
｣
と
い
う
。)
に
衝
突
し
て
転

倒
し
、
四
肢
麻
痺
等
の
後
遺
障
害
を
負
っ
た
A
、
そ
の
妻
で

あ
る
一
審
原
告
B
子
及
び
そ
の
子
で
あ
る
一
審
原
告
C
が
、

市
道
を
管
理
し
て
い
る
一
審
被
告
に
対
し
、
一
審
被
告
の
道

路
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
し
て
、
国
家
賠
償

法
第
二
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
損
害
の
賠
償
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
訴
え
提
起
、
第
一
審
係
属
中
に
A
が
死
亡
し
た
の
で
、

同
人
の
地
位
を
妻
で
あ
る
原
告
B
子
が
承
継
し
、
損
害
賠
償

金
等
の
支
払
を
求
め
る
事
案
で
あ
る
。

原
判
決
は
、

一
審
原
告
ら
の
請
求
中
、
一
審
被
告
に

対
し
、
一
審
原
告
B
子
に
つ
き
、
損
害
賠
償
金
二
、
一

一
六
万
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
事
故
日
か
ら
支
払
済
み

ま
で
民
法
所
定
の
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金

の
支
払
を
求
め
る
限
度
で
、
一
審
原
告
C
に
つ
き
、
損

害
賠
償
金
五
五
万
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
事
故
日
か
ら

支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
の
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
遅

延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
る
限
度
で
そ
れ
ぞ
れ
認
容
し
、

一
審
原
告
ら
の
そ
の
余
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
し
た
。

一
審
原
告
ら
及
び
一
審
被
告
は
、
原
判
決
の
各
敗
訴
部
分

に
つ
い
て
、
こ
れ
を
不
服
と
し
て
控
訴
を
申
し
立
て
た

(な

お
、
一
審
被
告
の
控
訴
状
の
控
訴
の
趣
旨
に
は
、
｢原
判
決

を
取
り
消
す
。｣
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
控
訴
理
由
に
照

ら
し
、
原
判
決
中
、
一
審
被
告
の
勝
訴
部
分
ま
で
取
消
し
を

求
め
る
趣
旨
で
は
な
く
、
一
審
被
告
の
敗
訴
部
分
に
限
り
取

消
し
を
求
め
る
趣
旨
と
解
す
る
。)。

自
転
車
走
行
中
に
市
道
上
で
固
定
さ
れ
て
い
た
緑
石
に
衝
突
し
て

転
倒
し
た
事
故
に
お
い
て
道
路
の
管
理
の
瑕
疵
が
争
わ
れ
た
事
例
;首分千ヤ つnnフ 1 27

!
佐
倉
市
道
自
転
車
転
倒
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
i

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦



2

争
い
の
な
い
事
実
等

の

当
事
者
等

ア

A
は
、
後
記
の
本
件
事
故
に
よ
り
、
四
肢
麻
痺
等

の
後
遺
障
害
を
負
い
、
そ
の
後
、
本
訴
訟
第
一
審
係

属
中
に
死
亡
し
た
者
で
あ
り
、
原
告
B
子
は
、
A
の

妻
で
あ
り
、
原
告
C
は
、
A
の
二
男
で
あ
る
。

イ

本
件
事
故
現
場
の
概
略
は
、
別
図
の
と
お
り
で
あ

り
、
被
告
は
、
本
件
道
路
と
本
件
緑
石
の
所
有
者
か

つ
管
理
者
で
あ
る
。

②

本
件
事
故
の
発
生

A
は
、
平
成
一
三
年
一
一
月
一
七
日
午
後
八
時
こ

ろ
、
千
葉
県
佐
倉
市
路
上
に
お
い
て
、
自
転
車
で
走

行
中
、
市
道
上
に
固
定
さ
れ
て
い
た
本
件
緑
石
に
衝

突
し
て
転
倒
し
た
。

A
は
、
救
急
車
で
病
院
に
搬
送
さ
れ
、
神
経
原
性

シ
ョ
ッ
ク
、
頸
髄
損
傷
と
診
断
さ
れ
た
。

③

A
の
後
遠道
障
害

病
院
の
医
師
は
、
平
成
一
四
年
三
月
四
日
、
A
に

つ
い
て
、
四
肢
完
全
麻
痺
、
神
経
因
性
膀
胱
、
呼
吸

筋
麻
痺
と
診
断
し
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
別
表
に
掲

げ
る
障
害
1
級
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
。

@

A
は
、
平
成
一
六
年
五
月
一
七
日
、
転
移
性
肺
癌

に
よ
り
死
亡
し
た
。

3

争
点

本
件
に
お
け
る
争
点
は
、
①
被
告
の
本
件
道
路
の
設
置

又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
否
か
、
②
本
件
事
故
と
死

亡
と
の
間
の
因
果
関
係
の
有
無
、
③
損
害
額

(略
)、
④

過
失
相
殺
の
四
点
で
あ
る
。

二

主
な
争
点
と
当
事
者
の
主
張

-

一
審
原
告
ら
の
控
訴
の
趣
旨

の
原
判
決
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

②

一
審
被
告
は
、
一
審
原
告
B
子
に
対
し
一
億
｢

五
〇
〇
万
円
、
一
審
原
告
C
に
対
し
二
〇
〇
万
円
及

び
各
金
員
に
対
す
る
事
故
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
年

五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
そ
れ
ぞ
れ
支
払
え
。

③

一
審
被
告
は
、
一
審
原
告
ら
に
対
し
、
八
〇
〇
万

円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
事
故
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で

年
五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
支
払
え

2

一
審
被
告
の
控
訴
の
趣
旨

①
原
判
決
中
一
審
被
告
敗
訴
部
分
を
取
り
消
す
。

②
上
記
取
消
し
に
係
る
一
審
原
告
ら
の
請
求
を
棄
却

す
る
。

3

争
点
に
関
す
る
当
事
者
の
主
張

=

本
件
道
路
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

《原
告
ら
の
主
張
》

ァ
の

本
件
道
路
は
、
京
成
佐
倉
駅
に
向
か
っ
て
、

若
干
、坂
を
下
っ
て
い
く
一
方
通
行
路
で
あ
り
、

一
方
通
行
の
進
行
方
向
か
ら
見
て
左
側
に
は
駐

車
車
両
が
多
く
、
通
常
、
車
両
は
右
側
を
走
行

し
て
い
る
。

の
本
件
道
路
の
右
側
の
歩
道
と
車
道
の
区
分
と

し
て
、
白
線
が
あ
る
が
、
不
鮮
明
な
と
こ
ろ
も

多
い
。

⑨
歩
道
幅
は
、
白
線
か
ら
約
一
･
五
m
で
あ
る

が
、
本
件
道
路
に
面
し
た
商
店
D
、
商
店
E
の

境
の
前
に
大
き
な
電
柱
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
、

約
一
･
二
m
と
な
っ
て
い
る
。

⑭
電
柱
か
ら
京
成
佐
倉
駅
方
面
に
向
か
っ
て
約

五
〇
皿
先
に
、本
件
緑
石
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

イ

本
件
緑
石
付
近
は
、
歩
道
を
照
ら
す
照
明
施
設

は
何
も
な
く
夜
八
時
こ
ろ
に
は
暗
く
な
り
、
夜
間

に
自
転
車
で
本
件
緑
石
付
近
を
走
行
す
る
と
、
本

件
緑
石
の
存
在
に
気
が
つ
き
に
く
く
、
本
件
緑
石

に
衝
突
す
る
危
険
性
は
大
き
い
。
加
え
て
、
A
の

進
行
方
向
か
ら
す
る
と
、
坂
を
下
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
の
で
、
速
度
が
増
し
て
、
な
お
さ
ら
危
険

な
状
態
と
な
る
上
、
本
件
緑
右
手
前
に
、
歩
道
の

約
三
分
の
一
を
塞
ぐ
よ
う
な
形
で
電
柱
が
あ
る
の

で
、
自
転
車
を
走
行
さ
せ
て
い
る
と
、
電
柱
に
気

を
と
ら
れ
て
し
ま
う
。

付
近
住
民
は
、
緑
石
に
よ
る
衝
突
事
故
を
憂
慮

し
て
お
り
、
本
件
事
故
発
生
前
に
も
本
件
緑
石
の

手
前
約
五
m
く
ら
い
の
商
店
D
店
前
に
あ
っ
た
同

型
の
緑
石
を
撤
去
さ
せ
て
お
り
、
か
つ
、
被
告
は
、

本
件
事
故
発
生
後
の
平
成
一
三
年
一
一
月
下
旬
に

は
、
本
件
緑
石
と
そ
の
先
に
あ
っ
た
緑
石
の
二
個



を
撤
去
し
て
い
る
。

ウ

以
上
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
緑
石
と
そ
の
道
路
を

管
理
し
て
い
る
被
告
は
、
本
件
緑
石
付
近
を
走
行

す
る
自
転
車
が
、
誤
っ
て
本
件
緑
石
に
衝
突
し
な

い
よ
う
に
夜
光
塗
料
な
ど
で
表
示
す
る
か
、
あ
る

い
は
、
こ
れ
を
撤
去
す
る
な
ど
の
安
全
対
策
を
講

ず
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
何
ら
そ
の
よ
う
な
安

全
対
策
措
置
を
と
ら
ず
、
危
険
な
状
態
で
放
置
し

て
、
設
置
管
理
義
務
を
怠
っ
た
も
の
で
あ
り
、
本

件
緑
石
を
含
む
道
路
の
設
置
又
は
管
理
に
つ
い
て

瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

《被
告
の
主
張
》

ア

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
い
う
営
造
物
の
設
置

又
は
管
理
の
瑕
疵
と
は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ

き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
い
、
営
造
物

が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
く
か
否
か
の
判
断

は
、
当
該
営
造
物
の
構
造
、
本
来
の
用
法
、
場
所

的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
の
諸
般
の
事
情
を
総
合

考
慮
し
て
具
体
的
、
個
別
的
に
判
断
す
べ
き
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。

イ

本
件
緑
石
は
、
歩
車
道
の
区
別
を
す
る
た
め
と

い
う
本
来
の
用
法
の
た
め
に
本
件
道
路
に
設
置
さ

れ
、
歩
車
道
の
区
別
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
り
、
設
置
に
は
何
ら
の
瑕
疵
も
な
い
。

ウ
の

本
件
緑
石
は
、
夜
間
で
も
十
分
な
明
る
さ
の

下
に
あ
り
、
歩
行
者
及
び
前
照
灯
を
点
灯
し
通

常
の
速
度
で
走
行
す
る
自
転
車
に
と
っ
て
十
分

視
認
可
能
な
も
の
で
あ
る
。

の
本
件
緑
石
は
、
本
件
路
側
帯
の
幅
員
二
･
二

m
の
約
一
〇
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
0
･
二
m
を

占
拠
す
る
状
況
に
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

仂
本
件
緑
石
と
路
側
帯
白
線
と
の
間
隔
は
、

0

･
七

m
あ
り
、
歩
行
者
及
び
自
転
車
が
通
行

す
る
の
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ

っ
た
。

粁

自
転
車
が
道
路
の
進
行
方
向
右
側
を
通
行
す

る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
許
さ
れ
て
い
な
い
の

で
あ
り
、
本
件
緑
石
の
手
前
に
電
柱
が
あ
る
こ

と
に
よ
り
、
自
転
車
の
運
転
手
が
本
件
緑
石
に

気
づ
か
な
い
と
い
う
の
は
、
合
理
的
な
理
由
と

は
い
え
な
い
。

㈲
本
件
事
故
ま
で
、
本
件
緑
石
に
衝
突
す
る
事

故
が
あ
っ
た
と
い
う
報
告
は
全
く
な
い
。

仂

以
上
の
よ
う
な
事
情
を
総
合
考
慮
す
れ
ば
、

本
件
緑
石
が
残
存
し
て
い
る
状
況
は
道
路
が
通

常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
く
も
の
と
は
い
え

ず
、
本
件
道
路
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
は
な

い
。

エ

ま
た
、
A
は
、
大
量
に
飲
酒
の
上
、
相
当
の
ス

ピ
ー
ド
で
自
転
車
を
走
行
し
て
い
た
の
で
あ
っ

て
、
本
件
道
路
を
管
理
す
る
に
当
た
り
、
A
の
よ

う
な
極
め
て
危
険
で
無
謀
な
運
転
を
す
る
通
行
者

を
予
見
し
、
そ
の
者
の
安
全
を
も
確
保
す
る
措
置

を
と
る
こ
と
は
、
道
路
管
理
者
が
な
す
べ
き
安
全

性
確
保
の
範
蠕
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
か
か
る

措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
被
告
が
責

任
を
負
う
こ
と
は
な
い
。

②

因
果
関
係
に
つ
い
て

《原
告
ら
の
主
張
》

A
の
直
接
死
因
は
、
肺
癌
で
あ
る
が
、
本
件
事
故
に
よ

る
受
傷
及
び
そ
の
合
併
症
の
た
め
、
寝
た
き
り
に
な
っ
た

の
で
あ
り
、
免
疫
力
、
抵
抗
力
が
徐
々
に
確
実
に
低
下
し

た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
仮
に
抵
抗
力
が
低
下
し
て
い
な

け
れ
ば
、
直
接
死
因
で
あ
る
肺
癌
に
罹
患
し
な
か
っ
た
可

能
性
が
高
く
、
本
件
事
故
と
A
の
死
亡
と
の
間
に
は
因
果

関
係
が
あ
る
。

《被
告
の
主
張
》

A
の
直
接
死
因
で
あ
る
肺
癌
は
、
本
件
事
故
前
の
平
成

一
三
年
一
月
に
摘
出
術
を
受
け
た
直
腸
癌
か
ら
の
転
移
で

あ
り
、
本
件
事
故
と
死
亡
と
の
間
に
因
果
関
係
は
な
い
。

③

過
失
相
殺
に
つ
い
て

《被
告
の
主
張
》

A
は
大
量
飲
酒
の
上
、
相
当
の
ス
ピ
ー
ド
で
自
転
車
の

走
行
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
事
故
発
生
に
つ

い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
発
生
し
た
結
果
拡
大
に
つ
い

て
も
相
当
の
過
失
が
あ
る
。

《
原
告
ら
の
主
張
》

A
は
、
本
件
事
故
当
日
、
缶
ビ
ー
ル
を
コ
ッ
プ
に
一
杯

弱
ほ
ど
飲
ん
だ
だ
け
で
あ
っ
て
、
本
件
事
故
当
時
、
正
常



に
自
転
車
の
操
作
連
行
を
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
A
に
過

分
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、道
路
の
西
側
半
分
に
は
、

京
成
佐
倉
駅
方
面

(北
側
)
に
向
か
っ
て
走
行
す

矢
は
な
い
。

駐

ミ

多
い
。

日笏
日
、
首

り

脾
ナ

･則

三

主
な
争
点
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

主

文

圏
一
審
被
告
の
控
訴
に
基
づ
き
、
原
判
決
中
、
一
審
被
告

と
一
審
原
告
B
子
に
関
す
る
部
分
を
、
次
の
と
お
り
変

更
す
る
。

①

一
審
被
告
は
、
一
審
原
告
B
子
に
対
し
、
一
、
八

七
二
万
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
事
故
日
か
ら
支
払
済

み
ま
で
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
支
払
え
。

②

一
審
原
告
B
子
の
そ
の
余
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

剛
一
審
原
告
ら
の
控
訴
、
一
審
被
告
の
一
審
原
告
C
に
対

す
る
控
訴
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

四

判
断
の
理
由

ー

本
件
道
路
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

①
証
拠
等
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
各
事
実
が
認
め
ら
れ

る
。

ア

本
件
事
故
現
場
は
、
新
町
方
面

(南
側
)
か
ら

京
成
佐
倉
駅
方
面

(北
側
)
に
向
か
い
、
一
方
通

行
の
規
制
が
あ
り
、
長
い
下
り
坂
に
な
っ
た
幅
員

一
二
m
の
直
線
の
市
道
上
で
あ
る
。本
件
道
路
は
、

本
件
事
故
現
場
付
近
で
は
、
西
側
部
分
に
は
歩
道

が
設
け
ら
れ
、車
道
の
幅
員
は
約
五
･
八
五
m
で
、

そ
の
東
側
部
分
に
は
幅
約
二
･
一
面

の
路
側
帯
部

駐
車
車
両
が
多
い
。

イ

本
件
緑
石
は
、上
記
路
側
帯
部
分
に
存
す
る
が
、

従
前
、
本
件
道
路
の
東
側
の
歩
車
道
の
境
界
と
し

て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
他
の
緑

石
は
、
荷
物
の
搬
入
出
の
邪
魔
に
な
る
な
ど
の
要

望
に
応
じ
、
ほ
と
ん
ど
が
撤
去
さ
れ
た
た
め
、
本

件
事
故
当
時
、
本
件
緑
石
及
び
そ
の
北
側
約
五
m

先
に
あ
る
別
の
緑
石
の
二
つ
の
み
が
残
さ
れ
て
い

た
。
本
件
緑
石
付
近
に
は
、
街
路
灯
等
の
照
明
設

備
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ウ

本
件
緑
石
の
形
状
片
幅
約
一
九
皿
、
長
さ
約
六

〇
皿
、
高
さ
約
一
〇
数
m
で
、
新
町
方
面
か
ら
進

行
す
る
と
、
そ
の
手
前

(南
側
一
･
四
七
m
の
地

点
で
、
本
件
緑
石
よ
り
東
側
約
0
･
三
六
m
の
位

置
)
に
、
電
柱
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

エ

A
は
、
新
町
方
面
か
ら
京
成
佐
倉
駅
方
面
に
向

か
い
、
本
件
道
路
の
東
側
路
側
帯
を
自
転
車
で
走

行
中
、
本
件
緑
石
に
気
づ
か
ず
、
こ
れ
に
自
転
車

を
衝
突
さ
せ
て
し
ま
い
、
そ
の
衝
撃
で
身
体
を
一

回
転
さ
せ
て
別
の
緑
石
の
先
付
近
に
頭
か
ら
落
下

し
た
。

オ

本
件
事
故
後
、
被
告
は
、
本
件
緑
石
を
含
め
二

つ
の
緑
石
を
撤
去
し
た
。

②
ア

上
記
認
定
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
自
転
車
運
転
者

が
、
本
件
道
路
東
側
を
新
町
方
面

(南
側
)
か
ら

る
場
合
、
道
路
西
側
の
駐
車
車
両
を
避
け
て
東
側

を
走
行
し
て
く
る
自
転
車
運
転
者
に
と
っ
て
は
、

本
件
道
路
が
長
い
下
り
坂
に
な
っ
て
お
り
、
前
記

電
柱
を
避
け
て
本
件
事
故
現
場
付
近
の
路
側
帯
を

通
る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
す
ぐ
先
に
本
件

緑
石
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
何
ら

走
行
に
支
障
の
な
か
っ
た
道
路
上
に
、
突
如
と
し

て
危
険
な
障
害
物
が
出
現
す
る
と
い
う
状
況
で
あ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
加
え
て
、
本
件
事
故
以
前

に
も
た
び
た
び
緑
石
に
衝
突
し
て
怪
我
を
し
た
例

が
あ
り
、
被
告
は
、
本
件
事
故
後
に
、
本
件
緑
石

を
撤
去
し
て
い
る
こ
と
を
も
考
慮
す
る
と
、
本
件

道
路
は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠

い
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る

イ

他
方
、
A
が
路
側
帯
部
分
を
通
行
し
た
こ
と
自

体
は
問
題
が
な
く

(道
路
交
通
法
十
七
条
の
二
参

照
)、
ま
た
、
A
が
大
量
の
飲
酒
な
ど
に
よ
り
、

通
常
全
く
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
危

険
な
運
転
行
為
を
行
い
、
こ
れ
が
原
因
で
本
件
事

故
を
惹
起
し
た
と
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な

い
。

ウ

そ
う
す
る
と
、
被
告
の
本
件
道
路
の
設
置
又
は

管
理
に
は
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
認
め
る
の
が
相
当
で

あ
る
。



因
果
関
係
に
つ
い
て

①
A
の
直
接
死
因
が
転
移
性
肺
癌
で
あ
る
こ
と
、
そ

れ
が
本
件
事
故
前
に
切
除
術
の
行
わ
れ
た
直
腸
が
ん

の
転
移
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
当

事
者
間
に
争
い
が
な
い
。

②
証
拠
に
よ
れ
ば
、
｢直
接
に
は
死
因
に
関
係
し
な

い
が
I
欄

(直
接
死
因
等
)
の
傷
病
経
過
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
傷
病
名
等
｣
に

｢頸
椎
損
傷
｣
と
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
は
、
｢直
接
に
は
死
因
に
関
係
し
な
い
｣
傷
病

名
に
過
ぎ
ず
、
A
の
直
接
死
因
は
、
本
件
事
故
以
前

に
存
在
し
た
直
腸
が
ん
か
ら
の
転
移
に
よ
る
肺
癌
で

あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
病
死
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る

か
ら
本
件
事
故
と
A
の
死
亡
と
の
間
に
因
果
関
係
を

認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

③
以
上
か
ら
す
れ
ば
、
被
告
は
、
国
家
賠
償
法
二
条

一
項
に
基
づ
き
、
A
が
後
遺
障
害
を
負
っ
た
限
度
で

原
告
ら
の
被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
べ
き
責
任
が
あ

り
、
A
の
死
亡
に
つ
い
て
の
責
任
ま
で
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

3

過
失
相
殺
に
つ
い
て

A
は
、
自
転
車
を
運
転
中
に
、
本
件
緑
石
に
衝
突
し
、

身
体
が
一
回
転
す
る
形
で
投
げ
出
さ
れ
、
六
m
か
ら
七
m

先
の
路
上
に
頭
か
ら
落
下
し
、
四
肢
麻
痺
の
障
害
を
負
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
本
件
事
故
の
態
様
及
び
生
じ
た
結
果

並
び
に
本
件
事
故
現
場
が
長
い
下
り
坂
に
な
っ
て
い
た
こ

っ
て
重
大
な
後
遺
障
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
精
神
的
な

と
を
考
慮
す
る
と
、
A
は
、
か
な
り
の
高
速
度
で
自
転
車

症
状
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
本
件
事
故
当
時
、
A

を
走
行
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

が
大
量
に
飲
酒
し
て
い
た
と
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な

そ
う
す
る
と
、
A
に
お
い
て
は
、
本
件
事
故
の
発
生
し

く
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
被
告
の
主
張
は
、
採
用
す
る
こ

た
時
間
が
夜
間
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
本
件
事
故
現
場
が
長

と
が
で
き
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
A
に
お
い
て
は
、
本
件
事
故
の
発
生
し

た
時
間
が
夜
間
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
本
件
事
故
現
場
が
長

い
下
り
坂
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
相
当
な
減
速

を
し
た
上
、
前
方
を
注
視
し
て
、
自
転
車
を
走
行
さ
せ
る

べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
し
て
い
れ
ば
、
本
件
緑
石
へ

の
衝
突
と
い
う
事
故
自
体
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
可
能

性
も
あ
っ
た
、
な
い
し
は
、
仮
に
事
故
が
生
じ
た
と
し
て

も
、
四
肢
麻
痺
と
い
う
重
大
な
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
を

避
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
A
に
は
、
前
方
を
十
分
に
注
視
し
な
い
ま
ま
、
か
な

り
の
高
速
度
で
自
転
車
を
漫
然
と
走
行
さ
せ
て
進
行
し
た

過
失
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
加
え
て
、
本
件
事
故

当
時
、
A
は
、
缶
ビ
ー
ル
を
一
本
程
度
飲
酒
し
た
上
で
、

自
転
車
を
運
転
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
が
A

の
注
意
力
や
運
転
操
作
能
力
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い

と
は
い
い
切
れ
な
い
こ
と
な
ど
の
諸
事
情
を
考
慮
す
る

と
、
A
の
損
害
の
み
な
ら
ず
、
同
人
の
妻
子
で
あ
る
原
告

ら
の
被
っ
た
損
害
か
ら
、
そ
の
五
割
を
減
額
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。

な
お
、
被
告
は
、
A
は
本
件
事
故
当
時
、
大
量
に
飲
酒

し
て
い
た
と
主
張
す
る
が
、
証
拠
に
よ
れ
ば
、
本
件
事
故

後
の
入
院
中
の
精
神
的
症
状
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
せ
ん
妄

に
よ
る
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
本
件
事
故
に
よ

4

結
論

の

一
審
原
告
B
子
は
、
一
審
被
告
に
対
し
、
国
家
賠

償
法
に
基
づ
き
賠
償
金
一
、
八
七
二
万
円
及
び
こ
れ

に
対
す
る
事
故
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
の

年
五
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め

る
請
求
権
が
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

②

一
審
原
告
C
は
、
一
審
被
告
に
対
し
、
国
家
賠
償

法
に
基
づ
き
賠
償
金
五
五
万
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る

事
故
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
の
年
五
分
の

割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
る
請
求
権

が
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

五

当
事
者
の
当
蕃
に
お
け
る

主
張
に
対
す
る
判
断

①

-
審
被
告
は
、
本
件
道
路
は
、
通
常
有
す
べ
き
安

全
性
を
欠
く
も
の
で
は
な
く
、
本
件
緑
石
の
設
置
･

管
理
に
は
何
ら
の
瑕
疵
も
な
い
と
し
て
、
夜
間
も
、

本
件
緑
石
付
近
は
明
る
さ
が
保
た
れ
て
い
る
の
で
、

本
件
緑
石
は
遠
方
か
ら
で
も
十
分
に
視
認
す
る
こ
と

が
で
き
、
本
件
事
故
は
、
A
の
不
適
切
な
速
度
と
方



法
に
よ
り
自
転
車
を
運
転
す
る
と
い
う
同
人
の
一
方

さ
れ
て
い
た
こ
と
、
本
件
事
故
後
、
一
審
被
告
は
、

張
す
る
点
に
つ
い
て
も
、
本
件
道
路
の
設
置
･
管
理

的
過
失
で
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ど
と
し
て
、

本
件
緑
石
を
含
め
二
つ
の
緑
石
を
撤
去
し
た
こ
と
が

の
状
況
、

.牛

次
の
状
況
に
つ
い
て
別
記
の
と
お

原
判
決
に
は
事
実
誤
認
が
あ
る
旨
主
張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
原
判
決
掲
記
の
各
証
拠
に
よ
れ

ば
、
本
件
道
路
の
設
置
･
管
理
の
状
況
、
本
件
事
故

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
原
判
決
の
認
定
し
た
各
事
実

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
A
は
、

平
成
一
三
年
三

月
七
日
午
後
八
時
こ
ろ
、
本
件
道

路
に
お
い
て
、
自
転
車
で
走
行
中
、
本
件
道
路
上
に

固
定
さ
れ
て
い
た
本
件
緑
石
に
衝
突
し
、
そ
の
衝
撃

で
、
身
体
を
一
回
転
さ
せ
て
、
五
m
先
に
あ
る
別
の

緑
石
付
近
に
落
下
し
た
こ
と
、
本
件
事
故
現
場
は
、

A
の
進
行
方
向

(北
側
に
向
か
う
。)
に
沿
っ
た
一

方
通
行
の
規
制
が
あ
る
長
い
下
り
坂
に
な
っ
た
道
路

で
あ
り
、
西
側
に
は
歩
道
が
、
東
側
に
は
路
側
帯
が

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
本
件
緑
石
は
路
側
帯
部
分
に

存
す
る
こ
と
、
本
件
緑
石
は
、
従
前
、
本
件
道
路
の

東
側
の
歩
車
道
の
境
界
と
し
て
設
置
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
、
他
の
緑
石
は
、
ほ
と
ん
ど
が
撤
去
さ
れ
た
た

め
、
本
件
事
故
当
時
、
本
件
緑
石
及
び
そ
の
北
側
約

五
m
先
に
あ
る
別
の
緑
石
の
二
つ
の
み
が
残
さ
れ
て

い
た
こ
と
、
本
件
緑
石
の
形
状
は
、
幅
約
一
九
皿
、

長
さ
約
六
〇
皿
、
高
さ
一
〇
数
皿
で
あ
っ
た
こ
と
、

本
件
緑
石
付
近
に
は
、
街
路
灯
等
の
照
明
設
備
は
設

け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
本
件
道
路
を
北
に
向

か
い
進
行
す
る
と
、
緑
石
の
手
前
に
、
電
柱
が
設
置

本
件
緑
石
を
含
め
二
つ
の
緑
石
を
撤
去
し
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
以
上
の
事
実
に
よ
れ
ば
、

自
転
車
運
転
者
が
、
本
件
道
路
東
側
を
北
側
に
向
か

っ
て
走
行
す
る
場
合
、
前
記
電
柱
の
す
ぐ
先
に
本
件

緑
石
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
何
ら
走

行
に
支
障
の
な
か
っ
た
道
路
上
に
、
突
如
と
し
て
危

険
な
障
害
物
が
出
現
す
る
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
一

審
被
告
は
、
本
件
事
故
後
に
、
本
件
緑
石
を
撤
去
し

て
い
る
こ
と
を
も
考
慮
す
る
と
、
本
件
道
路
は
、
営

造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
い

う
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
原
判
決
認
定
の
と
お
り
で
あ

る
。一

審
被
告
は
、
こ
れ
に
対
し
、
夜
間
で
も
、
本
件

緑
石
は
遠
方
か
ら
で
も
十
分
に
視
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
旨
主
張
す
る
が
、
こ
れ
を
認
め
る
に
足
り
る
証

拠
は
見
当
た
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
街
路
灯
等
の
照

明
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
等
の
前
記
状
況

の
下
で
は
、
む
し
ろ
、
本
件
緑
石
は
、
視
認
し
難
か

っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件
事
故

態
様
か
ら
見
る
と
、
A
に
も
、
前
方
を
十
分
に
注
視

し
な
い
ま
ま
、
か
な
り
の
高
速
度
で
自
転
車
を
漫
然

と
走
行
さ
せ
て
進
行
し
た
過
失
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
の
、
本
件
の
事
故
が
、
A
の
一
方
的
な
過
失

に
よ
り
生
じ
た
も
の
と
ま
で
は
い
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
の
ほ
か
、
一
審
被
告
が
事
実
誤
認
と
し
て
主

の
状
況
、
本
件
事
故
の
状
況
に
つ
い
て
前
記
の
と
お

り
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
原
判
決
に
一
審
被
告
の

主
張
に
係
る
事
実
誤
認
の
違
法
が
あ
る
と
は
認
め
ら

れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
審
被
告
の
上
記
主
張
は

採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

②
次
に
、
一
審
被
告
は
、
本
件
事
故
の
発
生
に
つ
き
、

A
は
、
事
故
当
時
、
自
転
車
を
安
全
に
運
転
す
る
こ

と
が
困
難
な
ほ
ど
飲
酒
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
ま

た
、
自
転
車
の
前
照
灯
を
点
灯
せ
ず
に
運
転
し
て
い

た
可
能
性
も
あ
り
、
同
人
に
は
、
少
な
く
と
も
九
割

の
過
失
が
あ
る
旨
主
張
し
、
一
方
、
一
審
原
告
ら
は
、

A
は
、
前
方
を
注
視
し
つ
つ
、
通
常
の
速
度
で
自
転

車
を
走
行
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
り
、
同
人
の
過
失
は

二
割
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
旨
主
張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、前
記
①
の
事
故
態
様
に
よ
れ
ば
、

A
は
、
か
な
り
の
高
速
度
で
自
転
車
を
走
行
さ
せ
て

き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、A
に
お
い
て
、

本
件
事
故
の
発
生
し
た
時
間
が
夜
間
で
あ
っ
て
、
か

つ
、
本
件
事
故
現
場
が
長
い
下
り
坂
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
相
当
な
減
速
を
し
た
上
、
前
方
を

注
視
し
て
、
自
転
車
を
走
行
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
に
し
て
い
れ
ば
、
本
件
緑
石
へ
の
衝
突
と

い
う
事
故
自
体
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
、
な
い
し

は
、
仮
に
事
故
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
四
肢
麻
痺
と

い
う
重
大
な
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
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が
で
き
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
A

に
は
、
前
方
を
十
分
に
注
視
し
な
い
ま
ま
、
か
な
り

の
高
速
度
で
自
転
車
を
漫
然
と
走
行
さ
せ
て
進
行
し

た
過
失
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
、加
え
て
、

本
件
事
故
当
時
、
A
は
、
缶
ビ
ー
ル
を
一
本
程
度
飲

酒
し
た
上
で
、
自
転
車
を
運
転
し
て
お
り
、
こ
れ
が

A
の
注
意
力
や
運
転
操
作
能
力
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
こ
と
な
ど
の
諸
事
情
を

考
慮
す
る
と
、
本
件
事
故
に
よ
る
損
害
に
つ
き
、
A

の
過
失
割
合
五
割
を
減
額
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
こ

と
は
原
判
決
の
認
定
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
、
一
審
被
告
は
、
本
件
事
故
の
発
生
に
つ
き
、

A
は
、
事
故
当
時
、
自
転
車
を
安
全
に
運
転
す
る
こ

と
が
困
難
な
ほ
ど
飲
酒
し
、
ま
た
、
自
転
車
の
前
照

灯
を
点
灯
せ
ず
に
運
転
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
旨

主
張
す
る
が
、
一
審
被
告
の
同
主
張
事
実
を
的
確
に

認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
、

一
審
原
告
ら
は
、
A
は
、
前
方
を
注
視
し
つ
つ
、
通

常
の
速
度
で
自
転
車
を
走
行
さ
せ
て
い
た
旨
主
張
す

る
が
、
本
件
事
故
態
様
等
に
よ
れ
ば
、
前
方
を
十
分

に
注
視
し
な
い
ま
ま
、
か
な
り
の
高
速
度
で
自
転
車

を
漫
然
と
走
行
さ
せ
て
進
行
し
た
過
失
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
は
前
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
審
彼
告
及
び
一
審
原
告
ら
の
上
記
各
主
張
は
い
ず

れ
も
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

③

一
審
原
告
ら
は
、
A
の
直
接
の
死
因
は
転
移
性
肺

癌
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
事
故
に
よ
る
受
傷
が
そ
の

死
因
に
多
大
な
る
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
り
、
本
件
事
故
と
A
の
死
亡
と
の
間
に
は
相

当
因
果
関
係
が
あ
る
旨
主
張
す
る
。し
か
し
な
が
ら
、

A
の
直
接
死
因
が
転
移
性
肺
癌
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ

が
本
件
事
故
前
に
切
除
術
の
行
わ
れ
た
直
腸
癌
の
転

移
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
当
事
者

間
に
争
い
が
な
い
こ
と
、
ま
た
、
証
拠
に
よ
れ
ば
、

｢直
接
に
は
死
因
に
関
係
し
な
い
が
I
欄

(直
接
死

因
等
)
の
傷
病
経
過
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
傷
病
名
等

に

｢頭
椎
損
傷
｣
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
｢直
接
に
は
死
因
に
関
係
し

な
い
｣
傷
病
名
に
過
ぎ
ず
、
A
の
直
接
死
因
は
、
本

件
事
故
以
前
に
存
在
し
た
直
腸
癌
か
ら
の
転
移
に
よ

る
肺
癌
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
病
死
と
い
う
べ
き
も

の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
事
故
と
A
の
死
亡
と
の
間
に

因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
は
原
判

決
が
認
定
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

一
審
原
告
ら
は
、
そ
の
主
張
の
根
拠
と
し
て
、
A

は
、
本
件
事
故
に
よ
る
受
傷
の
た
め
抵
抗
力
が
極
端

に
落
ち
て
し
ま
い
、
そ
の
直
接
死
因
で
あ
る
肺
癌
に

罹
患
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
事
故
に
よ
り
受
傷
し

て
い
な
け
れ
ば
、
適
切
な
時
期
に
適
切
な
検
査
を
受

け
、
こ
れ
に
よ
り
癌
を
早
期
発
見
し
、
必
要
な
治
療

を
し
て
治
癒
す
る
こ
と
が
十
分
に
可
能
で
あ
っ
た
旨

主
張
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
全
証
拠
に
よ
っ

て
も
、
A
に
つ
き
、
前
記
直
腸
癌
の
切
除
以
降
に
お

い
て
肺
癌
が
発
症
し
た
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
本
件
事
故
に
よ
る
受
傷
に
よ
り
前
記
直

腸
癌
が
肺
癌
に
転
移
し
た
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
、
ま
た
、
仮
に
本
件
事
故
に
よ
る
受
傷
が
な

け
れ
ば
可
能
で
あ
っ
た
検
査
及
び
治
療
を
行
え
ば
、

A
が
肺
癌
に
よ
り
死
亡
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
認

め
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
に
照
ら
す
と
、
本
件
事

故
と
A
の
肺
癌
に
よ
る
死
亡
と
の
間
に
相
当
因
果
関

係
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
困
難
と
い
う
ほ
か
な
い
。
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よ
っ
て
、
一
審
原
告
B
子
の
本
件
請
求
中
、
被
控
訴
人

に
対
し
、
国
家
賠
償
法
に
基
づ
き
賠
償
金
一
、
八
七
二
万

円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
事
故
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法

所
定
の
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求

め
る
請
求
は
、
理
由
が
あ
る
か
ら
こ
れ
を
認
容
す
べ
き
で

あ
り
、
そ
の
余
の
請
求
は
、
理
由
が
な
い
か
ら
こ
れ
を
棄

却
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
一
審
原
告
C
の
本
件
請
求
中
、
一
審
被
告
に
対

し
、
国
家
賠
償
法
に
基
づ
き
賠
償
金
五
五
万
円
及
び
こ
れ

に
対
す
る
事
故
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
の
年
五

分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
る
請
求

は
、
理
由
が
あ
る
か
ら
こ
れ
を
認
容
す
べ
き
で
あ
り
、
そ

の
余
の
請
求
は
、
理
由
が
な
い
か
ら
こ
れ
を
棄
却
す
べ
き

で
あ
る
。
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監れ鬱◎癰鱗

京
都
の
み
ち
と
橋
の
話

◆
は
じ
め
に

あ
げ
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
京
都
府
東
京
事
務
所
の
内
田

と
申
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
｢と
ん
び
の
広
場
｣

に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
あ
た

り
、
｢京
都
の

"
み
ち
"
に
関
係
し

た
話
｣
を
と
言
っ
て
も
、
ど
の
よ
う

な
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ら
良
い

も
の
か
?

京
都
府
東
京
事
務
所

内
田

信
行

地
元
で
い
つ
も
通
っ
て
い
る
道
や

橋
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

｢
い
わ
れ
｣

な
ど
は
以
外
に
知
ら
な
い
も
の
だ
な

と
思
い
、
古
都
京
都
の

“み
ち
"
と

京
都
府
の
管
理
す
る

"橋
"
に
つ
い

て
、
少
し
調
べ
て
み
た
こ
と
を
お
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
京
の
七
□

京
の
七
口
と
は
、
室
町
期
か
ら
江

戸
期
に
か
け
て
、
京
都
と
諸
国
を
結

ぶ
た
め
に
設
け
ら
れ
た
主
要
街
道
の

出
入
口
と
い
う
意
味
で
す
。
七
と
い

う
数
は
五
畿
七
道
の
七
で
、
一
定
し

た
も
の
で
は
な
く
、
時
代
に
よ
っ
て

六
口
や
十
口
の
と
き
も
あ
っ
た
そ
う

で
す

(図
1
)。

代
表
的
な
七
口
と
し
て
は
、

･
長
坂
口
!
山
国
街
道
を
通
っ
て

京
北
、
山
陰
地
方
へ

･
大
原
口
ー
若
狭
街
道
(鯖
街
道
)

を
通
っ
て
若
狭
小
浜
へ

･
荒
神
ロ
ー
山
中
越
え
か
ら
琵
琶

湖
、
近
江
へ

･
粟
田
口
!
東
海
道
を
通
っ
て
江

戸
、
日
本
橋
へ

･
伏
見
口
!
伏
見
街
道
を
通
っ
て

奈
良
、
大
和
郡
山
へ

･
丹
波
口
!
丹
波
街
道
を
通
っ
て

亀
岡
、
山
陰
地
方
へ

･
鳥
羽
口
!
･鳥
羽
街
道
を
通
っ
て

大
阪
、
中
国
へ

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
時
代
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
名
称
や
場
所
も
変
わ

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の

出
入
口
が
あ
れ
ば
、
｢京
都
は
攻
め

や
す
く
、
守
り
に
く
い
｣
と
言
わ
れ

る
の
も
分
か
る
気
が
し
ま
す
。
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◆
碁
盤
の
目
と
通
り
名
唄

京
都
の
市
街
地
は
碁
盤
の
目
の
よ

う
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
平
安
京
が
、
唐
の
都
の
長

安
を
真
似
て
、
｢条
坊
制
｣
と
呼
ば

れ
る
東
西
、
南
北
に
通
じ
る
道
路
を

敷
い
た
こ
と
か
ら
、
碁
盤
目
状
の
町

並
み
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

平
安
京
は
東
西
約
四
･
五
蝋
、
南

北
五
･
二
如
の
長
方
形
で
、
都
の
玄

関
口
と
な
る
羅
城
門
か
ら
大
内
裏
ま

で
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
な
る
朱

雀
大
路
は
幅
八
五
m
も
あ
り
、
幅
二

四
~
三
六
m
の
大
路
と
幅
三
一
m
の

小
路
が
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
、
整
然

と
区
画
さ
れ
て
い
ま
し
た

(図
2
)。

さ

願

口

大

騙鞍

二葉斑

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　
　　　
　

　　
　
　
　
　
　　
　

　
　　　

療
都
覊
苑

丹波口

　
　　
　　　

　
　

竹

9
東
薦

図 1 京の七□

西から東から



も
ち
ろ
ん
、
平
安
京
の
頃
と
現
在

で
は
市
街
地
の
状
況
も
随
分
変
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
今
も
町
並
み
に
は
な

ご
り
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。

京
都
で
は
こ
の
碁
盤
の
目
を
利
用

し
て
市
街
地
の
あ
る
地
点
を
表
し
ま

す
。
例
え
ば
、
東
海
道
五
十
三
次
の

終
点
付
近
で
あ
る
河
原
町
通
と
三
条

通
の
交
差
点
を

｢河
原
町
三
条
｣
と

言
い
、
南
北
の
通
り
を
北
に
向
か
う

あ
が

き
が

と

｢上
る
｣、
南
に
向
か
う
と

｢下
る
｣

ひ
が
し
い

と
言
い
、
東
西
方
向
は
、
｢東
入
る
｣、

□
□
□
□

□
□
□
□

□
□
□
□

□
□
□
□

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

高
倉
小
路

　　
　
　
　
　

-
燧
丸
小
路

-
室
町
小
路

町
尻
小
蹄

　　
　
　
　　　
　

、
油
小
路

鯛
川
小
路

)
猪
醸
小
路

大
樹
大
路

　
　
　　
　

　
　
　
　

ー
坊
城
小
路

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

｢西
入
る
｣
と
言
い
ま
す
。

｢河
原
町
三
条
上
る
｣
と
言
え
ば
、

当
該
交
差
点
か
ら
南
北
の
通
り
で
あ

る
河
原
町
通
を
北
に
向
か
っ
た
と
こ

ろ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、道
路
の
数
が
多
い
た
め
か
、

い
つ
の
頃
か
ら
か
京
の
通
り
名
を
覚

え
る
た
め
の
唄
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

一
番
有
名
な

｢ま
る
た
け
え
び
す
｣

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
東
西
に

走
る
通
り
の
名
前
に
つ
い
て
丸
太
町

通
か
ら
五
条
通
ま
で
を
独
特
の
節

で
、
次
の
よ
う
に
唄
い
ま
す
。

ま
る

た
け

･えび
す

に

お
し

お

p

丸

･
竹

･
夷

÷
÷

押

･
御

いけ

あ
ね

さ
ん

ろ
っ
か
く

た
こ

池

･
姉

･
三

･
六
角

･
蛸

･

にし
き

し

あ
や

ふ
っ

だ
か

ま
っ

錦

･
四
･
綾

･
仏

･
高

･
松

･

　
　

　
　
　　　

万
.
五
条
~

“

Lまる

こ
の
歌
で
覚
え
る
通
り
名
は
、
丸

た
ま
ち

た
け
や
ま
ち

え
び
す
が
わ

大
町
通
、
竹
屋
町
通
、
夷
川
通
、

に
じ
ょう

お
し
こう
じ

お
いけ

二
条
通
、
押
小
路
通
、
御
池
通
、

あ
ね
や
こう
じ

き
ん
じ
ょう

ろ
っ
か
く

姉
小
路
通
、
三
条
通
、
六
角
通
、

た
こ
や
く
し

に
しき
こう
じ

し
じ
まう

蛸
薬
師
通
、
錦
小
路
通
、
四
条
通
、

あ
や
の
こう
じ

ぷ
っ
こう
じ

た
か
っじ

綾
小
路
通
、
仏
光
寺
通
、
高
辻
通
、

ま
つ
ば
ら

ま
ん
じ
ゎ
じ

ご
じ
ょう

松
原
通
、
万
寿
寺
通
、
五
条
通
で

　
　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

蹄
小
火
蹄
路
小
火
路
門
路
蹄

暢

酪
蕗
聯

絡

秘
語
解
絡
牀
終
略
樒
囃

芻

翳
れ

苺
各
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

-
蕉
土
蔑
近
搦
中
弥
大
治

二
螂
三
節
な
に
ハ
卿
錦
囚
筬
五
高
燈
隨
六
鳩
もハ
在
し
北
七
難
入
隊
八
針
凡
常
丸

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
ロ
ロ
n
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
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は
平
成
八
年
に
、
橋
長
一

五
五

･
四

m
、
幅
員
二

}

熱
梨

五

.
o

m
で
架
橋
さ
れ
ま

ら

九
ら

し
た

(写
真
1
)。

く

嚢
ら
は

宇
治
橋
の
伝
統
的
な
木

}

轉

ち
ぇ

効

橋
の
イ
メ
ー
ジ
を
残
す
た

,
ぎ

こ

秒

め
ど

径
間
で
高
欄
は
国

　

　
　
　
　

　

　
　

　
　
　

姉
著

と

す

刻

産
檜
を
使
用
し
、
擬
宝
珠

9
繊
疑
蝨
鸚
鱒

は
寛
永
--二年I
(エ
ハ三

餐

押
舩

お
と

唄

六
年
)
の
も
の
を
モ
デ
ル

　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

　

　
　

　
　

め
丸
四
六
十

国

植
栽
は
宇
治
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
お
茶
の
木
を
植
栽

し
て
い
ま
す
。

◆
平
成
の
宇
治
橋

特
に
左
岸
か
ら
三
つ
目
の
径
間
に

j
府
道
京
都
宇
治
線
j

位
置
す
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

京
都
市
の
南
に
お
茶
と
源
氏
物

｢三
の
間
｣
と
呼
ば
れ
る
突
出
部
が

語
･宇
治
十
帖
で
有
名
な
宇
治
市
が

あ
り
、
こ
れ
は
橋
の
守
り
神
で
あ
る

あ
り
ま
す
。

橋
姫
を
祭
っ
た
跡
と
伝
え
ら
れ
、
ま

宇
治
川
に
架
か
る
宇
治
橋
は
大
化

た
、
豊
臣
秀
吉
が
こ
こ
で
茶
の
湯
の

二
年

(六
四
六
年
)
奈
良
元
興
寺
の

水
を
汲
ま
せ
た
と
い
う
話
は
有
名
で

僧
侶
･
道
登
に
よ
っ
て
架
橋
さ
れ
た

す
。
現
在
で
も
故
事
に
ち
な
み
、
毎

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

年
一
〇
月
に
行
わ
れ
る
宇
治
茶
祭
に

以
来
、水
害
や
戦
火
で
度
々
消
失
、

は
こ
の
三
の
間
か
ら
宇
治
川
の
水
が

再
建
を
繰
り
返
し
、
現
在
の
宇
治
橋

汲
ま
れ
て
い
ま
す

(写
真
2
)。

◆
木
津
の
流
れ
橋
j
府
道
八
幡

城
陽
線
｢上
津
屋
橋
｣
i

上
津
屋
橋
は
京
都
府
南
部

を
流
れ
る
木
津
川
に
架
け
ら

20071 5 !

幅
員
三

･
三

m
の
日
本
で
最

　　　
　
　　　
　
　

　

　
　
　
　

　　
　

　　
　

　
　　

級
の
木
造
橋
で
す

(写
真

診

鹸叢
魔
恐

嚇

3
)
。
豪
雨
の
た
め
、
川
の
水

數讓
類
饌
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　

ミ
流
れ
出
す
と
ハ
う
そ
の
倣

添讓
漆
きざ
ズ

、ン
"
濾
ご

1
も
ゞ
〆
を

ぎ獺
総
ふ＼"

･
ミ
ド
き
ドー
;
く
J

、
の
構
造
か
ら
通
称

-流
れ

謡
ミ
ミ

ク

覊

‘躍
.

＼
%"ゞ

　　
　

　
　
　　　

　　　

橋
｣
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

祭
ゞ

^

、
ぜ

(写
真
4
)。

橋
の
構
造
は
、
七
三
基
の

ニ

ー

橋
脚
の
上
に
、
丸
太
の
橋
桁

.

壤

な
そ
頸 宇治橋

と
橋
板
が
乗
っ
て
い
る
だ
け

.

で
す
。

　

川
の
水
位
が
橋
桁
ま
で
く

…饗

雀

る
と
木
は
水
に
浮
か
ぶ
の
で
、

橋
桁
と
橋
板
は
川
面
に
浮
か

囃
蝨
“

び
流
れ
出
し
ま
す
o

朧
範
-

流
れ
出
す
橋
桁
は
全
体
を

繊
壤
懲

n人
分
"
割
1けし
、
ワ
ノノイ
ヤ
-
-
ロ
ー
-

絲聽
炎
廉、

"

で

橋
脚
に
つ
な
ぎ
留
め
て

朧

漁

お
き
ま
す
。
水
位
が
下
が
っ

マ

た
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
を
弓

っ

写真 2 三の間



轡
具

写真3 上津屋橋

◎増水する河川
上流が広い多雨地帯であるため、一度大雨
が降れば多くの水を集め水かさが超えてい
きます。

雑̂

写真 4 流出状況 (平成4年lo月22日撮影)

張
り
上
げ
、
元
の
よ
う
に
橋
脚
の
上

に
敷
き
並
べ
る
と
復
旧
が
完
了
し
ま

す

(図
4
)。

｢流
れ
橋
｣
は
、
最
初
か
ら
流
れ

る
こ
と
を
計
算
し
て
造
ら
れ
て
お

り
、
始
め
か
ら
頑
丈
に
造
ら
ず
流
れ

た
ら
ま
た
直
す
と
い
う
発
想
で
、
自

然
に
逆
ら
わ
ず
、
う
ま
く
共
存
す
る

橋
と
い
え
る
で
し
ょ
う
o

ま
た
、
必
殺
シ
リ
ー
ズ
を
始
め
時

代
劇
の
ロ
ケ
地
と
し
て
、
テ
レ
ビ
、

映
画
に
た
び
た
び
登
場
し
て
い
ま
す
。

藤
田
ま
こ
と
が
唄
う

｢木
津
の
流
れ

橋
｣
や
山
村
美
紗
の
小
説

｢流
れ
橋

殺
人
事
件
｣
に
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

4
1

◆
天
に
か
け
る
橋'

府
道
天
橋
立
線
,

京
都
府
の
北
部
、
日
本
海
に
面
し

た
宮
津
市
に
あ
る
特
別
名
勝

｢天

橋げたと橋板はワイヤーロープでしっかり
と橋脚につなげてあるので流れ去ってしま
うことはありません。上から見ると 8つの
橋板が筏流しのように並んで見えます。

◎流 出
やがて'ほの水位が橋げたに達すると、のっ
ているだけの橋げたと橋板は浮かびあが
り、 8つのブロックに分かれます。

4 流出のシミュレーション

引

の
　
　

橋
流

と
の

た
元

け
ば　

　
　
　

あ
上

o

た
の
す

っ
榔
ま

日
【が
橋
り

　
　
　
　
　

が
げ

に

れ

位
あ
態

0
水
き
状

橋
立
｣
は
白
砂
青
松
の
地
と
し
て
日

本
三
景
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
お

り
、
延
べ
三

･
二
如
、
幅
二
0
~

一

七
0
m
の
砂
嘴
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
宮
津
湾
と
阿
蘇

海
を
分
断
し
、
わ
ず
か
に
文
殊
の
切

り
戸
に
よ
っ
て
両
水
面
が
通
じ
て
い

ま
す
。
天
橋
立
は
京
都
府
が
管
理
す

る
都
市
公
園
で
あ
り
、
中
央
部
の
散

策
路
が
府
道
天
橋
立
線
で
、
約
五
、

52 道行セ 20071
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0
0
0
本
の
松
が
生
育
し
て
い
ま
す

(写
真
5
)。

特
に
名
木
に
は
、
｢千
貫
松
｣
｢夫

婦
松
｣
な
ど
の
愛
称
が
付
け
ら
れ
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
一
六
年

の
台
風
二
三
号
で

｢双
龍
の
松
｣
な

ど
約
二
〇
0
本
が
倒
れ
、
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
地
元
住
民
が
主
体
と
な
っ

て
、
良
好
な
松
並
木
の
保
全
と
文
化

的
遺
産
と
し
て
未
来
に
継
承
す
る
た

め
の
取
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
七
月
に
は
天
橋
立
を

約
二
〇
〇
本
の
か
が
り
火
で
浮
き
上

が
ら
せ
る
｢天
橋
立

炎
の
架
け
橋
｣

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

(写
真
6
)。

丹
後
風
土
記
に
よ
る
と
イ
ザ
ナ
ギ

ノ
ミ
コ
ト
が
天
界
と
下
界
を
結
ぶ
た

め
に
梯
子
を
作
っ
て
立
て
て
お
い
た

が
、
寝
て
い
る
間
に
海
上
に
倒
れ
、

そ
の
ま
ま
一
本
の
細
長
い
陸
地
に
な

っ
た
の
が
天
橋
立
だ
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
山
の
中
腹
に
あ
る
傘
松
公
園

は
、
天
橋
立
を
眼
下
に
見
下
ろ
す
こ

と
が
で
き
、
股
の
ぞ
き
の
場
所
と
し

て
も
有
名
で
す

(図
5
)。

写真 6 天橋立 炎の架け橋

図 5 天橋立案内図
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◆
お
わ
り
に

京
都
の

“み
ち
"
の
話
は
、
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

京
都
に
観
光
に
来
ら
れ
る
と
き
に
、

神
社
仏
閣
だ
け
で
は
な
く
、
京
都
の

町
並
み
を
形
成
す
る

"通
り
"
や
ち

ょ
っ
と
風
変
わ
り
(?
)
な

"橋
"
も

一
緒
に
見
て
い
た
だ
け
た
ら
な
あ
と

思
い
、
今
回
、
お
話
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

冬
の
京
都
観
光
の
目
玉
と
し
て
、

"
み
ち
"
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る

あ
ら
し
やま
は
な
と
う
ろ

ひ
が
し
や
ま
は
な
と
う
る

｢嵐
山
花
灯
路
｣
と

｢東
山
花
灯
路
｣

が
あ
り
ま
す
。
｢嵐
山
花
灯
路
｣
(写

真
7
･
8
)
は
嵯
峨
嵐
山
地
域
に
お

い
て

｢灯
り
｣
と

｢花
｣
で
演
出
す

る
イ
ベ
ン
ト
で
、
渡
月
橋
周
辺
や
竹

林
の
小
径
一
帯
を
清
水
焼
や
竹
で
作

っ
た
高
さ
三
0
型
別
後
の
行
灯
で
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。
｢東
山
花
灯

路
｣
(写
真
9
･
樽
)
は
青
蓮
院
か
ら

清
水
寺
ま
で
の
約
四
皿
を
露
地
行
灯

が
石
畳
を
照
ら
し
ま
す
。
周
辺
の
寺

院
、
神
社
等
も
併
せ
て
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
て
お
り
、
幻
想
的
な
光
の
景

観
が
創
出
さ
れ
、
現
代
い
け
ば
な
展

や
舞
妓
さ
ん
の
踊
り
な
ど
の
催
し
も

あ
り
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま

す
。
京
都
の
冬
は
底
冷
え
と
言
っ
て
、

と
て
も
寒
い
の
で
す
が
、
凛
と
し
た

空
気
の
中
で
の
美
し
い
｢冬
の
京
都
｣

を
是
非
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

平成19年3月10日 ~ 21日

写真10 産章坂 写真9 法観寺

※
参
考
文
献
等

･
淡
交
社

｢京
都
大
辞
典
こ

･
ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ

｢京
都
に
強
く
な

る
万
章
｣
京
都
高
等
学
校
社
会
科
研
究
会

編･淡
交
社
｢京
都
･
観
光
文
化
検
定
試
験
公

式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
｣
京
都
商
工
会
議
所

編
･
｢ジ
ュ
ニ
ア
日
本
文
化
検
定
テ
キ
ス
ト
ブ

ッ
ク
｣
歴
史
都
市

･
京
都
か
ら
学
ぶ
日
本

文
化
検
定
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

･
｢京
の
七
口

図
1
｣
フ
リ
ー
百
科
事
典

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
日
本
語
版
最
終
更
新

g
oo･罵
N
い
(土
)
o℃“&
。

54 酒キテセ 2007‐1

写真 8 竹林

嵐山花灯路2006
平成18年12月9日 ~ 18日

写真7 渡月橋



欖れ鬱⑬螂覊

｢
U
D
O
N
｣
も
え
え
け
ど
、
『映
画
』
も
え
え
よ

《友
人
の
手
記
よ
り
》

香
川
出
身
、
親
友
K
の
言
葉
に
誘

わ
れ
る
が
ま
ま
、
目
指
す
は
、
香

==

‐
ー
あ
れ
は
先
日
K
と
の
会
話
。

K

｢な
あ
、
『香
川
県
』
と
聞
く
と
、

何
が
思
い
浮
か
ぶ
?
｣

私

｢
そ
り
や
、
『
さ
ぬ
き
う
ど
ん
』

だ
ろ
う
。｣

K

｢う
ん
、
三
日前
は
確
か
に
そ
う

だ
っ
た
,.心

私

｢え
、
違
う
の
。
オ
リ
ー
ブ
?

素
麺
?

和
三
盆
?
｣

K

｢食
べ
物
ば
っ
か
り
だ
な
あ
。｣

K

｢食
べ
物
も
う
ま
い
け
ど
、
今
、

香
川
と
言
え
ば
-
｣

私

｢言
え
ば
?
｣

K

｢映
画
だ
よ
、
映
画
｣

私

｢栄
華
9
つ
･?
し

香
川
県
臺
泉
事
務
所

長
尾

克
宏

K

｢!
!
。｣

そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
間
も
な

く
、
香
川
出
身
本
広
克
行
監
督
の

『U
D
O
N
』
が
大
プ
レ

イ
ー
ク
る

映
画
好
き
の
私
は
、

K

｢道
路
が
機
能
的
に

整
備
さ
れ
た
香
川
で

は
、
二
~
三
日
あ
れ

ば
、
ロ
ケ
地
を
全
部

ま
わ
れ
る
よ
-
｣

と
い
う
K
の
言
葉
を

半
信
半
疑
に
!
、
真
っ

青
な
海
と
空
に
突
き
出

た
よ
う
な
瀬
戸
大
橋
上

(写
真
1
)
で
軽
快
に
車

を
走
ら
せ
る
。
橋
上
か

ら
眺
め
る
瀬
戸
内
海
の

　　
　
　
　

｢海
上
に
こ
ん
な
デ
カ
イ
橋
と
は
、

人
間
の
技
術
も
凄
い
ね
え
、
瀬
戸
大

橋
と
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、
ど
っ

1 瀬戸大橋

ち
が
長
い
?

大
き
い
9
L
な
ん
て

“

事
、
言
っ
て
た
っ
け
。

一
度
こ
こ
へ

1

来
て
み
た
ら
、
そ
ん
な
話
は
お
笑
い

知

種
。

ャ

青
い
島
々
の
景
色
が
ご
蝨

ん
だ

新

壷
井
栄

｢二
十
四
の
瞳
｣
の
会
話
を

思
い
出
さ
せ
る

(写
真
2
)。

私

｢香
川
で
映
画
と
言
え
ば
、
『二

十
四
の
瞳
』
だ
ろ
。
知

っ
て
る
、

あ
れ
は
確
か
小
豆
島
。｣

　　　 　　　　　　 　 　

『二十四の瞳』岬の分教場

西から東から



K

｢確
か
に
近
年
で
は
、
昭
和
六
一

年
、
田
中
裕
子
主
演

『二
十
四
の

瞳
』
が
有
名
だ
。
た
だ
し
、
昭
和

の
二
十
四
の
瞳
と
言
わ
れ
た
映
画

に
は
、
昭
和
五
九
年
、
夏
目
雅
子

主
演

『瀬
戸
内
少
年
野
球
団
』
が

あ
る
ん
だ
。｣

私

｢夏
目
雅
子
ー
、
素
敵
な
女
性
だ

っ
た
ね
。
確
か
作
家
伊
集
院
静
の

奥
さ
ん
!
止

K

｢そ
う
。
そ
う
し
て
、
『平
成
の

二
十
四
の
瞳
』
と
い
わ
れ
た
映
画

を
覚
え
て
る
か
い
?

坂
口
憲
二

初
主
演
の
?
｣

私

｢え

っ
、
ま
さ
か
、
あ
の
、
『機

関
車
先
生
』
も
香
川
ロ
ケ
?
｣

K

｢そ
う
だ
よ
。
伊
集
院
静
原
作
の

こ
の
映
画
は
、
オ
ー
ル
香
川
ロ
ケ
。

三
豊
市

(旧
詫
間
町
)
荘
内
半
島
、

栗
島
、
志
々
島
な
ど
、
素
敵
な
映

写真3 荘内半島より島々を望む

写真 4 ライトアップされた銭形砂絵

像
美
だ
っ
た
。
あ

の
映
画
の
良
さ

は
、
素
朴
な
子
供

達
と
先
生
の
暖
か

い
心
の
つ
な
が
り

な
ん
だ
け
ど
、
そ

の
舞
台
が
瀬
戸
内

海
の
島
々
と
い
う

と
こ
ろ
が
見
逃
せ

な
い
。
こ
の
島
々

大
事
に
し
た
い
も

ん
だ
ね
。｣

瀬
戸
大
橋
を
渡

り
、
坂
出
J
C
T

を
西
へ
、
出
来
た

ば
か
り
の
地
域
活

性
化
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
三
豊
鳥

坂
I
C
を
降
り
、
荘
内
半
島

へ

(写
真
3
)。

こ
こ
か
ら
の
眺
め
は
素
晴
ら
し

い
。
『機
関
車
先
生
』
の
舞
台
と
な

っ
た
島
々
を
、
荘
内
半
島
先
端
紫
雲

出
山
頂
展
望
台
か
ら
眺
め
つ
つ
、
お

む
す
び
を
頬
ば
る
と
、
何
だ
か
嬉
し

い
気
持
ち
に
な
る
。

私

｢千
年
万
年
か
け
て
創
ら
れ
た
素

晴
ら
し
い
こ
の
景
観
、
子
子
孫
孫

に
至
る
ま
で
守
ら
な
い
と
い
け
な

い
な
。｣

そ
ん
な
言
葉
を
噛
み
し
め
な
が

ら
、
じ
っ
と
眺
め
て
い
た
ら
、
そ
れ

は
そ
れ
は
大
き
く
優
し
い
夕
焼
け

が
、
水
平
線
へ
吸
い
込
ま
れ
!
海
岸

沿
い
に
、
さ
ぬ
き
浜
街
道
を
走
り
、

名
勝
琴
弾
公
園
銭
形
砂
絵
(写
真
4
)

を
眺
め
た
後
、
一
日
の
思
い
出
を
胸

に
観
音
寺
市
に
宿
泊
。

観
音
寺
市
は

『青
春
デ
ン
デ
ケ
デ

ケ
デ
ケ
』
の
舞
台
と
な
っ
た
街
で
あ

り
、
市
内
に
あ
る
名
門
観
音
寺
第
一

高
等
学
校
は

『機
関
車
先
生
』
の
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
剣
道
大
会
が
撮
影

さ
れ
た
所
で
も
あ
る
。

二
日
目
朝
、
有
明
浜
近
く
の
宿
舎

で
、
K
と
の
会
話
を
思
い
出
す
。

K

｢金
比
羅
さ
ん
と
善
通
寺
も
忘
れ

ず
に
。｣

私

｢ご
め
ん
、
映
画
に
興
味
は
あ
る

け
ど
、
神
社
仏
閣
は
、
も
う
少
し

歳
を
重
ね
て
か
ら
に
す
る
よ
。
八

十
八
箇
所
最
後
の
結
順
寺
も
香
川

56 道イテセ 20071



県
に
あ
る
よ
ね
。｣

K

｢香
川
の
事
、
詳
し
い
ね
え
。
確

か
に
八
十
八
番
犬
窪
寺
(写
真
5
)

は
、
香
川
県
さ
ぬ
き
市
に
あ
る
。

ち
な
み
に

『
ロ
ー
ド
8
8
』
と
言

う
四
国
八
十
八
箇
所
を
巡
る
村
川

絵
梨
主
演
の
映
画
で
は
、
大
窪
寺

が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
ー
ン
で
、

写真 6 総本山善通寺 写真 5 大窪寺

善
通
寺
で
も
ロ
ケ
が
あ
っ
た
ん
だ

よ
。｣

私

｢善
通
寺
も
ロ
ケ
地
な
ん
だ
。｣

観
音
寺
か
ら
国
道

一
百
万
を
東

へ
、
さ
ぬ
き
豊
中
I
C
か
ら
善
通
寺

I
C
ま
で
快
走
。思
っ
た
よ
り
早
く
、

善
通
寺
市
に
到
着
。

市
内
に
あ
る
四
国
学
院
大
学
近
辺

は
、
本
広
監
督
香
川
三
部
作
、
一
作

目

『サ
マ
ー
タ
イ
ム
マ
シ
ン

･
ブ
ル

ー
ス
』
の
ロ
ケ
地
で
も

あ
る
。

謎
輯
飜
鰔

　
　

　
　

総
本
山
善
通
寺

(写

、
一
$
綣

真
6
)
の
門
前
町
と
し

て
栄
え
た
街
は
、
道
路

や
歩
道
が
綺
麗
に
整
備

さ
れ
、
懐
か
し
く
、
人

‐

な
っ
っ
こ
い
、
古
く
て

全

新
し
い
景
観
を
醸
し
出

会

し
て
い
る
。

当
時
ま
だ
ま
だ
(?
)

だ
っ
た
、
主
演
の
上
野

樹
里
や
瑛
太
も
、
今
や

1

T
V
ド
ラ
マ

｢
の
だ
め

カ
ン
タ
ー
ビ
レ
｣
で
完

全
ブ
レ
イ
ク
o

映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
善
通
寺
詣
で
後
、
国
道
三

一
九
号
、
通
称
金
比
羅
街
道
を
ま
っ

す
ぐ
走
り
、
旧
金
比
羅
大
芝
居
、
金

丸
座
へ
到
着
。

金
丸
座

(写
真
7
)
は
、
瞳
が
キ

ュ
ー
ト
な
宮
沢
り
え
主
演
の
鬼
退
治

映
画

(香
川
に
は
桃
太
郎
伝
説
が
あ

る
が
、
鬼
ヶ
島
は
こ
こ
じ
ゃ
な
い
)

『阿
修
羅
城
の
瞳
』
の
歌
舞
伎
シ
ー

道キテセ 2007.1 5 7

kハ
座

君
丸

、
金

　
　
　　

“

真
ゞ

写



ン
ロ
ケ
場
所
だ
っ
た
所
だ
。

そ
こ
か
ら
、階
段
を
駆
け
上
が
り
、

金
比
羅
さ
ん
詣
で
後
、
今
旅
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
｢
セ
カ
チ
ユ
ー
｣
こ
と

『世
界
の
中
心
で
愛
を
さ
け
ぶ
』
の

ロ
ケ
地
巡
り
に
出
発
だ
!

四
車
線
化
整
備
中
の
国
道
三
二
号

B
P
経
由
で
、
一
路
高
松
空
港
へ
。

｢誰
か
助
け
て
く
だ
さ
い
~
｣
と

倒
れ
た
ア
キ
を
抱
え
た
朔
が
叫
ぶ
シ

ー
ン
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
空
港
展

望
場
か
ら
、
イ
サ
ム
･
ノ
グ
チ
作
の

前
方
後
円
墳
の
様
な

｢ロ
K
m
>
Z
])

の
ャ
>
n
匹

を
眺
め
る
。

｢時
間
と
空
間
で
紡
が
れ
た
人
生

ド
ラ
マ
は
、
刺
激
的
だ
け
ど
、
香
川

へ
帰

っ
て
最
初
に
眺
め
る
、
こ
こ
か

ら
の
風
景
は
、
都
会
で
ざ
わ
つ
い
た

心
を
落
ち
着
か
せ
る
ん
だ
｣
と
K
は

言
っ
て
い
た
け
れ
ど
!
。

空
港
か
ら
国
道
一
九
三
号
で
、
竹

内
結
子
主
演

『春
の
雪
』
ロ
ケ
地
、

高
松
市
、
栗
林
公
園

(写
真
8
)
と
、

そ
し
て
ま
た
、
昨
年
末
、
織
田
裕
二

主
演

『椿
三
十
郎
』
ロ
ケ
地
に
も
な

っ
た
、
玉
藻
公
園
へ
も
寄
り
道
。

織
田
裕
二
と
言
え
ば
、
｢行
政
改

革
は
制
度
や
組
織
を
変
え
る
こ
と
じ

ゃ
な
い
。
そ
こ
に
生
き
る
人
間
た
ち

の
意
識
を
変
え
る
こ
と
な
の
で
す
。｣

の
名
ゼ
リ
フ
に
、
エ
キ
ス
ト
ラ
参
加

の
県
庁
職
員
も
心
を
動
か
さ
れ
た
と

い
う
?

『県
庁
の
星
』
ロ
ケ
が
行

わ
れ
た
香
川
県
庁
も
遠
く
に
見
え

る
oよ

う
や
く
、
朔
と
ア
キ
が
愛
を
語

り
合
っ
た
、
恋
人
達
の
メ
ッ
カ
、
庵

治
町

｢王
の
下
沖
防
波
堤
｣
(写
真

9
)
へ
辿
り
着
い
た
頃
、
瀬
戸
内
海

を
呑
み
込
む
よ
う
な
大
き
な
夕
日

が
、
空
を
真
っ
赤
に
染
め
て
ー
。

N穣
醸
し

私
は
、
心
の
中
で
、
大
声
で
叫
ぶ

栗林公園

写真 9 王の下沖防波堤

そ
う
し
て
、
今
回
の
旅
を
自
分
な

り
に
振
り
返
る
。

『
U
D
O
N
』
に
出
て
い
た
う
ど

ん
屋
に
立
ち
寄
っ
て
、
う
ど
ん
も
た

く
さ
ん
食
べ
た
な
あ
。

K
が
言
っ
て
い
た
よ
う
に
、
香
川

の
道
は
良
く
整
備
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
安
心
、
安
全
に
、
ど
こ
へ
も
迷

わ
ず
行
く
こ
と
が
出
来
た
。

7

さ
ぬ
き
う
ど
ん
に

つ
い
て
は
、

2セ

｢『う
ど
ん
屋
』
は
、
ブ
ー
ム
が
来
る

行

前
も
、
ブ
ー
ム
が
去
っ
て
も
そ
こ
に

道

あ
る
。
そ
れ
は
、
香
川
の
文
化
だ
か
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ら
。
人
々
は
う
ど
ん
そ
の
も
の
に
も

増
し
て
、
そ
の
文
化
に
触
れ
る
た
め

に
や
っ
て
来
る
ん
だ
。｣
と
い
う
名

ゼ
リ
フ
が
あ
る
。

映
画
も
そ
れ
に
似
て
、
ワ
ン
シ
ー

ン
、
ワ
ン
シ
ー
ン
に
、
地
域
の
文
化

(自
然
、
景
観
、
生
活
)
を
切
り
取

表 今回紹介させていただいた香川県撮影ロケ作品

制作年 作品タイトル 撮影地･撮影場所 キャスト

平成18年 樅三十郎 玉藻公園披雲間 織田裕二
、

豊川悦司
、

藤田まこと

平成18年 U D O N
丸亀市オープンセット他

、
瀬戸大橋記念公団

、高松空港
、

金刀比羅宮
、

県下うどん店
ユースケ･サンタマリア、

小西真奈
美
、トータス松木 (ウルフルズ)

平成17年 県庁の星 香川県庁･高松天満屋 織田裕二
、

柴膜コウ、
酒井和歌子

平成17年 春の雪 高松市/栗林公園･玉藻公園 妻夫不聡
、

竹内結子

平成16年 サマータイムマシン･ブルース 総本山善通寺
、

香川大学工学部
、

満濃池 埃太
、

上野樹里

平成16年 阿修羅城の瞳 漉彰ソ町平琴 郎篤螂、J)えhり沢官那染･.･･11‐‐'
市

平成15年 世界の中心で
、

愛をさけぶ 港空松高吶mm【聯 みさしま潭長ウコ咲案玖Aた沢大

平成15年 ロード8 8 『出会い路
、

四国へ』 寺島屋鱒善本総寺｢毛長寺窪大 獺櫨洽d梨絵村

平成15年 機関車先生 鵺/市亀丸鶚勲島粟島々志
高

/
-

町
寺

間
者

詫
観

子津美貰借
刀

章
雅

正
武

堺
伊

二
々

意
寧期

平成4年 青春デンデケデケデケ 内市彰寺鍋 m
ソの、しと巌、蜘野佐

昭和61年 二十四の瞳 翁"橋高嘗蟠獅島豆爪 子裕･中田

昭和59年 瀬戸内少年野球団 宮鰯鋤膨平琴 將“H]夏

王の下沖防波堤

県

っ
て
宛
う
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人
の

心
に
訴
え
る
、
本
物
の
輝
き
を
放
つ

邦
画
に
仕
上
が
り
、
そ
れ
を
観
る

人
々
の
心
を
打
つ
よ
う
に
な
る
。

瀬
戸
大
橋
か
ら
始
ま
っ
た
今
回
の

旅
を
通
じ
、
身
を
以
っ
て
感
じ
る
こ

と
が
出
来
た
の
が
、
香
川
の

｢う
ど

ん
ブ
ー
ム
｣
｢映
画
ロ
ケ
誘
致
｣
を

陰
か
ら
支
え
て
き
た
、
小
さ
な
文
化

を
機
能
的
に
結
ぶ
、
『道
』
の
重
要

性
。ス

モ
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
論
よ

る
し
く
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
小
さ
な

グ
ラ
ビ
テ
イ
ー
を
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
ワ
ー
を
最

大
限
引
き
出
し
て
い
る
の
は
、
紛
れ

も
な
く

『道
』
だ
。
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図

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
地
方
が
地
方

機

の
光
り
で
輝
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

拗

時
代
に
向
け
、
小
さ
な
そ
れ
ら
を
繋

動

い
で
、
大
き
な
輝
き
と
為
す

『道
』o

舵
こ
祈
れ
か
ら
も
、
地
域
文
化
で
日
本

図

国
を
彩
な
せ
る
よ
う
に
、
効
果
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
国
中
に
張
り
巡
ら

せ
て
欲
し
い
も
の
だ
。



公
民
協
働
に
よ
る
賑
わ
い
と
憩
い
の

空
間
づ
く
り
の
社
会
実
験

黒
部
市
産
業
経
済
部
商
工
観
光
課

木
線
は
、
当
初
計
画
で
は
自
動
車
主
体
の
幹
線
道
路
と
し

て
整
備
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
生
活
環
境
や
歩
行
空
間

機
能
･
都
市
機
能
を
重
視
し
た

｢補
助
幹
線
道
路
｣
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
一
三
年
度
か
ら
N

P
O
黒
部
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
三
日
市
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
中
心
と
な
り
、
整
備
方
法
を
検
討
し
て
き
た
。

平
成
一
七
年
四
月
二
人
日
に
は
歩
車
道
の
段
差
を
設
け

ず
、
歩
道
分
離
は
ボ
ラ
ー
ド
(鎖
つ
き
埋
め
込
み
ポ
ー
ル
)

で
行
い
、
公
募
に
よ
る
愛
称
を

｢市
姫
通
り
｣
と
す
る
な

ど
、
街
路
を
イ
ベ
ン
ト
空
間
と
し
て
も
活
用
で
き
る

｢祝

鯛

祭
空
間
｣
と
し
て
の
整
備
事
業
が
完
了
し
た
。

こ
の
よ
ぅ
な
ハ
ー
ド
整
備
が
完
了
し
た

硯
発
藺
｣

徴

の
利
用
を
促
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
行
政
と
地
域
と

道

の
協
働
に
よ
る
管
理
運
営
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
が
課
題

の

一

社
会
実
験
実
施
場
所
の
背
景

富
山
県
黒
部
市
は
県
の
北
東
に
あ
り
、
黒
部
川
扇
状
地

に
位
置
し
て
い
る
。
今
回
の
社
会
実
験
は
、
黒
部
市
の
三

日
市
地
区
で
行
っ
た
。
歴
史
的
に
は
北
陸
の
上
街
道
と
下

街
道
の
分
岐
点
と
し
て
陸
上
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
。
江

戸
時
代
か
ら
市
場
町
、
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
そ
の
面
影

を
歴
史
的
な
建
築
物
や
名
所
旧
跡
が
残
し
て
い
る
。
現
代

で
は
商
業
中
心
の
中
心
市
街
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

実
験
地
で
あ
る
三
日
市
地
区
は
中
心
市
街
地
で
も
あ
り
、

一
〇
の
商
店
街
組
織

(大
里
州町
商
盛
会
、
椚
町
商
盛
会
、
東

三
日
市
商
業
会
、
東
三
日
市
商
盛
会
、
大
町
商
盛
会
、
三
日

市
大
町
商
店
街
振
興
組
合
、
寺
町
商
盛
会
、
三
島
町
商
店
街

振
興
組
合
、新
三
島
商
店
会
、
J
R
黒
部
駅
前
商
工
振
皿
容
云)、

共
同
店
舗

｢メ
ル
シ
ー
｣
な
ど
の
商
業
集
積
が
あ
る
。

し
か
し
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
を
背
景
と
し

て
、
道
路
整
備
が
進
め
ら
れ
、
郊
外
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
商
店
街
は
従
来
の
賑

わ
い
を
失
い
、
新
し
い
住
民
の
定
住
が
進
ま
ず
、
高
齢
化

し
、
人
口
の
減
少
に
陥
っ
て
い
る
。

一
方
で
は
、
市
庁
舎
、
市
民
病
院
、
高
等
学
校
、
金
融

機
関
、
市
民
会
館
な
ど
の
公
共
施
設
が
集
積
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
市
民
の
多
く
は
中
心
市
街
地
に
出
か
け
る
必
然

性
を
持
ち
、
ま
た
、
J
R
黒
部
駅
、
電
鉄
里
…部
駅
、
東
三

日
市
駅
の
三
つ
の
公
共
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
り
、
利
用

は
減
少
し
た
も
の
の
、
高
齢
者
や
高
校
生
な
ど
の
自
動
車

に
乗
れ
な
い
人
た
ち
の
移
動
を
支
え
て
い
る
。

こ
の
中
心
市
街
地
を
横
断
す
る
都
市
計
画
道
路
前
沢
植



に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
の
実
験

事
業
な
ど
の
試
み
を
通
じ
て
、
市
民
や
事
業
者
の
間
に
公

共
空
間
を
活
用
し
た
事
業
の
定
着
を
図
り
、
モ
デ
ル
的
な

事
業
を
立
ち
上
げ
、そ
こ
で
の
活
用
事
業
の
実
践
を
通
じ
、

必
要
な
仕
組
み
や
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
恒

常
的
な
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た

(図
1
)。

二

地
域
の
問
題
･
課
題

黒
部
市
中
心
市
街
地
は
、
一
〇
の
商
店
街
組
織
が
集
積

し
て
い
る
が
、
郊
外
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
進
展

に
よ
り
、
商
店
街
は
従
来
の
賑
わ
い
を
失
い
、
新
し
い
住

民
の
定
住
が
進
ま
な
い
な
ど
、
高
齢
化

･
人
口
の
減
少
に

陥
っ
て
い
る
。

一
方
で
平
成
一
七
年
四
月
二
八
日
に
、
中
心
市
街
地
を

横
断
す
る
都
市
計
画
道
路
が
、
生
活
環
境
や
歩
行
空
間
機

能

･
都
市
機
能
を
重
視
し
様
々
な
空
間
利
用
が
可
能
な

｢祝
祭
空
間
｣
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
｢街
並

み
.
憩
い
の
空
間
づ
く
り
｣
や

｢祝
祭
空
間
を
活
用
し
た

商
店
街
の
賑
わ
い
づ
く
り
｣
な
ど
歴
史
と
伝
統
を
活
か
し

た
粋
で
風
情
の
あ
る
都
市
空
間
づ
く
り
の
推
進
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

道イテセ 20071 6!

三

実
験
の
目
的

中
心
市
街
地
の
都
市
計
画
道
路

｢祝
祭
空
間
｣
に
お
い

て
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
商
店
街
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
等
を

開
催
し
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
る
道
路
空
間
活
用
ル
ー

ル
の
仕
組
み
づ
く
り
を
実
施
す
る
。

四

実
験
の
内
容

1

道
路
空
間
に
客
席
を
設
け
て
実
施
す
る

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
設
置

･
｢祝
祭
空
間
｣
と
中
心
商
店
街
の
交
差
点
で
あ
る
大

町
交
差
点
の
広
幅
員
歩
道
上
に
、
テ
ー
プ
ル
イ
ス
な

ど
を
配
置
し
、
一
四
…
0
0
1
一
九
…
0
0
の
間
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
し
て
営
業
し
た
。

･
飲
食
物
の
提
供
は
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
前
面
店
舗
か
ら

の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
方
式
で
行
っ
た

(図
2
,
4
、
写

真
1
j
3
)。

Iゞ ゞ~ゞ さぞ

　　　　 　　　　

図 1 社会実験実施箇所
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鯲でも〉＼＼劣り h へ

　　
　　　　　 　

2

住
民
参
加
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

住
民
参
加
に
よ
る
三
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

(ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
教
室
、あ
か
り
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

三
日
市
ま
ち
歩
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
)を
実
施
し
た
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
で
作
成
し
た
プ
ラ
ン
夕
は
、
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
周
辺
に
設
置
、
あ
か
り
づ
く
り
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作
成
し
た
照
明
は
歩
道
の
ボ
ラ
ー

ド
に
設
置
、
三
日
市
ま
ち
歩
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
名
所
･
史
跡
等
を
ま
ち
歩
き
す
る
な
ど
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
を
活
用
し
て
祝
祭
空
間
を
演
出
し

た

(写
真
4
5
6
)。

写真 3 オープンカフェを設置した (交差点付近)
祝祭空間 (前沢植木線)

写真 4 ガーデニング教室
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写真5 ワークショップ成果による沿道の演出



3

商
店
街
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

･
納
涼
祭
、ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
等
に
合
わ
せ
屋
台
を
実
施
、

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
隣
接
し
た
ス
ペ
ー
ス
で
は
フ
ラ

ダ
ン
ス
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行

っ
た
。 写真 6 まち歩きの様子

4

道
路
空
間
を
活
用
す
る
住
民
参
加
型
組
織
の

立
ち
上
げ
と
活
用
ル
ー
ル
等
の
仕
組
み
づ
く
り

五

実
験
期
間

平
成

一
七
年
七
月
三
〇
日

(土
)
~
九
月
三
日

(土
)

(月
曜
日
、
雨
天
･
荒
天
時
を
除
く
)
(図
5
)

夫

検
討
･
実
施
体
制

黒
部
市
、
黒
部
商
工
会
議
所
、
N
P
O
黒
部
ま
ち
づ
く

※鮎窟離濯トモグッチ憊鞠禮鰯離もし塞げ,
　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　
　　　　 　　　　　　　　
輯ぬQ島谷曜 壗観ぜ墾ランカラヱ副賞園

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
　　　　　 　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　

8み鰡範} 賓がりづ gリーク溜りブ
　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

饉鱸灯-リンカラス舞鶴園

醐
嚢

図 5 オープンカフェの実施を告知するチラシ

七

主
な
評
価
項
目
と
実
験
結
果

.
イ
ベ
ン
ト
時
は

一
日
の
利
用
者
で

一
〇
〇
人
近
い
日

も
あ
る
な
ど
賑
わ
っ
た
日
も
あ
っ
た
一
方
、
通
常
時

の
利
用
者
は
一
桁
台
で
あ
る
な
ど
、
利
用
者
は
イ
ベ

ン
ト
時
に
集
中
し
賑
わ
い
の
効
果
は
限
定
的
だ
っ

た
。

･
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
八
三
%
が
、
地
域
ア
ン
ケ

ー
ト
で
も
六
三
%
が
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を

｢良
い
試

み
で
あ
る
｣
と
評
価
し
て
お
り
、
地
域
住
民
も
条
件

付
き
な
が
ら
約
3
/
4
が
継
続
を
望
ん
で
お
り
、
一

定
の
評
価
は
得
ら
れ
た
。

八

実
験
後
の
展
開

･
社
会
実
験
を
通
し
て
、
商
店
街
組
織
や
N
P
O
な
ど

の
構
成
員
も
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る

｢市
姫
通
り

を
愛
す
る
会
｣
が
組
織
さ
れ
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や

イ
ベ
ン
ト
の
運
営
な
ど
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。
こ
の
組
織
は
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
終
了
後
も
市
姫

通
り
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
や
プ
ラ
ン
夕
の
管

理
な
ど
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

･
黒
部
市
の
中
心
市
街
地
の
遊
休
地
に
お
い
て
オ
ー
プ

ン
カ
フ
ェ
を
計
画
す
る
動
き
も
あ
り
、
今
回
の
社
会

実
験
に
お
け
る
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
活
か
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
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奪橇医譜~ 年橇り騰

り
協
議
会
、
大
町
商
店
街
振
興
組
合
、
寺
町
商
盛
会
、
明

日
の
三
日
市
を
考
え
る
会
、
N
P
O
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ

ー
ト
黒
部
か
ら
構
成
さ
れ
る

｢公
民
協
働
に
よ
る
賑
わ
い

と
憩
い
の
空
間
づ
く
り
の
社
会
実
験
調
査
委
員
会
｣
を
設

置
、
検
討
を
行
っ
た
。




